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表紙の写真

1人の兄弟が，家族を養うために漁をしている。そばには息子がいる。（研究記事26の5節を参照。）
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研究記事24

エホバは快く寛大に許してくださる


「エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます」。詩編 86:5

42番の歌 私たちの祈願

何を学ぶか*




 1. 伝道の書 7章20節で，ソロモン王はどんなことを教えていますか。

ソロモン王はこう述べています。「常に善を行って罪を犯さない正しい人は，地上に一人もいない」。（伝 7:20）確かにその通りです。私たちは皆，罪を犯します。（ヨハ一 1:8）ですから誰もが，神からも人からも許してもらう必要があります。

 2. 親しい友達が快く許してくれたら，どんな気持ちになりますか。

2 あなたは親しい友達を怒らせてしまったことがありますか。その人と仲直りしたいと思って，心から謝ったことでしょう。その人が快く許してくれた時には，ほっとしてうれしくなったに違いありません。

 3. この記事ではどんなことを考えますか。

3 私たちは，エホバを一番の友達にしたいと思っています。それでも時には，エホバを悲しませるようなことを言ったりしたりしてしまうことがあります。では，エホバは喜んで許してくださる，と言えるのはなぜでしょうか。許す面でエホバは人間とどのように違いますか。エホバが許してくださるのはどんな人でしょうか。






エホバは快く許してくださる


 4. エホバは快く許してくださる，と言えるのはなぜですか。

4 聖書には，エホバは快く許してくださる方である，と述べられています。エホバはシナイ山でモーセに対してご自分を示し，天使を通してこう言いました。「エホバ，エホバ，憐れみ深く，思いやりがある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛に満ち，常に信頼できる。揺るぎない愛を幾千代までも示し，過ちと違反と罪を許す」。（出 34:6，7）エホバは，温かく憐れみ深い神で，罪を悔い改める人をいつも快く許してくださいます。（ネヘ 9:17。詩 86:15）



[image: 1人の姉妹の横に，詩編 103編13，14節の「神は私たちの造りをよく知っている」という言葉が出ている。姉妹の周りには子供時代からの写真がある。それらの写真から，姉妹が経験してきたことが分かる。]

過去にどんな経験をしたので今の私たちがあるのかをエホバはよく知っている。（5節を参照。）





 5. 詩編 103編13，14節からすると，エホバは私たち人間のことをよく知っているので，どんなことをしてくださいますか。

5 エホバは人間を造った方なので，私たちのことを全て知っています。地上にいる一人一人のどんなこともご存じなのです。（詩 139:15-17）例えばエホバは，誰もが親から不完全さを受け継いでいるということを知っていますし，過去にどんな経験をしたので今のその人があるのかということもよく知っています。こうしたことをよくご存じなので，私たちに憐れみを示してくださるのです。（詩 78:39。詩編 103:13，14を読む。）

 6. エホバが快く許したいと思っていることは，どんなことから明らかですか。

6 エホバが快く許したいと思っていることは明らかです。エホバは，最初の人間アダムのせいで私たちが皆，罪を犯し，死を経験するということを理解しています。（ロマ 5:12）自分や他の人を罪や死から救い出すことは誰にもできません。（詩 49:7-9）それでも，愛情深いエホバは思いやりを示し，私たちを救うために手を打ってくださいました。ヨハネ 3章16節にある通り，独り子イエスを遣わし，私たちのために死ぬようにしたのです。（マタ 20:28。ロマ 5:19）イエスは私たちの代わりに死ぬことによって，イエスに信仰を抱く人が救われるようにしました。（ヘブ 2:9）エホバにとって，愛する独り子がひどく苦しみながら屈辱的な死を経験するのを見るのは本当につらいことだったに違いありません。私たちのことを許したいと思っていなければ，イエスが死ぬままにはしなかったことでしょう。

 7. 聖書には，エホバから寛大に許してもらった人のどんな例が載せられていますか。

7 聖書には，エホバから寛大に許してもらった人たちの例が幾つも収められています。（エフェ 4:32）誰のことが思い浮かびますか。マナセ王かもしれません。この邪悪な王は，エホバに対してひどい罪を幾つも犯しました。間違った崇拝を先頭に立って行い，それを広めました。自分の子供たちを殺し，偽の神々に犠牲として捧げることもしました。さらに，エホバの聖なる神殿の中に偶像を置くことさえしました。聖書は，マナセが「エホバから見て悪いことを大規模に行って，神を怒らせた」と述べています。（代二 33:2-7）しかし，マナセが心から悔い改めた時，エホバはマナセのことを寛大に許しました。そして，王位に復帰させることさえしました。（代二 33:12，13）ダビデ王のことも思い浮かぶかもしれません。ダビデはエホバに対して，姦淫や殺人といった重大な罪を犯しました。それでも，自分の罪を認めて心から悔い改めた時，エホバはダビデのことも許しました。（サム二 12:9，10，13，14）こうした例から，エホバが確かに快く許してくださる方だということが分かります。そして，これから考える通り，許す面でエホバと人間には大きな違いがあります。






エホバの許しは際立っている


 8. エホバが裁きを行うのに最もふさわしい方だと言えるのはなぜですか。

8 エホバは「地上の人全てを裁く方」です。（創 18:25）良い裁判官であるには，法律をよく理解している必要があります。エホバはまさにそのような方です。なぜなら，エホバは裁く方であると同時に，法を定める方でもあるからです。（イザ 33:22）エホバは誰よりも優れた正邪の感覚を持っています。良い裁判官であるために必要なことはほかにもあります。判決を下す前に，その件に関係した事実全てを知っていなければなりません。この点でも，エホバは裁きを行うのに最もふさわしい方だと言えます。

 9. エホバはどんなことを踏まえて許しを与えますか。

9 エホバは人間の裁判官とは違い，ご自分が扱う物事に関する全ての事実を完全に理解しています。（創 18:20，21。詩 90:8）エホバが知っているのは，人間が見たり聞いたりできることだけではありません。誰かの行動の背後にある遺伝や生い立ちや環境といった要素に加えて，その時の精神状態もよくご存じです。また，エホバは心を読むこともできます。一人一人の動機や目的を知っているのです。エホバの目から隠せるものは一つもありません。（ヘブ 4:13）ですから，エホバはいつでも全てのことを完全に理解した上で許しを与えます。



[image: 連なった山々の横に，申命記 32章4節の「神は岩のような方で，行うことは完全」という言葉が出ている。]

エホバは正しく公平な方で，えこひいきをしない。買収されることもない。（10節を参照。）





10. エホバの裁きがいつも正しく公平なものだと言えるのはなぜですか。（申命記 32:4）

10 エホバの裁きはいつも正しく公平なものです。エホバは決してえこひいきをする方ではありません。外見や財産や立場や能力などによって許すかどうかを決めることはしません。（サム一 16:7。ヤコ 2:1-4）圧力に負けたり買収されたりすることもありません。（代二 19:7）怒りに任せて，あるいは感情に流されて決定するということもありません。（出 34:7）エホバは理解力と素晴らしい洞察力を持っているので，裁きを行うのに最もふさわしい方だと言えます。（申命記 32:4を読む。）

11. エホバの許しが際立っていると言えるのはなぜですか。

11 ヘブライ語聖書を書いた人たちは，エホバの許しが際立ったものであることをよく知っていました。彼らが時折用いたあるヘブライ語の単語について，参考文献はこう述べています。「この語は神が罪人を許す場合にのみ用いられており，人が人に対して示す程度の許しを指して用いられている箇所はない」。エホバだけが罪を悔い改めた人を完全に許すことができます。では，エホバに許していただいた人はどんな経験をしますか。

12-13. （ア）エホバに許していただいた人は，どんな経験をしますか。（イ）エホバはいったん許した罪に関してどんなことはしませんか。

12 私たちは，エホバが許してくださったということを受け入れる時，「爽やかにする時期」を経験することができ，穏やかな心ややましいところのない良心を持つことができます。こうした許しを与えることができるのはエホバだけです。人間が与えることはできません。（使徒 3:19）エホバに許していただくなら，エホバとの良い関係を取り戻すことができ，犯した罪はなかったかのようになります。

13 エホバは，いったん許したなら，その罪を再び持ち出して罰したりはしません。（イザ 43:25。エレ 31:34）「日の出[が]日の入りから遠く離れている」ように，私たちの罪を私たちから遠くに離してくださるのです。* （詩 103:12）エホバがこのように惜しみなく許してくださることを考えると，感謝と畏敬の気持ちでいっぱいになるのではないでしょうか。（詩 130:4）では，エホバに許していただけるのはどんな人でしょうか。






エホバに許していただけるのはどんな人か


14. エホバは許すかどうかを何に基づいて決めますか。

14 ここまで考えてきた通り，エホバは罪の大きさによって許すかどうかを決めるわけではありません。そして，人間を造った方，法を定める方，裁く方としての知識を用いて，許すかどうかを判断します。では，エホバはどんな要素を考慮に入れるのでしょうか。

15. ルカ 12章47，48節からすると，エホバはどんな要素を考慮に入れますか。

15 エホバが考慮に入れる1つの要素は，罪を犯した人が自分の行いが悪いと分かっていたのかどうかということです。ルカ 12章47，48節で，イエスはこの点をはっきりと述べています。（読む。）ある行動がエホバに憎まれると分かっていながら，あえてそれを行うなら，それは重大な罪になります。そうした場合，エホバから許していただけない可能性があります。（マル 3:29。ヨハ 9:41）では，悪いと分かっていることを行ってしまった場合，許していただける可能性はあるのでしょうか。あります。この点は，エホバが考慮に入れるもう1つの要素と関係しています。



[image: イザヤ 55章7節の「神は寛大に許してくださる」という言葉が出ている。その横には，同じ兄弟を写した2枚の写真がある。奥の写真の兄弟は深く悲しんでいるが，手前の写真の兄弟は幸せそうにしている。]

心から悔い改めるなら，エホバは許してくださる。（16-17節を参照。）





16. 悔い改めるとはどういうことですか。エホバに許していただく上で悔い改めがどうしても必要なのはなぜですか。

16 エホバが考慮に入れるもう1つの要素は，罪を犯した人が心から悔い改めているかどうかということです。悔い改めるとはどういうことでしょうか。それは，考えや態度や目的を改めるということです。悔い改めている人は悪いことを行ってしまったことや，行うべきことを行わなかったことを後悔し，深く悲しみます。また，エホバとの関係が弱くなっていたためにそうなってしまったことも深く悲しみます。マナセ王やダビデ王は重大な罪を犯しましたが，心から悔い改めたので，エホバから許されました。（王一 14:8）エホバに許していただくためには，心から悔い改めていることをエホバに示す必要があるのです。とはいえ，罪を犯してしまったことを後悔するだけでは十分ではありません。行動を起こす必要があります。* この点は，エホバが考慮に入れるもう1つの要素と関係しています。

17. 生き方を変えるとはどういうことですか。そうすることが過去の罪を繰り返さないために重要だと言えるのはなぜですか。（イザヤ 55:7）

17 エホバが考慮に入れるもう1つの大切な要素は，生き方を変えているかどうかということです。ですから，良くない生き方をやめてエホバに喜ばれる生き方をする必要があります。（イザヤ 55:7を読む。）つまり，考え方を変え，エホバの考え方に沿った生き方をする必要があるということです。（ロマ 12:2。エフェ 4:23）これまでの良くない考え方や行動に戻らない，と決意しなければなりません。（コロ 3:7-10）もちろん，エホバから許していただき，罪から自由になるには，キリストの犠牲に信仰を抱く必要があります。私たちが生き方を変えるために真剣に努力する時，エホバはこの犠牲に基づいて私たちを許してくださるのです。（ヨハ一 1:7）






エホバが許してくださることを心から信じる


18. エホバの許しについてどんなことを学びましたか。

18 この記事で学んだ大切な点を振り返ってみましょう。エホバの許しは宇宙で最も際立っています。そういえるどんな理由があるでしょうか。1つ目に，エホバは快く許してくださいます。2つ目に，エホバは私たちの造りを含め，私たちのこと全てをよくご存じです。それで，心から悔い改めているかどうかを見極めるのに最もふさわしい方だと言えます。3つ目に，エホバは罪を許してくださる時，全てを水に流し，その罪をなかったことにしてくださいます。それで私たちはやましいところのない良心を持ち，エホバから良いと認めていただくことができます。

19. 不完全で罪を犯すことを避けられないとしても，喜びを保てるのはなぜですか。

19 私たちは不完全である限り，罪を犯すことを避けられません。それでも，「聖書に対する洞察」第1巻775ページには，次のような慰めとなる言葉が載せられています。「エホバはご自分の僕たちの肉的な弱さを憐れみをもって考慮してくださるので，彼らは生まれながらの不完全さによるとがのために絶えず良心の呵責に苦しむ必要はありません。（詩 103:8-14; 130:3）もし良心的に神の道を歩んでいるなら，喜びを保っていられるのです。―フィリ 4:4-6; ヨハ一 3:19-22」。本当に力づけられるのではないでしょうか。

20. 次の記事ではどんなことを考えますか。

20 私たちが犯した罪を心から悔い改める時，エホバが許してくださるというのは，本当にありがたいことです。では，私たちは許す面でエホバに倣うためにどんなことができるでしょうか。私たちの許しとエホバの許しはどんな点が似ていて，どんな点が違っているでしょうか。この違いを理解しておくことが大切なのはなぜでしょうか。次の記事ではこうした点を考えます。







エホバの許しについて以下の聖句からどんなことを学びましたか


	  詩編 103:13，14



	  申命記 32:4



	  イザヤ 55:7









45番の歌 心の黙想

^  エホバは聖書の中で，罪を犯しても悔い改める人を喜んで許すと約束しています。でも私たちは，自分はエホバに許していただく資格がない，と感じることがあるかもしれません。では，罪を犯しても心から悔い改めるなら，エホバがいつも快く許してくださる，と確信できるのはなぜでしょうか。この記事ではその点を考えます。


^  「エホバに近づきなさい」という本の第26章の9節を参照。


^  語句の説明: 「悔い改め」とは，以前の生き方や間違った行動，または行うべきことをしなかったことを心から悔いて，考えを改めることを意味します。真の悔い改めには，生き方や行動の変化が伴います。






^ （詩 86:5） エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。 あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます。



^ （伝 7:20） 常に善を行って罪を犯さない正しい人は，地上に一人もいない。



^  （伝 7:20） 常に善を行って罪を犯さない正しい人は，地上に一人もいない。



^  （ヨハ一 1:8） 「自分には罪がない」と言うなら，私たちは自分を欺いているのであり，心の中に真理がありません。



^  （出 34:6， 7） エホバはモーセの前を通り過ぎつつ，こう宣言した。「エホバ，エホバ，憐れみ深く，思いやり*がある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ち，常に信頼できる*。 7 揺るぎない愛を幾千代までも示し，過ちと違反と罪を許す。しかし，罪がある人を処罰しないことは決してなく，父の過ちに対する処罰を子や孫やひ孫に及ぼす」。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。
または，「真実を語る」。


^  （ネヘ 9:17） 聞こうとせず，彼らのただ中であなたが行われた異例なことを忘れ，頑固になり，指導者を立ててエジプトでの奴隷状態に戻ろうとしました。それでも，あなたは快く許す神で，思いやり*と憐れみがあり，すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ちておられ，彼らを見捨てませんでした。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。


^  （詩 86:15） エホバ，あなたは憐れみ深く，思いやり*がある神です。 すぐに怒らず，揺るぎない愛に満ち，常に信頼でき*ます。

または，「慈しみ」。
または，「真実を語り」。


^ （詩 103:13， 14） 父が子を憐れむように， エホバはご自分を畏れる人たちを憐れんだ。 14 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^  （詩 139:15-17） 人知れず私が造られた時， 大地の深い所で織り上げられた*時， 私の骨はあなたから隠されませんでした。 16 あなたの目は胎児の私を見ました。 私のあらゆる部分があなたの書に書かれました。 それらが形作られる日々のことが， まだどの部分もできていない時に書かれました。 17 神よ，あなたの考えは何と貴いのでしょう。 何と膨大なのでしょう。

または，「胎内で成長した」。


^  （詩 78:39） 神は思い出した。彼らが人であることを， 吹くと戻ってこない風である*ことを。

もしかすると，「生命力は出ていくと戻ってこない」。


^  （詩 103:13， 14） 父が子を憐れむように， エホバはご自分を畏れる人たちを憐れんだ。 14 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^  （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪*が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。

用語集参照。


^  （詩 49:7-9） 誰一人として兄弟を買い戻すことはできない。 彼のための贖い*を神に差し出すことはできない。  8 （人の命を買い戻す*代価は非常に高く，とても支払えない。）  9 彼を永遠に生き続けさせようとしても。 墓穴を見ないようにさせようとしても。

用語集参照。
または，「命のための贖いの」。


^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （マタ 20:28） 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^  （ロマ 5:19） 1人の人の不従順によって多くの人が罪人になったように，1人の人の従順によって多くの人が正しい人になるのです。



^  （ヘブ 2:9） ただ私たちは，天使たちより少し劣る者とされたイエスが，苦しんで死んだゆえに栄光と栄誉の冠を与えられたのを見ています。神の惜しみない*親切により，イエスは全ての人のために死を味わったのです。

または，「過分の」。


^  （エフェ 4:32） 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。



^  （代二 33:2-7） マナセはエホバから見て悪いことを行い，イスラエルの民の前からエホバが追い払った国々の忌まわしい行いをまねた。 3 父ヒゼキヤが取り壊した高い場所を再び築き，バアルのために祭壇を設け，聖木を作った。また，天の全ての星*を崇拝してひれ伏した。 4 エホバがかつて「私の名は永遠にエルサレムにある」と言ったそのエホバの家の中にも祭壇を作った。 5 エホバの家の2つの庭に，天の全ての星*のために祭壇を作った。 6 ヒンノムの子の谷で自分の子たちを火で焼き*，魔術を行い，占いをし，呪術を行い，霊媒師や占い師を任命した。エホバから見て悪いことを大規模に行って，神を怒らせた。 7 マナセは彫刻像を作り，真の神の家の中に置いた。かつて神はその家について，ダビデとその子ソロモンにこう言っていた。「私は，イスラエルの全部族の領地から選んだエルサレムとこの家に，私の名をいつまでも付す。

直訳，「天の全軍」。
直訳，「天の全軍」。
直訳，「に火の中を通らせ」。


^  （代二 33:12， 13） マナセは苦難の中，エホバ神に恵みを求め，父祖たちの神の前でとても謙遜になった。 13 彼が神に祈り続けたので，神はその懇願に心を動かされ，恵みを求める願いを聞き，彼をエルサレムでの王位に復帰させた。こうしてマナセはエホバこそ真の神であると悟った。



^  （サム二 12:9， 10） どうして私エホバにとって悪いことを行って，私の言葉を軽く見たのか。あなたはヘト人ウリヤを剣で討った！ 彼をアンモン人の剣で殺してから，彼の妻を自分の妻にした。 10 今後，あなたの家族は常に剣に悩まされる。あなたがヘト人ウリヤの妻を自分の妻にし，私を侮ったからだ』。



^  （サム二 12:13， 14） ダビデはナタンに言った。「私はエホバに対して罪を犯しました」。ナタンはダビデに言った。「エホバはあなたの罪をお許しになります。あなたは死ぬことはありません。 14 しかし，あなたはエホバに対して非常に不敬なことをしたので，生まれたばかりのあなたの子は必ず死にます」。



^  （創 18:25） 邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼして，正しい人と邪悪な人を同じ目に遭わせるようなことを，あなたがなさるはずはありません。あなたに限ってあり得ないことです。地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。



^  （イザ 33:22） エホバは私たちを裁く方， エホバは私たちのために法を定める方， エホバは私たちの王。 私たちを救ってくださる方である。



^  （創 18:20， 21） そこでエホバは言った。「ソドムとゴモラの罪は極めて重く，彼らについての苦情の叫びはあまりにも大きいです。 21 私は下っていって確かめます。私に届いた叫び通りのことが起きているかどうかを知りたいのです」。



^  （詩 90:8） あなたは私たちの過ちに気付いています。 あなたの顔の光によって私たちの秘密は暴かれます。



^  （ヘブ 4:13） そして，神の目を逃れられる創造物は一つもなく，全てのものは神から見て裸で，さらけ出されており，私たちはこの方に責任を問われることになります。



^ （申 32:4） 神は岩のような方で，行うことは完全， 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく，信頼できる神。 正しく，真っすぐな方。



^  （サム一 16:7） しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。



^  （ヤコ 2:1-4） 私の兄弟たち，皆さんは栄光に輝く主イエス･キリストに信仰を持っているはずなのに，えこひいきをしているのですか。 2 例えば，上等な服を着て金の指輪を幾つもはめた人と，汚れた服を着た貧しい人が，皆さんの集まりに来たとします。 3 皆さんは，上等な服を着ている人には親切にして，「この良い席にお座りください」と言い，貧しい人には，「立っていてください」とか「私の足元*に座ってください」と言いますか。 4 もしそうなら，差別をしていることになりませんか。ひどい判決を下す裁判官のようになっていないでしょうか。

または，「足台のそば」。


^  （代二 19:7） 皆さんがエホバを畏れますように。慎重に事を行いなさい。私たちの神エホバには不正や不公平がなく，賄賂を受け取ることもないからです」。



^  （出 34:7） 揺るぎない愛を幾千代までも示し，過ちと違反と罪を許す。しかし，罪がある人を処罰しないことは決してなく，父の過ちに対する処罰を子や孫やひ孫に及ぼす」。



^  （申 32:4） 神は岩のような方で，行うことは完全， 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく，信頼できる神。 正しく，真っすぐな方。



^  （使徒 3:19） ですから，罪を消し去っていただくために，悔い改めて生き方を変え*なさい。そうすれば，爽やかにする時期がエホバ*から来て，

直訳，「方向転換し」。
直訳，「エホバの顔」。付録A5参照。


^  （イザ 43:25） 私，この私が，私自身のためにあなたの違反*を消し去っており， あなたの罪を思い出さない。

または，「反逆的な行い」。


^  （エレ 31:34） エホバはこう宣言する。「彼らがそれぞれ，隣人や兄弟を教えて，『エホバを知りなさい！』と言うことはもうなくなる。最も小さな者から最も大きな者まで，皆が私を知るようになるからだ。私は彼らの過ちを許し，彼らの罪をもはや思い出さない」。



^  （詩 103:12） 日の出は日の入りから遠く離れている。 同じように，神は私たちの違反を私たちから遠くに離してくださった。



^  （詩 130:4） あなたは本当に許す方。 それで人はあなたに畏敬の気持ちを抱く。



^ （ルカ 12:47， 48） その時，主人の意向を理解していながら用意せず，求められたことを*行わなかったその奴隷は，何度も打ちたたかれます。 48 しかし，理解せずに打たれるようなことをした人は，少なく打たれます。実際，多く与えられた人には多くのことが要求され，多くを委ねられた人には普通以上のことが要求されます。

または，「意向に沿って」。


^  （ルカ 12:47， 48） その時，主人の意向を理解していながら用意せず，求められたことを*行わなかったその奴隷は，何度も打ちたたかれます。 48 しかし，理解せずに打たれるようなことをした人は，少なく打たれます。実際，多く与えられた人には多くのことが要求され，多くを委ねられた人には普通以上のことが要求されます。

または，「意向に沿って」。


^  （マル 3:29） ただし，聖なる力を冒瀆する人は永久に許されず，永遠の罪を負うのです」。



^  （ヨハ 9:41） イエスは言った。「目が見えなかったなら，あなた方には罪がないでしょう。しかしあなた方は今，『見える』と言っています。あなた方の罪は見過ごされません」。



^  （王一 14:8） そしてダビデ家から王国を引き裂いて取り上げ，あなたに与えたが，あなたは私に仕えたダビデのようにはならなかった。彼は私のおきてを守り，私から見て正しいことだけを行って，心を尽くして私に従った。



^ （イザ 55:7） 悪い行いをやめ，有害な考えを捨てよ。 憐れんでくださるエホバのもとに帰れ。 私たちの神のもとに帰れ。 神は寛大に*許してくださる。

または，「惜しみなく」。


^  （イザ 55:7） 悪い行いをやめ，有害な考えを捨てよ。 憐れんでくださるエホバのもとに帰れ。 私たちの神のもとに帰れ。 神は寛大に*許してくださる。

または，「惜しみなく」。


^  （ロマ 12:2） そして，今の体制*によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。

または，「時代」。用語集参照。


^  （エフェ 4:23） 考え方*を新しくする努力を続けましょう。

または，「精神的傾向」。


^  （コロ 3:7-10） 皆さんも以前は，そうした事柄が伴う生き方をしていました。 8 しかし今は，それらを全て捨て去らなければなりません。憤り，怒り，悪い行い，暴言，口から出る下品な*言葉を捨て去りなさい。 9 互いにうそをついてはなりません。古い人格*とそれに伴う習慣を脱ぎ捨て， 10 新しい人格を身に着けましょう。新しい人格は，それを与えてくださる*神の性質に沿って，正確な知識によって新しくされていきます。

または，「みだらな」。
直訳，「人」。
または，「創造した」。


^  （ヨハ一 1:7） 一方，神が光の中にいるのと同じように私たちが光の中を歩んでいるなら，私たちは互いに結び付いており，神の子イエスの血によって全ての罪から清められます。



^  （詩 103:8-14） エホバは憐れみ深く，思いやり*がある。 すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ちている。  9 いつも非難するのでも， ずっと憤ったままでいるのでもない。 10 私たちの罪に応じて私たちを扱うことはしなかった。 過ちの当然の報いを私たちにもたらさなかった。 11 天の高さは地とは比べものにならない。 神がご自分を畏れる人たちに示す揺るぎない愛の大きさも計り知れない。 12 日の出は日の入りから遠く離れている。 同じように，神は私たちの違反を私たちから遠くに離してくださった。 13 父が子を憐れむように， エホバはご自分を畏れる人たちを憐れんだ。 14 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。


^  （詩 130:3） ヤハ*よ，もしあなたが過ちに注目*するなら， エホバよ，誰が立っていられるでしょうか。

エホバの短縮形。
または，「を記録」。


^  （フィリ 4:4-6） 主のゆえにいつも喜びましょう。もう一度言います。喜びましょう！ 5 分別があることが全ての人に知られるようにしてください。主はすぐ近くにいます。 6 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。

または，「請願」。


^  （ヨハ一 3:19-22） そのようにして，私たちは自分が真理から出ていることを確信し，神の前で安心*できます。 20 心に責められることがあっても安心できるのです。神は私たちの心より大きく*，全てのことを知っているからです。 21 愛する皆さん，心に責められることがなければ，私たちは気後れせずに神に語り掛けることができます。 22 そして，願い求めることは何でも神に聞き届けられます。私たちが神のおきてを守り，神に喜ばれることを行っているからです。

または，「心を納得させることが」。
私たち以上に私たちのことを知っているということ。


^ （詩 103:13， 14） 父が子を憐れむように， エホバはご自分を畏れる人たちを憐れんだ。 14 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^ （申 32:4） 神は岩のような方で，行うことは完全， 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく，信頼できる神。 正しく，真っすぐな方。



^ （イザ 55:7） 悪い行いをやめ，有害な考えを捨てよ。 憐れんでくださるエホバのもとに帰れ。 私たちの神のもとに帰れ。 神は寛大に*許してくださる。

または，「惜しみなく」。







研究記事25

寛大に許す人はエホバから祝福される


「エホバが寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません」。コロサイ 3:13

130番の歌 進んで許す

何を学ぶか*




 1. エホバは罪を悔い改める人にどんなことを約束していますか。

エホバは，私たちを造った方，裁く方，法を定める方であるだけでなく，優しい天のお父さんでもあります。（詩 100:3。イザ 33:22）私たちが罪を犯すとしても心から悔い改めるなら，エホバはその罪を許すことができるだけでなく，許したいと思っています。（詩 86:5）愛の気持ちから，預言者イザヤを通してこう約束しています。「あなたたちの罪は緋のようだが，雪のように白くされる」。（イザ 1:18）

 2. 誰かと親しくなりたいと思うなら，どんなことをする必要がありますか。

2 私たちは皆，完全ではないので，誰かを傷つけるようなことを言ったりしたりしてしまうことがあります。（ヤコ 3:2）でも，だからといって，親しくなることができないというわけではありません。進んで許すよう努力するなら，親しい関係を築くことができます。（格 17:9; 19:11。マタ 18:21，22）誰かからちょっとしたことで傷つけられるとしても，私たちが許すことをエホバは願っています。（コロ 3:13）私たちがこのように進んで許すべきなのは，エホバが私たちを惜しみなく「寛大に」許してくださっているからです。（イザ 55:7）

 3. この記事ではどんなことを考えますか。

3 この記事では，どうすれば不完全な人間である私たちが，エホバに倣って人を許せるかを考えます。どんな罪は長老たちに伝える必要があるでしょうか。エホバはなぜ私たちが人を許すことを願っているのでしょうか。他の人の罪のせいで非常につらい経験をした兄弟姉妹の例から，どんなことを学べますか。






クリスチャンが重大な罪を犯した場合


 4. （ア）クリスチャンは重大な罪を犯した場合，どんなことをする必要がありますか。（イ）罪を犯した人に関して，長老たちはどんな役割を果たしますか。

4 誰かが重大な罪を犯した場合，私たちはそのことを長老たちに伝える必要があります。重大な罪とは，神のおきてを大きく踏み越えることです。コリント第一 6章9，10節には，その例が挙げられています。クリスチャンは重大な罪を犯した場合，許しを求めてエホバ神に祈り，長老たちに話す必要があります。（詩 32:5。ヤコ 5:14）長老たちはどんな役割を果たすのでしょうか。罪を完全に許すことができるのはエホバだけです。エホバは贖いの犠牲に基づいて許してくださいます。* それでもエホバは，長老たちに大きな責任を委ねています。罪を犯した人が会衆にとどまれるかどうかを聖書に基づいて判断するという責任です。（コリ一 5:12）長老たちはこの責任を果たすために，次のようなことを考えます。その人は前もって計画した上で罪を犯したのだろうか。罪を隠そうとしていただろうか。ある程度の期間にわたって繰り返し罪を犯しただろうか。最も重要なこととして，その人は心から悔い改めていることをはっきり示しているだろうか。エホバがその人を許していることが明らかだろうか。（使徒 3:19）

 5. 長老たちの働きはどんな良い結果をもたらしますか。

5 長老たちは，罪を犯した人と話し合う時，自分たちの決定が天ですでに下されている決定と同じものになることを目指します。（マタ 18:18）この取り決めが会衆のためになると言えるのはなぜでしょうか。罪を悔い改めない人を会衆から除くことによって，エホバが大切にしている羊を守ることができるからです。（コリ一 5:6，7，11-13。テト 3:10，11）そして，悔い改めてエホバからの許しを得られるよう，罪を犯した人を助けることにもなるかもしれません。（ルカ 5:32）長老たちは，罪を悔い改めた人のためにエホバに祈り，エホバとの絆を取り戻せるようその人を助けます。（ヤコ 5:15）

 6. 排斥されたとしても，エホバに許していただくことはできますか。

6 長老たちと話し合った時点で，罪を犯した人が悔い改めていない場合は，どうなるでしょうか。その人は会衆から排斥されることになります。その人が国や地域の法律を破った場合，長老たちはその人が罰を受けないようにかばうことはしません。エホバは，誰であれ法律を破った人を裁いたり罰したりする権限を政府に与えています。その人が悔い改めていてもいなくても，このことに変わりはありません。（ロマ 13:4）では，排斥された人が，後に本心に立ち返り，心から悔い改めて生き方を変える場合はどうでしょうか。エホバはその人を快く許してくださいます。（ルカ 15:17-24）犯した罪がとても大きなものであったとしてもそうです。（代二 33:9，12，13。テモ一 1:15）

 7. 誰かが私たちに対して罪を犯した場合，その人を許していることをどのように示せますか。

7 罪を犯した人を許すかどうかはエホバが決めることであり，私たちが決める必要はありません。これは本当にうれしいことです。とはいえ，私たちが決めなければならないこともあります。誰かが私たちに対して罪を犯し，その後，許しを求めて謝ってくるかもしれません。あるいは，謝ってこない場合もあるでしょう。いずれにしても，私たちは相手を許すことにし，その人に対する憤りや怒りを捨てるよう努力できます。もちろん，そうするには時間や努力が求められるでしょう。深く傷つけられた場合は特にそうです。「ものみの塔」1994年9月15日号にはこう述べられています。「罪を犯した人をあなたが許す時，それは罪を大目に見ているのではないということを理解しておきましょう。クリスチャンにとって，許すとはエホバを信頼して，そのみ手のうちに問題を委ねることを意味します。エホバは全宇宙の義なる裁き主であられますから，ふさわしい時に公正を行なってくださいます」。エホバは，私たちが快く許し，裁きをご自分に委ねることを願っています。それはなぜでしょうか。






私たちが快く許すことをエホバが願っているのはなぜか


 8. エホバの憐れみに対する感謝をどのように示せますか。

8 許すなら，感謝を示すことになる。イエスはある時，エホバを1人の主人に例えました。この主人は，ある奴隷の自分では返し切れないほど巨額の借金を取り消してあげました。しかしこの奴隷は，自分からわずかな額を借りていた仲間の奴隷に憐れみを示そうとしませんでした。（マタ 18:23-35）イエスは何を教えようとしていたのでしょうか。私たちは，エホバから示していただいている大きな憐れみに心から感謝しているなら，人を許そうとするはずです。（詩 103:9）私たちが人を何回許すとしても，神がキリストを通して与えてくださる許しや憐れみとは決して比較にならないのです。

 9. エホバはどんな人に憐れみを示しますか。（マタイ 6:14，15）

9 許すなら，自分も許していただける。エホバは憐れみ深い人に憐れみを示します。（マタ 5:7。ヤコ 2:13）イエスは弟子たちに祈り方を教えた際，この点を明らかにしました。（マタイ 6:14，15を読む。）また，エホバが忠実なヨブに語った言葉からも，同じ点を学べます。ヨブは，エリパズ，ビルダド，ツォファルからひどいことを言われ，深く傷つきました。それでも，エホバはヨブに対して，その3人のために祈るようにと言いました。そして，ヨブが祈ると，エホバはヨブを祝福しました。（ヨブ 42:8-10）

10. 憤りを抱き続けるなら，自分を傷つけることになるのはなぜですか。（エフェソス 4:31，32）

10 憤りを抱き続けるなら，自分を傷つけることになる。エホバは，私たちが憤りという重い荷物を下ろして楽になることを願っています。（エフェソス 4:31，32を読む。）それで，「怒るのをやめ，激怒を捨てよ」と勧めています。（詩 37:8）このアドバイスに従うことは，私たちのためになります。憤りを抱き続けることは，心にも体にも良くありません。（格 14:30）憤りを抱き続けても，自分を傷つけるだけで，相手には何の影響もありません。自分が毒を飲んでも相手には何の影響もないのと同じです。ですから，人を許すことは自分のためになります。（格 11:17）思いと心が穏やかになり，エホバに仕え続けることができるのです。

11. 復讐することについて，聖書には何と書かれていますか。（ローマ 12:19-21）

11 復讐はエホバがする。エホバは私たちに対して，誰かに復讐する権威を与えてはいません。（ローマ 12:19-21を読む。）私たちは完全ではありませんし，全体を見ることができないので，エホバのように正しく裁くことはできません。（ヘブ 4:13）時には，感情に流されてふさわしい判断を下せないこともあります。ヤコブは，エホバの聖なる力に導かれて，「怒りの気持ちからは，神が求める正しさは生まれません」と書きました。（ヤコ 1:20）エホバはいつも正しいことを行い，必ず公正が行われるようにしてくださるのです。



[image: イザヤ 65章17節の「以前の事柄は思い出されることも……ない」という言葉が出ている。その横には，ハグをしている2人の姉妹が写っている。2人ともほっとした表情をしている。]

怒りや憤りを捨て，物事をエホバの手に委ねることは大切。エホバは，罪の結果生じた悪いこと全てを除き去ってくださる。（12節を参照。）





12. エホバが公正な方であることへの確信をどのように示せますか。

12 許すなら，エホバが公正な方であることへの確信を示せる。物事をエホバに委ねるなら，私たちはエホバへの確信を示せます。罪の結果生じた悪いこと全てをエホバが除き去ってくださる，という確信です。エホバが約束している新しい世界では，つらい記憶はもはや「思い出されることも，心に浮かぶこともない」のです。（イザ 65:17）とはいえ，ひどく傷つけられた場合，憤りや怒りの気持ちを捨てることなど本当にできるのでしょうか。そうできた人たちの例を考えてみましょう。






人を許すことから得られる祝福


13-14. トニー兄弟とホセ兄弟の例から，許すことについてどんなことを学べますか。

13 大勢の兄弟姉妹が，ほかの人の行動によって深く傷ついたにもかかわらず，許すことにしました。そのようにしてどんな祝福を味わっているでしょうか。

14 フィリピンに住むトニーという男性は，聖書を学ぶずっと前，自分の兄がホセという男性に殺されたことを知りました。* 当時，トニーは怒りっぽく攻撃的な性格だったので，復讐してやる，と思っていました。ホセは逮捕され，刑務所に送られました。その後，ホセが釈放されると，トニーは，ホセを必ず見つけて殺してやる，と心に誓いました。そして，銃を購入しました。でもトニーは，やがてエホバの証人と聖書を勉強し始めました。トニーはこう言います。「聖書を学んで，自分を変え，怒りの気持ちを捨てなければいけないということが分かりました」。やがてトニーは，バプテスマを受け，その後長老に任命されました。一方，ホセもバプテスマを受けたエホバの証人になっていました。そのことを知ったトニー兄弟は，本当に驚きました。後に，2人は直接会うことになり，温かいハグを交わしました。そして，トニー兄弟はホセ兄弟を許していることを伝えました。トニー兄弟はこう言います。「こうして許すことができたので，本当に大きな喜びを味わっています。この気持ちは言葉では言い表せません」。確かにエホバは，快く許したトニー兄弟を祝福したのです。



[image: ピーター兄弟が，爆破された王国会館の写真を持っている。もう1枚の写真には，ピーター兄弟とスー姉妹が笑顔で立っているところが写っている。]

ピーター兄弟とスー姉妹の例から分かる通り，私たちも怒りや憤りを捨てることができる。（15-16節を参照。）





15-16. ピーター兄弟とスー姉妹の例から，許すことについてどんなことを学べますか。

15 1985年，ピーター兄弟とスー姉妹が王国会館で集会に出席していた時，突然大きな爆発が生じました。ある男性が王国会館に爆弾を仕掛けていたのです。スー姉妹は重傷で，目と耳に大きな損傷を負い，嗅覚を失いました。* ピーター兄弟とスー姉妹は，「誰がこんなひどいことをしたのだろうか」と幾度も考えました。何年も後，エホバの証人ではない男性がこの件で逮捕され，終身刑を言い渡されました。2人は犯人を許すかどうかと尋ねられて，こう答えました。「エホバは，怒りや憤りを持ち続けるなら，心にも体にも良くないと教えてくれています。それで，事件の後すぐに，怒りや憤りを捨てて穏やかに生きていくことができるように助けてください，とエホバにお願いしました」。

16 ピーター兄弟とスー姉妹にとって，許すのは簡単なことだったのでしょうか。そうではありません。2人はこう言っています。「スーがけがの影響で苦しむ時には，怒りの気持ちがこみ上げてくることがあります。でも，そうしたことについて考え続けないようにするので，すぐに気持ちが穏やかになります。心から言えることですが，犯人がいつかエホバの証人になったなら，喜んで迎え入れたいと思っています。この経験を通して，聖書の教えを当てはめるなら本当の自由を味わえる，ということを学びました。想像以上の自由です。そして，間もなくエホバが私たちの痛みや苦しみを全て除き去ってくださる，ということを知っているので，本当に慰められています」。

17. マイラ姉妹の例から，許すことについてどんなことを学べますか。

17 マイラ姉妹は，真理を学んだ時，すでに結婚していて，幼い子供が2人いました。夫は真理を受け入れず，やがて姦淫を犯し，家を出ていきました。姉妹はこう言います。「夫が私と子供たちを捨てて出ていった時，私は愛する人に裏切られた人たちの多くが感じるのと同じような気持ちを味わいました。ショックを受け，人を信じられなくなり，自分を責め，悲しみや後悔や怒りを感じました」。結婚生活は終わりましたが，裏切られた心の痛みは残りました。姉妹はさらにこう言います。「そうしたつらい気持ちに何カ月も苦しめられました。そして，そのせいでエホバやほかの人との関係に影響が出ていることに気付きました」。姉妹は，今では怒りの気持ちを捨て，以前の夫に対して悪感情を持ってはいません。それどころか，いつかエホバに仕えるようになってほしいと思っています。姉妹は将来に目を向けることができています。エホバに仕えるよう，2人の子供を1人で育て上げました。今では，子供たちや子供たちの家族と一緒にエホバに仕えることから喜びを味わっています。






エホバの裁きは完全


18. 裁く点で最高の方であるエホバは，どんなことを行ってくださいますか。

18 うれしいことに，私たちは誰かを裁くという荷を負う必要はありません。裁く点で最高の方であるエホバが行ってくださるからです。（ロマ 14:10-12）エホバは必ず，善悪に関する完全な基準に従って裁きを行ってくださいます。（創 18:25。王一 8:32）エホバが不正を行うことは決してないのです。

19. エホバの完全な裁きによって，どんなことが成し遂げられますか。

19 私たちは，エホバが不完全さや罪の結果生じた悪いこと全てを除き去ってくださる時を心待ちにしています。その時，心の傷も体の傷も，全てが完全に癒やされます。（詩 72:12-14。啓 21:3，4）それらを思い出すことさえなくなるのです。では，その素晴らしい時が来るまで，エホバがご自分に倣えるよう助けてくださることに感謝しつつ，人を快く許すようにしましょう。







以下の聖句から，許すことについてどんなことを学びましたか


	  マタイ 6:14，15



	  エフェソス 4:31，32



	  ローマ 12:19-21









18番の歌 贖いに感謝する

^  エホバは，罪を悔い改める人を快く許してくださる方です。クリスチャンである私たちは，誰かから傷つけられた時，このエホバの手本に倣いたいと思っています。この記事では，私たちが自分で許すことのできる罪と，長老たちに伝える必要がある罪について取り上げます。そして，私たちが許し合うことをエホバが願っているのはなぜか，人を許すならどんな祝福を受けることができるかについても考えます。


^  「ものみの塔」1996年4月15日号の「読者からの質問」を参照。


^  一部の名前は変えてあります。


^  「目ざめよ！」1992年1月8日号9-13ページを参照。JW Broadcasting®の「ピーターとスー･シュルツ: トラウマを乗り越えました」の動画も参照。






^ （コロ 3:13） 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバ*が寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。

付録A5参照。


^  （詩 100:3） エホバが神であることを知れ*。 その方が私たちを造った。私たちはその方のもの*。 私たちは神の民，神の牧草地の羊。

または，「認めよ」。
もしかすると，「造ったのは私たちではない」。


^  （イザ 33:22） エホバは私たちを裁く方， エホバは私たちのために法を定める方， エホバは私たちの王。 私たちを救ってくださる方である。



^  （詩 86:5） エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。 あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます。



^  （イザ 1:18） エホバはこう言う。 「来なさい。私たちの間で物事を正そう。 あなたたちの罪は緋*のようだが， 雪のように白くされる。 紅の布のように赤いが， 羊毛のようになる。

または，「赤」。


^  （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^  （格 17:9） 違反を許す*人は愛を示しており， くどくど言う人は親友を引き離す。

直訳，「覆う」。


^  （格 19:11） 洞察力があればすぐに怒ることはない。 過ち*を見過ごす*人は美しい。

または，「違反」。
直訳，「通り過ぎる」。


^  （マタ 18:21， 22） その時，ペテロが来て言った。「主よ，仲間が私に罪を犯すとき，何回許すべきでしょうか。7回ですか」。 22 イエスは言った。「いいえ，7回ではなく77回です。



^  （コロ 3:13） 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバ*が寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。

付録A5参照。


^  （イザ 55:7） 悪い行いをやめ，有害な考えを捨てよ。 憐れんでくださるエホバのもとに帰れ。 私たちの神のもとに帰れ。 神は寛大に*許してくださる。

または，「惜しみなく」。


^  （コリ一 6:9， 10） 正しくない人が神の王国を授けられることはない，ということを知らないのですか。思い違いをして*はなりません。性的に不道徳な人*，偶像を崇拝する人，姦淫をする人，同性愛行為に身を任せる人*，同性愛にふける人*， 10 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。

または，「だまされて」。
用語集の「性的不道徳」参照。
同性愛行為において女役をする男性のことと考えられる。
直訳，「男性と寝る男性」。同性愛行為において男役をする男性のことと考えられる。


^  （詩 32:5） 私はついに自分の罪をあなたに告白した。 過ちを隠さなかった。 「違反をエホバに告白しよう」と言った。 すると，あなたは過ちと罪を許してくださった。（セラ）



^  （ヤコ 5:14） 病気の人がいますか。その人は会衆*の長老たちを呼んでください。そして，自分のために祈ってもらい，エホバ*の名によって油を塗ってもらってください。

用語集参照。
付録A5参照。


^  （コリ一 5:12） 私は外部の人たちを裁く立場にあるでしょうか。皆さんは内部の人たちを裁くのであり，



^  （使徒 3:19） ですから，罪を消し去っていただくために，悔い改めて生き方を変え*なさい。そうすれば，爽やかにする時期がエホバ*から来て，

直訳，「方向転換し」。
直訳，「エホバの顔」。付録A5参照。


^  （マタ 18:18） はっきり言いますが，何でもあなたたちが地上で縛るものは天ですでに縛られており，何でもあなたたちが地上で解くものは天ですでに解かれています。



^  （コリ一 5:6， 7） 皆さんが誇っているのは良くないことです。少しのパン種*が生地全体を発酵させることを知らないのですか。 7 古いパン種を取り除き，新しいパン生地であってください。皆さんの中に酵母はないはずです。私たちの過ぎ越しの子羊であるキリストが犠牲にされたからです。

または，「酵母」。


^  （コリ一 5:11-13） それで，私は今こう書きます。兄弟と呼ばれる人で，性的に不道徳な人*，貪欲な人，偶像を崇拝する人，ののしる人，酩酊する人，脅し取る人がいれば，そのような人とは接するのをやめなさい。一緒に食事をしてもなりません。 12 私は外部の人たちを裁く立場にあるでしょうか。皆さんは内部の人たちを裁くのであり， 13 神が外部の人たちを裁くのではありませんか。「皆さんの中から悪い人を除きなさい」。

用語集の「性的不道徳」参照。


^  （テト 3:10， 11） 分派を生じさせる人については，一度，またもう一度訓戒*した後，退けなさい。 11 そのような人は，悪いと分かっていながら，道から外れて罪を犯しています。

または，「警告」。


^  （ルカ 5:32） 私は，正しい人ではなく罪人を悔い改めに導くために来ました」。



^  （ヤコ 5:15） 信仰の祈りは病気の人*を良くし，エホバ*がその人を起き上がらせてくださいます。また，その人が罪を犯したのであれば，許されます。

もしかすると，「疲れている人」。
付録A5参照。


^  （ロマ 13:4） 権威者は神の奉仕者であり，あなたのために働きます。しかし，もしあなたが悪いことを行っているのであれば，恐れるべきです。権威者は目的もなく剣を帯びているわけではないからです。神の奉仕者なのであり，悪いことを行い続ける人に憤りを表明する*復讐者なのです。

または，「処罰を加える」。


^  （ルカ 15:17-24） その息子は本心に立ち返った時，言いました。『父の所では大勢の雇われ人に有り余るほどパンがあるのに，私はここで飢え死にしそうだ。 18 ここを出て父のもとに行き，こう言おう。「お父さん，私は天に対しても，あなたに対しても罪を犯しました。 19 もう息子と呼ばれるに値しません。雇われ人の1人のようにしてください」』。 20 そしてそこを出て父親のもとに向かいました。彼がまだ遠くにいる間に，父親は息子を見てかわいそうに思い，走っていって抱き締め*，優しく口づけしました。 21 息子は言いました。『お父さん，私は天に対しても，あなたに対しても罪を犯しました。もう息子と呼ばれるに値しません』。 22 しかし父親は奴隷たちに言いました。『さあ早く，長い服，一番良いのを出してきてこの子に着せ，指輪をはめ，サンダルを履かせなさい。 23 それから，肥えた子牛を連れてきて調理し*なさい。食べて祝いましょう。 24 私のこの息子が死んでいたのに生き返ったのです。いなくなっていたのに見つかりました』。そして楽しいひとときが始まりました。

または，「首を抱き」。
または，「犠牲にし」。


^  （代二 33:9） マナセはユダとエルサレムの住民を惑わし続け，イスラエル人の前からエホバが滅ぼし尽くした国々よりも悪いことを行わせた。



^  （代二 33:12， 13） マナセは苦難の中，エホバ神に恵みを求め，父祖たちの神の前でとても謙遜になった。 13 彼が神に祈り続けたので，神はその懇願に心を動かされ，恵みを求める願いを聞き，彼をエルサレムでの王位に復帰させた。こうしてマナセはエホバこそ真の神であると悟った。



^  （テモ一 1:15） キリスト･イエスは罪人を救うために世に来た，という言葉は真実であり，全面的に受け入れるべきものです。私はそのような罪人の中でも最も罪深い者です。



^  （マタ 18:23-35） それで，天の王国は，奴隷たちに借金の清算を求めた王のようです。 24 清算が始まり，王に1万タラントを借りている男性が連れてこられました。 25 ところが，返すお金がなかったので，自分と妻と子供たち，また所有物全てを売って返済するよう王である主人から命じられました。 26 奴隷はひれ伏して敬意を表し，『もうしばらくご辛抱ください。全部お返ししますから』と言いました。 27 主人は，かわいそうに思い，奴隷を許して負債を取り消してあげました。 28 ところが，その男性は出ていって，自分に100デナリを借りている仲間の奴隷を見つけ，その奴隷を捕まえて首を絞めながら，『借金を全部返せ』と言いました。 29 仲間の奴隷はひれ伏して嘆願し始め，『もうしばらく辛抱してください。返しますから』と言いました。 30 しかしその男性は応じようとせず，借金を返すまで牢屋に入れてしまいました。 31 仲間の奴隷たちは，起きた事柄を見て非常に悲しみ，行って主人に全て報告しました。 32 そこで主人は，その男性を呼んで言いました。『邪悪な奴隷よ，あなたが嘆願した時，私は負債を全て取り消してあげました。 33 私があなたに憐れみを掛けたように，あなたも仲間の奴隷に憐れみを掛けるべきではありませんでしたか』。 34 憤った主人は，借金を全て返すまで，その男性を牢番たちに引き渡しました。 35 もしあなたたち各自が仲間を心から許さないなら，天の父もこの主人と同じようにします」。



^  （詩 103:9） いつも非難するのでも， ずっと憤ったままでいるのでもない。



^ （マタ 6:14， 15） 人の過ちを許すなら，天の父もあなたたちを許してくださいます。 15 逆に，人の過ちを許さないなら，父もあなたたちの過ちを許されません。



^  （マタ 5:7） 憐れみ深い人たちは幸福です。憐れみを受けるからです。



^  （ヤコ 2:13） 憐れみを示さない人は，憐れみを示されることなく裁かれます。憐れみは裁きに打ち勝つのです。



^  （マタ 6:14， 15） 人の過ちを許すなら，天の父もあなたたちを許してくださいます。 15 逆に，人の過ちを許さないなら，父もあなたたちの過ちを許されません。



^  （ヨブ 42:8-10） さあ，雄牛7頭と雄羊7匹を連れて，私に仕えるヨブの所に行き，自分たちのために全焼の犠牲を捧げなさい。私に仕えるヨブがあなたたちのために祈る。愚かなことをしたあなたたちを処罰しないでほしいと。私はその願いを必ず聞き入れる。あなたたちは，私に仕えるヨブとは異なり，私について真実を語らなかった」。 9 テマン人エリパズ，シュアハ人ビルダド，ナアマ人ツォファルは行って，エホバに言われた通りにした。エホバはヨブの祈りを聞き入れた。 10 ヨブが友人たちのために祈った後，エホバはヨブの苦難を取り去り，再び豊かな生活を送らせた*。エホバは，ヨブが以前に持っていた物を，2倍にして与えた。

直訳，「エホバは捕らわれていたヨブを戻した」。


^ （エフェ 4:31， 32） あらゆる悪意，怒り，憤り，わめき，暴言など，一切の有害な事柄を捨て去ってください。 32 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。



^  （エフェ 4:31， 32） あらゆる悪意，怒り，憤り，わめき，暴言など，一切の有害な事柄を捨て去ってください。 32 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。



^  （詩 37:8） 怒るのをやめ，激怒を捨てよ。 腹を立てて悪を行ってはならない*。

もしかすると，「腹を立ててはならない。害をもたらすだけだ」。


^  （格 14:30） 穏やかな心は体に良く*， 嫉妬は骨を腐らせる。

または，「命を与え」。


^  （格 11:17） 親切である*ことは自分のためになり， 残酷な人は自分を苦しい目に遭わせる*。

または，「揺るぎない愛を示す」。
または，「の名誉を傷つける」。


^ （ロマ 12:19-21） 愛する皆さん，復讐してはなりません。神の憤りに任せましょう。「『復讐は私がすることであり，私が報復する』とエホバ*は言う」と書いてあるからです。 20 「敵が飢えているなら，食べさせましょう。喉が渇いているなら，飲む物を与えましょう。そうすれば，燃える炭をその人の頭の上に積む*ことになるのです」。 21 悪に征服されてはなりません。善によって悪を征服し続けましょう。

付録A5参照。
いわばその人の固い心を溶かし，態度が和らぐようにする，ということ。


^  （ロマ 12:19-21） 愛する皆さん，復讐してはなりません。神の憤りに任せましょう。「『復讐は私がすることであり，私が報復する』とエホバ*は言う」と書いてあるからです。 20 「敵が飢えているなら，食べさせましょう。喉が渇いているなら，飲む物を与えましょう。そうすれば，燃える炭をその人の頭の上に積む*ことになるのです」。 21 悪に征服されてはなりません。善によって悪を征服し続けましょう。

付録A5参照。
いわばその人の固い心を溶かし，態度が和らぐようにする，ということ。


^  （ヘブ 4:13） そして，神の目を逃れられる創造物は一つもなく，全てのものは神から見て裸で，さらけ出されており，私たちはこの方に責任を問われることになります。



^  （ヤコ 1:20） 怒りの気持ちからは，神が求める正しさは生まれません。



^  （イザ 65:17） 私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも， 心に浮かぶこともない。



^  （ロマ 14:10-12） それなのに，あなたはなぜ兄弟を批判するのですか。なぜ兄弟を見下すのですか。私たちは皆，神の裁きの座の前に立つことになります。 11 こう書かれているからです。「エホバ*は言う。『生きている私自身に懸けて誓う。全ての人は私に向かってひざまずき，神への確信を言い表す*』」。 12 私たち一人一人は，神に責任を問われることになるのです。

付録A5参照。
または，「全ての膝は私に向かってかがみ，全ての舌は神への確信を言い表す」。


^  （創 18:25） 邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼして，正しい人と邪悪な人を同じ目に遭わせるようなことを，あなたがなさるはずはありません。あなたに限ってあり得ないことです。地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。



^  （王一 8:32） あなたが天からお聞きになって裁きを行い，悪い人には有罪と宣告して相応の罰を与え，正しい人には無罪と宣告して，その正しさに応じた報いをお与えになりますように。



^  （詩 72:12-14） 王は，助けを求めて叫ぶ貧しい人を救い出す。 立場が低い人や誰にも助けてもらえない人も。 13 立場が低い人や貧しい人を哀れに思い， 貧しい人の命を救う。 14 虐げと暴力からその人たちを助け出す*。 彼らの血は王の目に貴いものとなる。

直訳，「買い戻す」。


^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ （マタ 6:14， 15） 人の過ちを許すなら，天の父もあなたたちを許してくださいます。 15 逆に，人の過ちを許さないなら，父もあなたたちの過ちを許されません。



^ （エフェ 4:31， 32） あらゆる悪意，怒り，憤り，わめき，暴言など，一切の有害な事柄を捨て去ってください。 32 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。



^ （ロマ 12:19-21） 愛する皆さん，復讐してはなりません。神の憤りに任せましょう。「『復讐は私がすることであり，私が報復する』とエホバ*は言う」と書いてあるからです。 20 「敵が飢えているなら，食べさせましょう。喉が渇いているなら，飲む物を与えましょう。そうすれば，燃える炭をその人の頭の上に積む*ことになるのです」。 21 悪に征服されてはなりません。善によって悪を征服し続けましょう。

付録A5参照。
いわばその人の固い心を溶かし，態度が和らぐようにする，ということ。







研究記事26

愛によって恐れを乗り越える


「エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない」。詩編 118:6

105番の歌 「神は愛」

何を学ぶか*




 1. どんなことに恐れや不安を感じる場合がありますか。

恐れや不安を感じた兄弟姉妹は大勢います。例えば，ネストル兄弟と妻のマリア姉妹は，必要の大きな所で奉仕したいと願っていました。* でも，そのためには生活レベルを調整する必要がありました。2人は，収入が少なくなっても幸せに暮らしていけるだろうかと不安に感じました。ビニアム兄弟は，エホバの証人の活動が厳しく制限されている国に住んでいました。それで，エホバの証人になった時，自分も迫害を受けることになると思い，恐れを感じました。でも，兄弟がもっと恐れを感じたのは，自分がエホバの証人になったことを知って，家族がどんな反応をするか，ということでした。バレリー姉妹は進行性のがんと診断されました。しかし姉妹は，聖書に基づく血についての自分の信念を尊重してくれる外科医をなかなか見つけられませんでした。それで，自分は死んでしまうのではないか，と恐れを感じました。

 2. 恐れを乗り越えるよう努力する必要があるのはなぜですか。

2 多くの人がこうした恐れや不安を感じてきました。あなたもそうかもしれません。でも，こうした恐れに立ち向かわないなら，エホバとの関係を損なうような良くない決定をしてしまうかもしれません。それはサタンが願っていることです。サタンは恐れを使って，私たちにエホバの律法を破らせたり，伝道をやめさせたりしようとします。（啓 12:17）サタンは，邪悪で冷酷で強力な敵です。それでも，サタンから身を守ることは可能です。どのようにでしょうか。

 3. 恐れを乗り越える上で，どんなことが助けになりますか。

3 エホバが愛してくださっていることや，私たちの側にいてくださることを確信しているなら，サタンのたくらみに負けてしまうことはありません。（詩 118:6）例えば，詩編 118編の作者のことを考えてみましょう。その人は，非常に難しい状況をいろいろと経験しました。多くの敵がいて，その中には権力者もいました。（9，10節）大きなプレッシャーを感じることもありました。（13節）そして，エホバから厳しく正されることもありました。（18節）それでも，この詩編作者は，「私は恐れない」と歌いました。それほど安心できたのはなぜでしょうか。それは，天のお父さんエホバから正されたとはいえ，深く愛されてもいる，ということを理解していたからです。また，どんな状況にぶつかるとしても，優しいエホバ神が必ず助けてくださる，ということを確信していたからです。（詩 118:29）

 4. エホバから愛されているという確信があるなら，どんな恐れを乗り越えることができますか。

4 私たちは，エホバから愛されていることを確信している必要があります。その確信があるなら，多くの人が感じる次のような恐れを乗り越えることができます。（1）家族を養えないのではないかという恐れ，（2）人への恐れ，（3）死に対する恐れです。この記事の1節に出てきた兄弟姉妹は，神の愛を確信していたので，こうした恐れを乗り越えることができました。






家族を養えないのではないかという恐れ




[image: 1人の兄弟が，桟橋から網を投げて魚を捕っている。そばには息子がいる。]

1人の兄弟が，家族を養うために漁をしている。そばには息子がいる。（5節を参照。）





 5. 家族の頭はどんなことに大きな恐れを感じるかもしれませんか。（表紙の写真を参照。）

5 クリスチャンである家族の頭は，家族を養う責任を真剣に受け止めています。（テモ一 5:8）あなたが家族の頭であるなら，最近のパンデミックの間，仕事を失うのではないかという恐れを感じたかもしれません。「家族のために食べ物を買ったり，家賃や家のローンを払ったりできるだろうか。今の仕事を失ったら，次の仕事は見つかるだろうか」と心配になったかもしれません。また，先ほどのネストル兄弟やマリア姉妹のように，これまでのような生活ができなくなるのではないかと考えて，仕事を調整することをためらうかもしれません。サタンはこうした恐れに付け込んで，かなりの成功を収めてきました。

 6. サタンは私たちにどんなことを信じ込ませようとしていますか。

6 サタンは私たちに，「エホバは私のことを気に掛けてはいない。家族を養うことについては，自分の力で何とかしなければいけない」と信じ込ませようとしています。それで私たちは，「聖書の教えを無視することになるとしても，今の仕事を続けるためにできることは何でもしなければいけない」と考えるかもしれません。

 7. イエスはエホバについてどんなことを教えましたか。

7 イエスは，お父さんエホバのことを誰よりもよく知っています。それで，「天の父は，[私たち]が求める前から，必要とするものを知っている」と言いました。（マタ 6:8）それだけでなく，エホバが必要な物を私たちに喜んで与えてくださる，ということも分かっていました。クリスチャンである私たちは神の家族の一員なので，エホバが家族の頭として，テモテ第一 5章8節の教えの通りに行動してくださる，と確信することができます。



[image: 1人の姉妹が幼い娘と一緒に服を手洗いしている。そこへ1組の夫婦が食事を届けに来ている。]

エホバは，私たちが必要な物を必ず得られるようにしてくださる。そのために仲間の兄弟姉妹を用いるかもしれない。（8節を参照。）*





 8. （ア）家族を養えないのではないかという恐れを乗り越える上で，どんなことが助けになりますか。（マタイ 6:31-33）（イ）姉妹に食事を届けている夫婦に，どのように倣うことができますか。（写真を参照。）

8 私たちは，自分や自分の家族がエホバから愛されているということを確信しているなら，必要な物は必ず得られると信じることができます。（マタイ 6:31-33を読む。）エホバは，私たちに必要な物を与えたいと願っているだけでなく，愛の気持ちから惜しみなく与えてくださる方です。エホバは地球を創造した時，私たちが何とか生きていける程度の物ではなく，はるかに多くの物を造って，私たちが生活を楽しめるようにしてくださいました。（創 2:9）時には，最低限の物しか手に入らないこともあるかもしれませんが，最低限のものがあるということに思いを向けるのは良いことです。エホバは，私たちに必要な物を必ず与えてくださいます。（マタ 6:11）そして，私たちが今どんな物を犠牲にするとしても，エホバが今また将来に与えてくださるものの方がはるかに多い，ということをぜひ覚えておきましょう。ネストル兄弟とマリア姉妹は，このことを実感しました。（イザ 65:21，22）

 9. ネストル兄弟とマリア姉妹の例からどんなことを学べますか。

9 ネストル兄弟とマリア姉妹は，コロンビアで快適な生活を送っていました。2人はこう言います。「私たちは，生活をシンプルにして，宣教でもっと多くのことを行いたいと思っていましたが，収入が少なくなっても幸せに暮らしていけるんだろうか，と不安を感じていました」。こうした気持ちを乗り越える上で，どんなことが助けになったでしょうか。2人は，さまざまな機会にエホバからの愛を感じたことについて，じっくり考えました。そして，エホバが自分たちを絶対に世話してくださるということを確信した2人は，給料の良い仕事を辞め，家を売り，伝道者の必要の大きな地域に移動しました。2人は今どう感じているでしょうか。ネストル兄弟はこう言います。「まさに，マタイ 6章33節の言葉の通りになりました。必要な物がなかったことは一度もありません。前よりもずっと幸せです」。






人への恐れ


10. 人への恐れを感じるのが無理もないことであるのはどうしてですか。

10 昔から，人は人に害を及ぼしてきました。（伝 8:9）例えば，権力の乱用，暴力事件，学校でのいじめ，家庭内暴力などです。それで，人への恐れを感じるのは無理もないことです。では，サタンはこうした恐れをどのように利用しているでしょうか。

11-12. サタンは人への恐れにどのように付け込みますか。

11 サタンは，人への恐れを使って，妥協させたり伝道をやめさせたりしようとしています。例えば，サタンの影響を受けた政府が私たちを迫害したり，私たちの活動を禁じたりしてきました。（ルカ 21:12。啓 2:10）また，サタンの世界では，人々がエホバの証人に対する間違った情報や悪意のあるうそを広めたりします。私たちは，こうしたうそを信じた人たちからあざけられるかもしれません。暴力を振るわれることさえあるかもしれません。（マタ 10:36）では，私たちはサタンからのこうした攻撃に驚くべきでしょうか。そのようなことはありません。サタンは1世紀にも同じ手を使っていました。（使徒 5:27，28，40）



[image: 身支度を整えて集会に出掛けている1人の若い兄弟に向かって，両親が玄関先から怒鳴っている。しかし，兄弟は穏やかな表情をしている。]

家族から反対されるとしても，エホバが愛してくださっていることを確信できる。（12-14節を参照。）*





12 サタンが使うのは，政府からの迫害に対する恐れだけではありません。兄弟姉妹の中には，暴力的な迫害よりも家族が真理に対してどんな反応をするかを恐れる人もいます。そうした兄弟姉妹は，親族を深く愛しているので，エホバのことを知って愛するようになってほしいと願っています。それで，親族がエホバやエホバに仕える人たちのことを悪く言うのを聞くと，つらく感じます。もちろん，初めは反対していた親族が後にエホバに仕えるようになることもあります。では，真理ゆえに家族から縁を切られるとしたら，私たちはどう感じるでしょうか。

13. 家族から縁を切られた場合，エホバの愛を確信していることはどのように助けとなりますか。（詩編 27:10）

13 詩編 27編10節には，慰めとなる本当に素晴らしい言葉が収められています。（読む。）エホバが私たちをどれほど愛してくださっているかを忘れないなら，家族から反対されるとしても安心感を抱くことができます。エホバは私たちの忍耐に必ず報いを与えてくださいます。そして，私たちが生きていくのに必要な物を与え，穏やかで幸福な生活ができるようにし，ご自分との絆を保てるよう助けてくださいます。エホバのように助けてくれる人はいません。ビニアム兄弟は，まさにこのことを経験しました。

14. ビニアム兄弟の例からどんなことを学べますか。

14 ビニアム兄弟は，ひどい迫害を受けることになると分かっていましたが，エホバの証人になりました。兄弟が人への恐れを乗り越える上で，エホバから愛されているという自覚はどのように助けとなったでしょうか。兄弟はこう言います。「迫害は，想像していたよりも厳しいものでした。でも，私が政府からの迫害以上に恐れたのは，家族からの反対でした。エホバの証人になったら，エホバの証人ではない父親をがっかりさせるのではないか，家族からだめな人間と思われるのではないか，と思いました」。でも兄弟は，エホバが愛する者を必ず世話するということを確信していました。さらにこう言います。「経済的に苦しい状況にあったり，偏見の目で見られたり，暴徒に襲われたりした人たちをエホバがどのように助けてきたかをじっくり考えました。エホバにしっかり付くなら，祝福していただけます。私は何度も逮捕され，ひどい暴行を受けたこともありましたが，エホバが忠実を保つ人たちを必ず助けるということを，身をもって経験しました」。ビニアム兄弟にとって，エホバがお父さんとなり，エホバに仕える人たちが家族となったのです。






死に対する恐れ


15. 死に対する恐れを感じても不思議でないのはなぜですか。

15 聖書は死を敵と呼んでいます。（コリ一 15:25，26）私たちは死について考えると恐ろしい気持ちになります。自分や愛する人が重い病気になった時には，特にそうです。私たちが死を恐れるのはどうしてでしょうか。それは，エホバが人間を，永遠に生きたいという願いを持つものとして創造したからです。（伝 3:11）とはいえ，死に対する恐れは身の守りともなります。そうした恐れがあるなら，食生活や運動に気を配り，必要な時には病院に行ったり薬を飲んだりし，命を危険にさらすようなことを避けるからです。

16. サタンは死に対する恐れを使ってどんなことをしますか。

16 サタンは，私たちが命を大切にしていることを知っています。それで，私たちについて，命を守るためならエホバとの絆さえ犠牲にする，と主張しています。（ヨブ 2:4，5）しかし，それは間違っています。それでも，「死をもたらす者」であるサタンは，死に対する恐れを使って，私たちにエホバを捨てさせようとします。（ヘブ 2:14，15）ある場合には，サタンの影響を受けた人たちが，エホバへの信仰を捨てないなら殺す，と脅してくるかもしれません。また，サタンが医療上の緊急事態に付け込んで，私たちを妥協させようとすることもあります。医師やエホバの証人ではない家族が，輸血を受け入れるよう圧力をかけてくるかもしれません。でも，輸血をするなら，神のおきてを破ることになってしまいます。あるいは，聖書の教えに反するような治療法を受け入れるよう勧められる場合もあるでしょう。

17. ローマ 8章37-39節によると，死を恐れる必要がないのはなぜですか。

17 もちろん，私たちは死にたいと思っているわけではありませんが，仮に死ぬとしても，それでエホバからの愛が終わってしまうわけではない，ということを理解しています。（ローマ 8:37-39を読む。）エホバは，ご自分の友が死ぬとしても，その人たちを生きているかのように記憶にとどめています。（ルカ 20:37，38）そして，彼らを生き返らせたいと心から願っています。（ヨブ 14:15）エホバは大きな犠牲を払って，私たちが「永遠の命を受けられるようにしました」。（ヨハ 3:16）私たちは，エホバが深く愛し，気遣ってくれている，ということをよく知っています。それで，病気になったり死ぬ恐れがあったりする時にも，エホバを捨てるのではなく，慰めや知恵や力を求めてエホバに頼ります。バレリー姉妹と夫は，まさにその通りにしました。（詩 41:3）

18. バレリー姉妹の例からどんなことを学べますか。

18 バレリー姉妹は35歳の時に，珍しい進行性のがんであると診断されました。姉妹が死に対する恐れを乗り越える上で，愛はどのように助けとなったでしょうか。姉妹はこう言います。「がんと診断されて，私たち夫婦の生活は一変しました。生きるためには，大きな手術を受ける必要がありました。何人もの外科医に相談しましたが，輸血なしで手術を行ってくれる先生はいませんでした。私は恐れを感じました。でも，エホバからの命令なので，輸血を受け入れるわけにはいきません。エホバは，これまでずっと私にたくさんの愛を示してきてくれました。ですから，今度は私がエホバに愛を示す番です。先生から良くない返事があるたびに，『エホバに喜んでいただきたい。サタンには負けたくない』という気持ちが強くなりました。やがて，無輸血での手術を受けることができました。問題がなくなったわけではありませんが，エホバは私たちに必要なものをいつも与えてくださっています。例えば，がんと診断される前の週末の集会で，『今日，勇気をもって逆境に立ち向かう』という記事を学びました。* 私たちにとって本当に助けになりました。この記事を何度も何度も読みました。こうした記事を学ぶことや，エホバとの絆を保つためのさまざまな活動をいつも行うことが助けになってきました。そのおかげで，主人も私も穏やかな心やバランスの取れた見方を保ち，良い決定をすることができています」。






恐れを乗り越える


19. 間もなくどんなことが起きますか。

19 世界中のクリスチャンが，エホバからの助けを得て，さまざまな難しい問題を乗り越え，悪魔に立ち向かってきました。（ペテ一 5:8，9）あなたも同じようにすることができます。間もなくイエスと共同統治者たちは，エホバからの指示を受けて「悪魔の行いを終わらせ」ます。（ヨハ一 3:8）その結果，地上に住むエホバに仕える人たちは，「何も恐れず，おびえることもな」くなります。（イザ 54:14。ミカ 4:4）とはいえ，その時まで，私たちは恐れを乗り越えるために努力する必要があります。

20. 恐れを乗り越える上で，どんなことが助けとなりますか。

20 私たちは，エホバがご自分に仕える人たちを愛し，守ってくださる，という確信を強めていく必要があります。そうする上で，どんなことが助けになるでしょうか。エホバがご自分に仕える人たちを守った過去の例について，じっくり考えたり話題にしたりすることができます。そして，エホバが難しい状況を乗り越えられるよう自分をどのように助けてくださったかを忘れないようにしましょう。エホバからの助けがあるなら，私たちは恐れを乗り越えることができるのです。（詩 34:4）







愛は，以下の恐れを乗り越える上でどのように助けとなりますか


	  家族を養えないのではないかという恐れ



	  人への恐れ



	  死に対する恐れ









129番の歌 決して負けない 最後まで

^  恐れの気持ちは，必ずしも悪いものではありません。危険から身を守る助けとなるからです。とはいえ，ふさわしくない恐れに負けるなら，良くない結果を招いてしまいます。サタンがそうした恐れを使って，私たちに間違った決定をさせようとするからです。それで，私たちはできる限りのことを行って，こうした恐れに立ち向かう必要があります。では，どんなことが助けになるでしょうか。この記事で考える通り，エホバが私たちの側にいてくださり，私たちを愛してくださっている，ということを確信しているなら，どんな恐れも乗り越えることができます。


^  一部の名前は変えてあります。


^  「ものみの塔」2012年10月15日号7-11ページを参照。




^  写真や挿絵: 一生懸命働いている姉妹と家族の所へ，会衆の夫婦が食事を届けている。


^  写真や挿絵: 1人の若い兄弟は，エホバに仕えることを親から反対されているが，エホバが支えてくださることを確信している。






^ （詩 118:6） エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。



^  （啓 12:17） それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

直訳，「種」。


^  （詩 118:6） エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。



^  （詩 118:1-29） エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。  2 イスラエルは言え。 「神の揺るぎない愛は永遠に続く」。  3 アロンの子孫は言え。 「神の揺るぎない愛は永遠に続く」。  4 エホバを畏れる人は言え。 「神の揺るぎない愛は永遠に続く」。  5 苦難の時に私はヤハ*に呼び掛けた。 ヤハは答え，私を安全な*場所に連れていってくださった。  6 エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。  7 エホバは私の側にいて助けて*くださる。 私は，私を憎む人たちの敗北を見る。  8 人間に頼るより，エホバのもとに避難する方がよい。  9 権力者に頼るより，エホバのもとに避難する方がよい。 10 全ての国が私を取り囲んだ。 しかし，私はエホバの名によって彼らを追い払った。 11 彼らは私を取り囲んだ。完全に取り囲んだ。 しかし，私はエホバの名によって彼らを追い払った。 12 彼らは蜜蜂のように私を取り囲んだ。 しかし，いばらに付いた火のようにすぐに消え去った。 私はエホバの名によって彼らを追い払った。 13 私は押し倒された。 しかし，エホバが助けてくださった。 14 ヤハは私の避難所，私の力。 私を救ってくださった。 15 救い*を喜ぶ声が上がる。 正しい人たちの天幕から。 エホバの右手は力を発揮する。 16 エホバの右手は高く上げられる。 エホバの右手は力を発揮する。 17 私は死なない。 生きて，ヤハが行ったことを知らせる。 18 ヤハは私を厳しく正した。 しかし，私を死に至らせなかった。 19 私のために正しさの門を開け。 私は中に入り，ヤハを賛美する。 20 これがエホバの門。 正しい人が通って中に入る。 21 私はあなたを賛美する。あなたは答えてくださった。 私を救ってくださった。 22 建築者たちの退けた石が主要な隅石*となった。 23 これはエホバによって生じた。 それは私たちにとって素晴らしい。 24 これはエホバが定めた日。 私たちはこの日に喜び，歓喜する。 25 エホバ，救ってください。お願いです！ エホバ，どうか勝利させてください！ 26 エホバの名によって来る方が祝福されますように。 私たちはエホバの家であなたたちのために祝福を願う。 27 エホバは神。 私たちを照らしてくださる。 枝を手にして祭りの行列に加われ。 祭壇の角の所へと。 28 あなたは私の神，あなたを賛美する。 私の神，あなたをたたえる。 29 エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。

エホバの短縮形。
または，「広い」。
もしかすると，「私を助ける人たちと共にいて」。
または，「勝利」。
直訳，「隅の頭」。用語集参照。


^  （詩 118:9， 10） 権力者に頼るより，エホバのもとに避難する方がよい。 10 全ての国が私を取り囲んだ。 しかし，私はエホバの名によって彼らを追い払った。



^  （詩 118:13） 私は押し倒された。 しかし，エホバが助けてくださった。



^  （詩 118:18） ヤハは私を厳しく正した。 しかし，私を死に至らせなかった。



^  （詩 118:29） エホバに感謝せよ。神は善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。



^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^  （マタ 6:8） 異国の人々のようであってはなりません。天の父は，あなたたちが求める前から，必要とするものを知っているのです。



^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^ （マタ 6:31-33） それで，心配して，『何を食べるのか』，『何を飲むのか』，『何を着るのか』などと言ってはなりません。 32 これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。 33 ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （マタ 6:31-33） それで，心配して，『何を食べるのか』，『何を飲むのか』，『何を着るのか』などと言ってはなりません。 32 これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。 33 ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （創 2:9） エホバ神は，食べられる実を付けるさまざまな美しい木が地面から生えるようにし，庭園の真ん中に命の木を生えさせた。また，善悪の知識の木を生えさせた。



^  （マタ 6:11） 今日，この日のためのパンを私たちにお与えください。



^  （イザ 65:21， 22） 人々は家を建てて住み， ブドウ園を造って実を食べる。 22 建てた家に他人が住むことはなく， 植えた物を他人が食べることもない。 私の民の寿命は木の寿命のようになり， 私が選んだ者たちは働く喜びを存分に味わう。



^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （伝 8:9） 私はこの全てを見た。地上で行われた全てについて真剣に考えた。これまでずっと，人は人を支配し，人に害を及ぼして*きた。

または，「人を傷つけて」，「人の損失となって」。


^  （ルカ 21:12） しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。



^  （啓 2:10） 受けようとしている苦しみを恐れてはなりません。悪魔は，あなたたちのうち幾人かを牢屋に投げ込んでいきます。そのようにして，あなたたちは十分に試され，10日の間苦難に遭います。たとえ死ぬことになっても，忠実であり続けなさい。そうすれば，あなたに命の冠を与えます。



^  （マタ 10:36） 自分の家の人たちが敵になるのです。



^  （使徒 5:27， 28） こうして使徒たちは連れてこられ，サンヘドリンの前に立たされた。大祭司が質問して， 28 言った。「もうあの名によって教えてはならないときっぱり命じたのに，あなたたちはエルサレム中で教えを広め，あの男が死んだ責任を私たちに負わせようとしている」。



^  （使徒 5:40） 皆はガマリエルの意見を受け入れ，使徒たちを呼び出して打ちたたき，イエスの名によって語るのをやめるようにと命じてから去らせた。



^ （詩 27:10） たとえ父と母に捨てられても， エホバが迎えてくださる。



^  （詩 27:10） たとえ父と母に捨てられても， エホバが迎えてくださる。



^  （コリ一 15:25， 26） 神がキリストに全ての敵を踏みつけさせるまで，キリストは王として治めるのです。 26 そして最後の敵である死が除き去られます。



^  （伝 3:11） 神は全てを適切な時に美しくした*。神は人に，永遠を思う心さえ与えた。それでも人は，真の神の行いを決して知り尽くす*ことがない。

または，「に組織した」，「に整えた」，「に配置した」。
または，「を始まりから終わりまで決して知る」。


^  （ヨブ 2:4， 5） サタンはエホバに答えた。「誰でも自分の身が一番*です。人は自分の命を守るために，自分が持つもの全てを差し出します。 5 試しに，あなたの手を出して，彼の体に傷を負わせて*ください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。

直訳，「皮膚のためには皮膚」。
直訳，「骨と肉にまで触れて」。


^  （ヘブ 2:14， 15） それで，「子供たち」が人間*なので，イエスも人間*になりました。それは，自分の死により，死をもたらす者である悪魔を除き去るため， 15 また，死への恐れゆえに生涯ずっと奴隷の状態だった人全てを自由にするためでした。

または，「肉体を持つ者」。
または，「肉体を持つ者」。


^ （ロマ 8:37-39） しかし，私たちは，愛してくださった方により，これらのことがある中で完全な勝利を収めています。 38 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。



^  （ロマ 8:37-39） しかし，私たちは，愛してくださった方により，これらのことがある中で完全な勝利を収めています。 38 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。



^  （ルカ 20:37， 38） 死者が生き返ることに関しては，モーセも，いばらの木に関する記述の中で明らかにしました。その際エホバを『アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神』と呼んでいます。 38 この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。彼らは皆，神にとっては生きているのです」。



^  （ヨブ 14:15） あなたは呼んでくださり，私はあなたに答えます。 あなたはご自分の手で造った人に再び会いたいと願い*ます。

または，「人のことを慕い」。


^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （詩 41:3） エホバは病に伏せる彼を支える。 病気の間，あなたは彼の世話をする*。

直訳，「彼の寝床を替える」。


^  （ペテ一 5:8， 9） 頭がさえた状態*を保ち，油断なく見張ってください。敵である悪魔が，ほえるライオンのように歩き回って，誰かをむさぼり食おうとして*います。 9 揺るぎない信仰を持ち，悪魔に立ち向かってください。ご存じの通り，世界中にいる，信仰で結ばれた兄弟たちが，同じような苦しみを経験しています。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「むさぼり食おうと探して」。


^  （ヨハ一 3:8） 罪を犯し続ける人は悪魔から出ています。悪魔は初めから罪を犯してきたからです。神の子が現れたのは，悪魔の行いを終わらせる*ためです。

または，「滅ぼす」。


^  （イザ 54:14） あなたは正しさによってしっかりと据えられる。 圧迫から遠く離れ， 何も恐れず，おびえることもない。 恐怖を抱かせるものがあなたに近づくことはない。



^  （ミカ 4:4） 彼らはそれぞれ自分のブドウの木やイチジクの木の下に座り*， 誰にも脅かされない。 大軍を率いるエホバの口が語ったのである。

または，「住み」。


^  （詩 34:4） 私が尋ねると，エホバは答えてくださった。 全ての恐れから助け出してくださった。








研究記事27

「希望を抱いてエホバを待て」


「希望を抱いてエホバを待て。勇気を出し，心を強くせよ」。詩編 27:14

128番の歌 終わりまで耐え忍ぶ

何を学ぶか*




 1. （ア）エホバは私たちにどんな希望を与えてくださっていますか。（イ）「希望を抱いてエホバを待[つ]」とはどういうことですか。（「語句の説明」を参照。）

エホバは，ご自分を愛する全ての人に素晴らしい希望を与えてくださっています。間もなくエホバは，病気や悲しみや死をなくします。（啓 21:3，4）希望を抱いてご自分を待つ「温厚な人」を用いて，地球をパラダイスに変えていきます。（詩 37:9-11）そして，私たち一人一人がご自分と温かい絆を持てるようにします。この絆は，私たちが今得ているものよりはるかに素晴らしいものです。何と貴重な希望なのでしょう。とはいえ，こうしたエホバの約束が実現すると信じられるのはどうしてでしょうか。エホバがこれまで約束を果たさなかったことは一度もありません。それで，私たちは「希望を抱いてエホバを待」つことができます。* （詩 27:14）エホバの目的が実現するのを，喜びを保ちながら辛抱強く待つことができるのです。（イザ 55:10，11）

 2. エホバはどんな約束を守ってきましたか。

2 エホバはこれまでずっと約束を守ってきました。際立った例を1つ考えてみましょう。「啓示」の書には，エホバがこの時代にあらゆる国や民族や言語の人を清い崇拝のうちに結び合わせるという約束が書かれています。今，このグループは「大群衆」と呼ばれています。（啓 7:9，10）大群衆は，人種や言語や生い立ちなどが異なる世界中の男性，女性，子供から成っているとはいえ，一致と平和を楽しんでいます。（詩 133:1。ヨハ 10:16）そして，伝道も熱心に行っています。関心を示す人がいるなら，いつでも，より良い世界の希望について喜んで語ります。（マタ 28:19，20。啓 14:6，7; 22:17）もし，あなたが大群衆の1人であるなら，この素晴らしい希望を大切にしていることでしょう。

 3. サタンの狙いは何ですか。

3 悪魔サタンは私たちから希望を奪おうとしています。サタンの狙いは，私たちに「エホバは自分のことを気に掛けてくれていない。約束も守らない」と信じ込ませることです。もし，サタンに希望を奪われてしまうなら，私たちは勇気を失い，エホバに仕えることもやめてしまうかもしれません。これから考える通り，サタンはまさにこの手を使ってヨブを攻撃しました。

 4. この記事ではどんなことを考えますか。（ヨブ 1:9-12）

4 この記事では次の点を考えます。サタンは，ヨブに忠誠心を捨てさせるためにどんなことを行いましたか。（ヨブ 1:9-12を読む。）ヨブの手本からどんなことを学べますか。エホバが私たちを愛し，約束を必ず守る方である，ということを忘れてはいけないのはなぜでしょうか。






サタンはヨブの希望を奪おうとした


5-6. 短期間に，ヨブにどんなことが起きましたか。

5 ヨブは，とても順調な人生を送っていました。エホバとの良い関係を持っていました。たくさんの家族と仲良く暮らしていました。そして，とても裕福でした。（ヨブ 1:1-5）でもヨブは，たった1日のうちに，ほとんど全てを失いました。まず，財産を失いました。（ヨブ 1:13-17）そして，愛する子供たち全員が死んでしまいました。これがどれほどつらい出来事だったか，考えてみてください。親は子供を1人亡くしただけでも，本当に深い悲しみを味わいます。ですから，ヨブと妻は，10人の子供全員が死んでしまったと聞いた時，本当に大きな衝撃を受けたに違いありません。ヨブが衣服を引き裂き，地面に崩れ落ちたのも，無理もないことでした。（ヨブ 1:18-20）

6 サタンは次に，ヨブの健康を損ない，尊厳を奪いました。（ヨブ 2:6-8; 7:5）以前のヨブは，人々から大いに敬われ，助言を求められることもありました。（ヨブ 31:18）でも，今では誰もヨブを相手にしません。兄弟や友人たちからも避けられ，召し使いさえ言うことを聞こうとしません。（ヨブ 19:13，14，16）



[image: ヨブの子供たちは，強い風によって倒れた家の下敷きになって死んでしまった。ヨブと妻が壊れた家を見て，信じられないといった表情をしている。]

現代の多くのエホバの証人も，ヨブと同じようなつらい状況を経験してきた。（7節を参照。）*





 7. （ア）ヨブは自分が苦しんでいる理由についてどう考えましたか。でも，どんなことはしませんでしたか。（イ）クリスチャンは，挿絵の状況に似たどんな試練を経験するかもしれませんか。

7 サタンはヨブに，「自分が苦しんでいるのはエホバの恵みを失ったからだ」と信じ込ませようとしていました。例えば，強い風を送り込んで，ヨブの10人の子供たちが食事を楽しんでいた家を倒しました。（ヨブ 1:18，19）また，天から火を降らせて，羊や羊の世話をしていた召し使いたちを焼き尽くしました。（ヨブ 1:16）風や火が天から下ってきたので，ヨブは，「これはエホバからのものに違いない。自分はエホバを怒らせてしまった」と考えました。それでも，エホバを侮辱することはしませんでした。ヨブは，長年にわたって自分がエホバから良いものをたくさん受けてきたことを理解していました。それで，エホバから良いものを受けたのであれば，悪いことも喜んで受けるべきだと考え，「エホバの名が引き続き賛美されますように」と言いました。（ヨブ 1:20，21; 2:10）ヨブは，経済的にも精神的にも身体的にも大きなダメージを受けていましたが，エホバへの忠実を保ちました。それでもサタンは，ヨブに対する攻撃をやめませんでした。

 8. サタンは次にどんなことを行いましたか。

8 サタンは別の方法でヨブを攻撃しました。3人の偽の友を使って，ヨブの自尊心を奪おうとしました。3人は，ヨブが苦しんでいるのは何か悪いことをしたからだ，と主張しました。（ヨブ 22:5-9）そして，ヨブが悪いことを行っていないとしても，エホバに喜んでもらおうとする努力は無駄だ，と思わせようとしました。（ヨブ 4:18; 22:2，3; 25:4）「エホバは自分のことを愛してくれていないし，気に掛けてもくれていない。エホバに仕えても無駄だ」と思わせようとしていたのです。3人のこうした言葉を聞いたヨブは，自分には希望はない，と考えたかもしれません。

 9. ヨブが勇気や強さを示せたのはなぜですか。

9 この時の情景を想像してみましょう。ヨブは灰の中に座り，絶え間ない痛みに耐えています。（ヨブ 2:8）3人の偽の友は，ヨブの人格を容赦なく攻撃し，自尊心を奪おうとしています。子供たちを亡くして心が引き裂かれそうになっていたヨブに，こうしたつらい経験が岩のようにのしかかってきたのです。初め，ヨブは黙っていました。（ヨブ 2:13–3:1）3人の友はそれを見て，ヨブがエホバを退けようとしている，と考えたかもしれません。でも，それは全く間違っていました。やがてヨブは，おそらく頭を上げ，3人の友を真っすぐに見てこう言いました。「私は死ぬまで忠誠を貫く！」（ヨブ 27:5）ヨブがさまざまな苦しみを経験しながらも，これほどの勇気や強さを示せたのは，どうしてでしょうか。ヨブは，人生で最悪の時にも，エホバがやがてこの苦しみを終わらせてくださる，という希望を捨てませんでした。そして，たとえ死ぬことになったとしても，エホバが生き返らせてくださる，ということを理解していました。（ヨブ 14:13-15）






ヨブの手本に倣うには


10. ヨブの記述からどんなことを学べますか。

10 ヨブの記述からどんなことを学べるでしょうか。サタンが私たちに無理やりエホバを捨てさせることはできないということや，エホバが私たちの状況を全て理解してくださっているということです。また，関係する問題について理解を深めることもできます。では，ヨブの手本から学べる点を幾つか考えていきましょう。

11. エホバへの信頼を保つなら，どんな良い結果になりますか。（ヤコブ 4:7）

11 ヨブの例から分かる通り，エホバへの信頼を保つなら，どんな試練も忍耐でき，サタンに立ち向かうことができます。そして，どんな結果になるでしょうか。聖書によると，サタンは私たちから逃げ去ります。（ヤコブ 4:7を読む。）

12. ヨブは復活の希望からどのように力を得ましたか。

12 私たちは，復活の希望に強い信仰を持つ必要があります。前の記事で考えた通り，サタンはしばしば死に対する恐れを使って，私たちに忠誠心を捨てさせようとします。サタンはヨブに関して，命を守るためならエホバに仕えることさえやめる，と言いました。でも，それは間違っていました。ヨブは，死を避けられないような非常に難しい状況に直面していましたが，妥協することはありませんでした。エホバが善い方であることを確信し，エホバがいずれ物事を正してくださるという強い希望を持っていたので，頑張ることができました。また，自分が生きている間に物事が正されないとしても，エホバが将来自分を復活させてくださる，ということに信仰を持っていました。ヨブは，復活の希望が実現することを固く信じていました。私たちも復活を固く信じているなら，死に直面してもエホバへの忠誠を保つことができます。

13. サタンがどんな手を使ってヨブを攻撃したかに注目する必要があるのはなぜですか。

13 私たちは，サタンがどんな手を使ってヨブを攻撃したかに注目する必要があります。なぜなら，サタンは現代の私たちに対しても似たような方法を使ってくるからです。サタンは，「人は自分の命を守るために，自分が持つもの全てを差し出します」と主張しました。ここで「人」という言葉が使われていることから，サタンがヨブだけでなく，全ての人のことを言っていたことが分かります。（ヨブ 2:4，5）サタンはいわばこう言っていました。「エホバを本当に愛している人などいない。誰でも自分の命を守るためならエホバを捨てる。エホバは人間のことを愛してなどいない。人間がエホバに喜んでもらおうとしても，エホバはそんなことを気に留めていない」。でも，私たちは前もって教えられており，希望を抱いてエホバを待っているので，サタンにだまされることはありません。

14. 試練によって，どんなことが明らかになりますか。どんな例がありますか。

14 私たちは試練を，自分をもっとよく知る機会と見る必要があります。ヨブの場合，試練は，自分の弱さに気付き，それを直す助けとなりました。例えば，ヨブはいっそう謙遜になる必要があるということに気付きました。（ヨブ 42:3）私たちも，試練に遭う時，自分のことをもっとよく知ることができます。ニコライ兄弟は，健康状態が非常に悪かったにもかかわらず，留置施設に入れられました。* こう言っています。「勾留中の生活はレントゲン検査のようで，その人がクリスチャンとしての良い性質を持っているかどうかを明らかにします」。ですから，自分の弱いところに気付いたなら，それを直すために努力することができます。

15. 私たちは誰の声に耳を傾ける必要がありますか。なぜですか。

15 私たちは，敵の声ではなくエホバの声に耳を傾ける必要があります。ヨブは，エホバから語り掛けられた時，注意を払ってよく聞きました。エホバはヨブに対していわばこう言っていました。「あなたは，私の創造する力を理解しているか。私は，あなたにどんなことが起きているかを全て知っている。あなたは，私があなたを気遣っていないとでも思っているのか」。それに対してヨブは，エホバが善い方であることを認めて，謙遜にこう言いました。「あなたのことを耳で聞いてはいましたが，今ではあなたをこの目で見ております」。（ヨブ 42:5）この時ヨブは，恐らく灰の中に座ったままで，体は腫れ物で覆われており，子供たちの死を悲しんでいました。それでもエホバは，ご自分がヨブを愛し，良いと認めていることをはっきりと示しました。（ヨブ 42:7，8）

16. イザヤ 49章15，16節によると，試練に遭う時，どんなことを覚えておく必要がありますか。

16 現代の私たちも，侮辱されたり，だめな人間だと見られたりすることがあります。私たち個人や組織の評判を傷つけようとする人から，「悪意のあるうそをいろいろ言われる」かもしれません。（マタ 5:11）でも，ヨブの記述から分かる通り，エホバは，私たちが試練にぶつかるとしてもご自分への忠実を保つことができる，と確信しています。エホバは，希望を抱いてご自分を待つ人たちを愛していて，見捨てることは決してありません。（イザヤ 49:15，16を読む。）ですから，神の敵の中傷に耳を傾けてはいけません。トルコに住むジェームズ兄弟の家族は，厳しい試練を経験してきました。兄弟はこう述べています。「私たちは，エホバの証人についてのうそに耳を傾けるなら，ひどくがっかりする，ということに気付きました。それで，王国の希望に思いを向け，エホバへの奉仕を熱心に行い続けました。そうすると，喜びを保つことができました」。ヨブのように，私たちもエホバの声に耳を傾けましょう。そうするなら，敵のうそによって希望を奪われてしまうことはありません。






希望は私たちの支えとなる




[image: ヨブと妻が丘の上から家畜の群れと家を見ている。]

ヨブの忠誠は報われた。ヨブと妻はエホバに祝福され，長い人生を楽しんだ。（17節を参照。）*





17. ヘブライ 11章に出てくる忠実な人たちの手本から，どんなことを学べますか。

17 厳しい試練に遭っても勇気と強さを保ってエホバに仕えた人は，ヨブのほかにもたくさんいます。パウロはヘブライ人のクリスチャンへの手紙の中で，そうした人たちについて，「大勢の証人たち」と書きました。（ヘブ 12:1）それらの人たちは皆，厳しい試練を経験しましたが，死に至るまでエホバへの忠実を保ちました。（ヘブ 11:36-40）彼らの努力や忍耐は無駄だったでしょうか。決してそんなことはありません。確かに，彼らは生きている間にエホバの約束全てが実現するのを見たわけではありません。それでも，希望を抱いてエホバを待ち続けました。また，彼らはエホバから良いと認められていることを確信していたので，いずれエホバの約束の実現を見ることができる，と信じていました。（ヘブ 11:4，5）こうした人たちの手本について考えると，希望を抱いてエホバを待ち続けようという気持ちが強くなります。

18. エホバのためにどんなことを行っていきたいと思いますか。（ヘブライ 11:6）

18 現代の世界はますます悪くなっています。（テモ二 3:13）また，サタンはエホバに仕える人たちに対する攻撃をやめていません。それで，将来どんな試練にぶつかるとしても，一生懸命エホバに仕えていきましょう。私たちは，「生きている神に希望を抱いている」からです。（テモ一 4:10）ヨブがエホバのおかげで迎えた結末から分かる通り，「エホバは優しい愛情にあふれ，憐れみ深い方」です。（ヤコ 5:11）私たちも，エホバへの忠実を保ちましょう。エホバは，ご自分に「熱心に仕えようと努める人たち」に必ず報いを与えてくださるのです。（ヘブライ 11:6を読む。）







どのように答えますか


	  「希望を抱いてエホバを待[つ]」とはどういうことですか。



	  サタンはどんな手を使ってヨブの希望を奪おうとしましたか。



	  どのようにヨブに倣えますか。









150番の歌 救いのために神に頼る

^  大変な試練を忍耐した人といえば，忠実な人ヨブのことを思い浮かべるかもしれません。ヨブの経験からどんなことを学べるでしょうか。サタンが私たちに無理やりエホバを捨てさせることはできないということや，エホバが私たちの状況を全て理解してくださっているということです。また，エホバがヨブの試練を終わらせたのと同じように，私たちの苦しみ全てをいずれ終わらせてくださる，ということも学べます。こうしたことに対する確信を行動によって表すなら，「希望を抱いてエホバを待」っていることになります。


^  語句の説明: 「希望する」と訳されるヘブライ語には，基本的に，大きな期待を抱いて何かを「待つ」という意味があります。誰かに頼る，もしくは誰かを信頼する，という考えも含まれています。（詩 25:2，3; 62:5）


^  一部の名前は変えてあります。




^  写真や挿絵: ヨブと妻は，子供たちを一度に亡くすという悲惨な経験をした。


^  写真や挿絵: ヨブは試練を最後まで忍耐した。ヨブと妻が，自分たちと家族にエホバが与えてくださった祝福について考えている。






^ （詩 27:14） 希望を抱いてエホバを待て。 勇気を出し，心を強くせよ。 そうだ，希望を抱いてエホバを待て。



^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （詩 37:9-11） 悪を行う人は取り除かれるが， 希望を抱いてエホバを待つ人は地上に住み続ける*。 10 ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。 11 しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられる」。
または，「地球が与えられ」。


^  （詩 27:14） 希望を抱いてエホバを待て。 勇気を出し，心を強くせよ。 そうだ，希望を抱いてエホバを待て。



^  （イザ 55:10， 11） 雨や雪は天から降り注ぎ，地を潤し，芽を出させて作物を生じさせ， 種をまく人に種を与え，食べる人にパンを与える。 それまでは天に戻らない。同じように， 11 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。


^  （啓 7:9， 10） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。 10 そして大声でこう叫び続ける。「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。



^  （詩 133:1） 兄弟たちが一致して共に住むのは， 何と素晴らしいことだろう。 何と心地よいことだろう。



^  （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^  （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^  （啓 14:6， 7） また私は，別の天使が空高く*飛んでいるのを見た。その天使は，地上に住む人々，すなわち，あらゆる国や民族や言語や種族の人々に伝える，永遠の良い知らせを携えていた。 7 天使は大声でこう言った。「神を畏れ，神をたたえなさい。神による裁きの時が来たからです。天と地と海と泉を造った方を崇拝しなさい」。

直訳，「中天を」。


^  （啓 22:17） 聖なる力*によって花嫁は，「来なさい！」と言い続ける。それを聞く人も，「来なさい！」と言いなさい。喉が渇いている人は来なさい。命の水が欲しい人は，無償で飲みなさい。

用語集参照。


^ （ヨブ 1:9-12） サタンはエホバに答えた。「ヨブは本当に純粋な気持ちで神を畏れているのでしょうか。 10 彼も家族も全ての持ち物も，あなたが柵で囲んで守ったのではありませんか。あなたの祝福によって彼の仕事はうまく運び，家畜は非常に多くなりました。 11 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。 12 エホバはサタンに言った。「いいだろう，彼の持つもの全てをあなたの手に委ねよう。ただし，彼自身に手を出してはならない！」 そこで，サタンはエホバの前から出ていった。



^  （ヨブ 1:9-12） サタンはエホバに答えた。「ヨブは本当に純粋な気持ちで神を畏れているのでしょうか。 10 彼も家族も全ての持ち物も，あなたが柵で囲んで守ったのではありませんか。あなたの祝福によって彼の仕事はうまく運び，家畜は非常に多くなりました。 11 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。 12 エホバはサタンに言った。「いいだろう，彼の持つもの全てをあなたの手に委ねよう。ただし，彼自身に手を出してはならない！」 そこで，サタンはエホバの前から出ていった。



^  （ヨブ 1:1-5） ウツの地方にヨブ*という男性がいた。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れていた。 2 ヨブには7人の息子と3人の娘がいた。 3 所有していた家畜は，羊7000匹，ラクダ3000頭，牛1000頭*，ロバ*500頭で，召し使いも非常に大勢いた。ヨブは東方で最も裕福な人だった。 4 ヨブの息子たちは，日を決めて順番に自分の家で宴会を開き，3人の姉妹も招いて一緒に食べたり飲んだりした。 5 一連の宴会が終わるたびに，ヨブは子供たちを呼び寄せ，神聖なもの*とした。朝早く起きて，一人一人のために全焼の犠牲を捧げた。「子供たちが罪を犯し，心の中で神を侮辱したかもしれない」と考えてのことだった。ヨブはいつもそのようにしていた。

意味はもしかすると，「敵意の的」。
または，「非難されるところがない」。
直訳，「500対」。
直訳，「雌ロバ」。
または，「神から見て清い者」。


^  （ヨブ 1:13-17） さて，ヨブの息子や娘が長男の家で食事をし，ぶどう酒を飲んでいた日のこと， 14 ある人がヨブの所に来て報告した。「牛が耕し，ロバが近くで草を食べていると， 15 シバ人が襲ってきました。家畜は奪われ，召し使いたちは剣で殺されました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。 16 この人が話しているうちに，別の人が来て言った。「神の火*が天から下り，羊と召し使いたちを焼き尽くしました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。 17 この人が話しているうちに，別の人が来て言った。「カルデア人の3つの集団が襲ってきて，ラクダが奪われ，召し使いたちは剣で殺されました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。

もしかすると，「稲妻」。


^  （ヨブ 1:18-20） この人が話しているうちに，さらに別の人が来て言った。「息子さんや娘さんは，ご長男の家で食事やぶどう酒を召し上がっていました。 19 すると突然，荒野の方から激しい風が家の四隅に吹き付け，家が倒れ，お子さんたちは下敷きになって亡くなりました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。 20 ヨブは立ち上がって衣服を引き裂き，髪を切り落とし，ひれ伏して，



^  （ヨブ 2:6-8） エホバはサタンに言った。「いいだろう，あなたの手に委ねよう。ただし，命を奪ってはならない！」 7 そこで，サタンはエホバの前から出ていき，ヨブの体に，頭のてっぺんから足の裏まで，痛みの伴う腫れ物*を生じさせた。 8 ヨブは土器のかけらを手に取って体をかき，灰の中に座っていた。

または，「ひどい潰瘍」。


^  （ヨブ 7:5） 私の肉体はうじと土くれに覆われた。 皮膚はかさぶたとうみだらけだ。



^  （ヨブ 31:18） （私は若い時から，父親のようにその孤児の成長を見守り， 子供の頃から，そのやもめの手を引いてきた。）



^  （ヨブ 19:13， 14） 神は私の兄弟たちを私から遠ざけた。 私を知っている人たちは私から離れ去った。 14 親しい友人*はいなくなり， 私がよく知っている人たちは私を忘れた。

または，「私の親族」。


^  （ヨブ 19:16） 私は召し使いを呼ぶが，返事がない。 私はこの口で同情を乞う。



^  （ヨブ 1:18， 19） この人が話しているうちに，さらに別の人が来て言った。「息子さんや娘さんは，ご長男の家で食事やぶどう酒を召し上がっていました。 19 すると突然，荒野の方から激しい風が家の四隅に吹き付け，家が倒れ，お子さんたちは下敷きになって亡くなりました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。



^  （ヨブ 1:16） この人が話しているうちに，別の人が来て言った。「神の火*が天から下り，羊と召し使いたちを焼き尽くしました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。

もしかすると，「稲妻」。


^  （ヨブ 1:20， 21） ヨブは立ち上がって衣服を引き裂き，髪を切り落とし，ひれ伏して， 21 言った。 「母から生まれた時は裸だった。だから裸で戻ろう。 エホバが与え，エホバが取り去った。 エホバの名が引き続き賛美されますように」。



^  （ヨブ 2:10） しかし，ヨブは妻に言った。「まるで愚かな女性が話しているみたいだ。私たちは真の神から良いことだけを受けて，悪いことは受けないのだろうか」。この一連の出来事の中で，ヨブは言葉*で罪を犯すことがなかった。

直訳，「唇」。


^  （ヨブ 22:5-9） あなたの悪があまりにひどく， あなたの過ちに際限がないからではないのか。  6 あなたは不当にも自分の兄弟たちから担保の品を取り上げる。 人の衣服を剝ぎ取って裸にする*。  7 疲れた人に水を飲ませることも， 飢えた人に食物を与えることもしない。  8 土地は有力者のもので，優遇されている人がそこに住む。  9 あなたはやもめを何も持たせずに去らせ， 父親のいない子供*を絶望させた。

直訳，「裸の人の衣服を剝ぎ取る」。
または，「孤児」。


^  （ヨブ 4:18） 何と，神はご自分に仕える人のことを信じていない。 ご自分の天使*をとがめる。

または，「使者」。


^  （ヨブ 22:2， 3） 「人は神の役に立てるだろうか。 洞察力がある人は神の力になれるだろうか。  3 全能者はあなたが正しい人であることを気に掛ける*だろうか。 あなたが忠誠を尽くしたとして，神に何の得があるだろう。

または，「喜ぶ」。


^  （ヨブ 25:4） 死にゆく人間がどうして神の前で正しいとされるだろうか。 女性から生まれた人がどうして無実*とされるだろうか。

または，「清い」。


^  （ヨブ 2:8） ヨブは土器のかけらを手に取って体をかき，灰の中に座っていた。



^  （ヨブ 2:13-3:1） 7日間ずっと*，ヨブと一緒に地面に座っていた。ヨブの痛みが大変ひどいのを見て，誰も話し掛けなかった。 
3 その後，ヨブは話し始め，自分が誕生した日*のことを悪く言った。

直訳，「7日7夜」。
直訳，「自分の日」。


^  （ヨブ 27:5） あなた方を正しいと認めるなど私には考えられない！ 私は死ぬまで忠誠を貫く*！

または，「忠誠心を捨てない」。


^  （ヨブ 14:13-15） 私を墓*に隠してください！ あなたの怒りが過ぎ去るまで私を隠し， 私のために期限を定め，時が来たら私を思い出してください。 14 人は死ぬと，もう一度生きられるでしょうか。 私は捕らわれている間*，解放の時が来るまでずっと待ちます。 15 あなたは呼んでくださり，私はあなたに答えます。 あなたはご自分の手で造った人に再び会いたいと願い*ます。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
死んでいる間のこと。
または，「人のことを慕い」。


^ （ヤコ 4:7） ですから，神に従ってください。悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります。



^  （ヤコ 4:7） ですから，神に従ってください。悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります。



^  （ヨブ 2:4， 5） サタンはエホバに答えた。「誰でも自分の身が一番*です。人は自分の命を守るために，自分が持つもの全てを差し出します。 5 試しに，あなたの手を出して，彼の体に傷を負わせて*ください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。

直訳，「皮膚のためには皮膚」。
直訳，「骨と肉にまで触れて」。


^  （ヨブ 42:3） あなたはこうおっしゃいました。 『知らないのに，私の考えを覆い隠しているのは誰か』。 私は話しましたが，分かっていませんでした。 あまりにも素晴らしい事実を理解していませんでした。



^  （ヨブ 42:5） あなたのことを耳で聞いてはいましたが， 今ではあなたをこの目で見ております。



^  （ヨブ 42:7， 8） エホバはヨブに話し終えた。エホバはテマン人エリパズにこう言った。 「私の怒りは，あなたとあなたの2人の友人に対して燃えている。あなたたちは，私に仕えるヨブとは異なり，私について真実を語らなかった。 8 さあ，雄牛7頭と雄羊7匹を連れて，私に仕えるヨブの所に行き，自分たちのために全焼の犠牲を捧げなさい。私に仕えるヨブがあなたたちのために祈る。愚かなことをしたあなたたちを処罰しないでほしいと。私はその願いを必ず聞き入れる。あなたたちは，私に仕えるヨブとは異なり，私について真実を語らなかった」。



^ （イザ 49:15， 16） 女性が自分の乳を飲ませている子を忘れたり， 自分が産んだ子を思いやらなかったりするだろうか。 たとえ女性たちが忘れたとしても，私があなたを忘れることは決してない。 16 私は手のひらにあなたを刻んだ。 あなたの城壁は常に私の前にある。



^  （マタ 5:11） 私のために非難*され，迫害され，悪意のあるうそをいろいろ言われるとき，あなたたちは幸福です。

または，「侮辱」。


^  （イザ 49:15， 16） 女性が自分の乳を飲ませている子を忘れたり， 自分が産んだ子を思いやらなかったりするだろうか。 たとえ女性たちが忘れたとしても，私があなたを忘れることは決してない。 16 私は手のひらにあなたを刻んだ。 あなたの城壁は常に私の前にある。



^ （ヘブ 11:1-40） 信仰とは，望んでいる事柄が実現するという確信*であり，目に見えないものが実在するというはっきりとした*証拠を持っていることです*。 2 この信仰によって，昔の人たち*は神に高く評価されました。 3 信仰によって私たちは，さまざまな体制*が神の言葉によって形作られ，見えるものが見えないものから存在するようになったことを悟ります。 4 信仰によってアベルは，カインの犠牲よりも価値のある犠牲を神に捧げ，その信仰のゆえに正しい人と評価されました。神はアベルの供え物を良いと認めたのです。アベルは死にましたが，今も信仰によって語っているといえます。 5 信仰によってエノクは，死を見ないように移されました。神によって移されたので，どこにも姿が見えなくなりました。移される前に，神に喜ばれて高く評価されたのです。 6 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。 7 信仰によってノアは，まだ見ていない事柄について神から警告された後，神への畏れを示し，自分の家族を救うために箱船を建造しました。そして，この信仰により世を断罪し，信仰のゆえに正しいと認められました。 8 信仰によってアブラハムは，神に招かれた時に従い，神から与えられることになる場所へ向かいました。行き先も知らないまま出掛けたのです。 9 そして信仰によって，約束の地で外国人として暮らし，自分と同じ約束を与えられたイサクやヤコブと共に天幕に住みました。 10 アブラハムは真の土台を持つ都市を待ち望んでいたのです。その都市の設計者および建設者は神です。 11 信仰によってサラも，すでに老齢になっていた*のに子孫をもうける力を得ました。約束をした方は信頼できる方である，と信じていたからです。 12 こうして，老齢の*アブラハム1人から，たくさんの子孫が生まれました。その数は天の星のように多く，海辺の砂のように数え切れません。 13 これらの人は皆，信仰を抱いて死にました。生きている間には約束されたものを受けませんでしたが，それをいわば遠くから見て喜び，自分たちがよそ者で一時的居住者であることを人々に伝えました。 14 そのように語る人は，住むことになる場所を心から求めていることをはっきり示しています。 15 もし彼らが，後にした場所をいつも思い出していたのであれば，帰る機会もあったことでしょう。 16 しかし今，彼らは，より良い場所，つまり天と関わりのある場所を切望しています。それで神は，彼らを恥じてはおらず，彼らから神として呼び掛けられることも恥じていません。彼らのために都市を用意しています。 17 信仰によってアブラハムは，試された時にイサクを捧げたも同然でした。約束を与えられて喜んだ人が，自分の独り子を捧げようとしたのです。 18 「あなたの子孫*と呼ばれる者はイサクから出る」と言われていたにもかかわらずです。 19 アブラハムは，イサクが死んでも神は生き返らせることができる，と考えました。そして，いわばイサクを死から取り戻し，それは1つの例となりました。 20 信仰によってイサクは，将来起きる事柄に関してヤコブとエサウのために祝福を願いました。 21 信仰によってヤコブは，死ぬ間際にヨセフの息子たちそれぞれのために祝福を願い，つえに寄り掛かりながら神を崇拝しました。 22 信仰によってヨセフは，死が近づいた時にイスラエルの子孫の脱出について語り，自分の骨*について指示*を与えました。 23 信仰によってモーセの両親は，モーセを生後3カ月の間隠しました。その子が美しいのを見たからであり，王の命令を恐れなかったのです。 24 信仰によってモーセは，成人した後ファラオの娘の子と呼ばれることを拒み， 25 罪のつかの間の快楽にふけるよりも神の民と共に虐待されることを選びました。 26 任命された者*として非難を受けることは，エジプトの宝より価値がある，と考えたからです。報いを一心に見つめたのです。 27 信仰によってモーセは，王の怒りを恐れることなくエジプトを去りました。目に見えない方を見ているように，しっかりと立ち続けたのです。 28 そして信仰によって，過ぎ越しと血を掛けることとを執り行い，滅ぼす者が民の初子たちに危害を加える*ことがないようにしました。 29 信仰によって民は，乾いた陸地を通るかのように紅海を渡りました。一方，同じように渡ろうとしたエジプト人は，海にのみ込まれました。 30 信仰によって民は，7日間エリコの城壁の周囲を回り，その後に城壁は崩れ落ちました。 31 信仰によって娼婦ラハブは，不従順に行動した人々と共に滅びないで済みました。偵察者たちを親切に迎え入れたからです。 32 これ以上，何を言えばいいでしょうか。さらにギデオン，バラク，サムソン，エフタ，ダビデ，またサムエルやほかの預言者について語っていくなら，時間がなくなるでしょう。 33 信仰によって彼らは，幾つもの王国を打ち破り，正しいことを推し進め，約束を与えられ，ライオンの口をふさぎ， 34 火の勢いを食い止め，剣の刃を逃れ，弱かったのに強くされ，力強く戦い，攻めてきた軍隊を敗走させました。 35 女性たちは，死んだ家族を復活させてもらいました。ほかの人たちは，さらに勝った復活を経験するために，何らかの贖いによる釈放を受け入れなかったので，拷問に掛けられました。 36 さらにほかの人たちは，あざけられたり，むち打たれたりしただけでなく，鎖につながれたり，投獄されたりすることによっても試練を受けました。 37 彼らは石打ちにされ，試され，のこぎりで切り裂かれ，剣で切り殺され，身に着ける物は羊やヤギの皮で，困窮し，苦難を味わい，虐待されました。 38 世は彼らにふさわしくなかったのです。彼らは砂漠や山々，また洞窟や地下の穴をさまよいました。 39 しかし，これらの人は皆，信仰のゆえに高く評価されながらも，約束されたものを受けませんでした。 40 神は，さらに勝ったものを私たちに与えることにしていたので，私たちなしでは彼らが完全にされることがないようにしたのです。

または，「保証」。
または，「納得のいく」。
または，「証拠です」。
または，「私たちの先祖」。
または，「時代」。用語集参照。
または，「子供を産める年齢を過ぎていた」。
直訳，「死んでいた」。子孫をもうけられなくなっていたということ。
直訳，「種」。
または，「自分を葬ってほしい場所」。
または，「命令」。
直訳，「キリスト」。
直訳，「に触れる」。


^  （ヘブ 12:1） それで，これほど大勢の*証人たちに囲まれているのですから，私たちもあらゆる重荷と，すぐに絡み付く罪を捨て，参加している競走を忍耐して走りましょう。

または，「大きな雲のような」。


^  （ヘブ 11:36-40） さらにほかの人たちは，あざけられたり，むち打たれたりしただけでなく，鎖につながれたり，投獄されたりすることによっても試練を受けました。 37 彼らは石打ちにされ，試され，のこぎりで切り裂かれ，剣で切り殺され，身に着ける物は羊やヤギの皮で，困窮し，苦難を味わい，虐待されました。 38 世は彼らにふさわしくなかったのです。彼らは砂漠や山々，また洞窟や地下の穴をさまよいました。 39 しかし，これらの人は皆，信仰のゆえに高く評価されながらも，約束されたものを受けませんでした。 40 神は，さらに勝ったものを私たちに与えることにしていたので，私たちなしでは彼らが完全にされることがないようにしたのです。



^  （ヘブ 11:4， 5） 信仰によってアベルは，カインの犠牲よりも価値のある犠牲を神に捧げ，その信仰のゆえに正しい人と評価されました。神はアベルの供え物を良いと認めたのです。アベルは死にましたが，今も信仰によって語っているといえます。 5 信仰によってエノクは，死を見ないように移されました。神によって移されたので，どこにも姿が見えなくなりました。移される前に，神に喜ばれて高く評価されたのです。



^ （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^  （テモ二 3:13） 邪悪な人々や詐欺師たちは，惑わしたり惑わされたりしながら，ますます悪くなっていきます。



^  （テモ一 4:10） だからこそ私たちは力を尽くし，努力しています。生きている神に希望を抱いているからです。神は，あらゆる人，特に忠実な人たちの救い主です。



^  （ヤコ 5:11） 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^  （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^ （詩 25:2， 3） 私の神，あなたに頼ります。 私が恥をかかないようにしてください。 敵が私を見てほくそ笑むことがないようにしてください。  3 希望を抱いてあなたを待つ人は決して恥をかきません。 しかし，あくまで不誠実な人は恥をかきます。



^ （詩 62:5） 私は黙って神を待つ。 私の希望は神から来るからだ。










[image: 1. 若い兄弟が年配の兄弟に，食料品が入った袋を届けている。2. 1組の夫婦が，ある家族の引っ越しの荷造りを手伝っている。3. 別の夫婦が，年配の姉妹の家の前にある庭で落ち葉を集めている。]



「親切の律法」に従いましょう





真理に引き寄せられた理由について，リサ姉妹はこう言っています。* 「何といっても，兄弟姉妹の親切に感動しました」。アン姉妹も，「教えではなく，親切に引かれました」と言っています。2人は，今では聖書を読んだりじっくり考えたりしていますが，そのきっかけとなったのは親切でした。

どうすれば，人の心を動かすような親切を示せるでしょうか。言葉と行動という2つの面を考えてみましょう。そして，誰に対して親切を示すことができるかも取り上げます。






「親切の律法」に従って話す


格言 31章に出てくる有能な妻は，「親切の律法」に従って話します。（格 31:26）つまり，口調や話す内容をその「律法」に沿ったものにする，ということです。夫や父親も，この「律法」に従って話すのは良いことです。多くの親が知っているように，子供に対して厳しく冷たい話し方をするなら，子供に悪い影響が及びますし，子供は親の言うことを聞かないでしょう。一方，親が親切な話し方をするなら，子供は親に従いやすく感じるはずです。

親であるかどうかにかかわりなく，どうすれば親切な話し方ができるでしょうか。格言 31章26節の前半にヒントがあります。そこには，「口を開く時には賢く語[る]」と書かれています。これはつまり，言葉を賢く選び，口調に気を付ける必要がある，ということです。次のように考えてみましょう。「自分が話そうとしている言葉は，怒りをあおるだろうか。それとも，張り詰めた空気を和らげるだろうか」。（格 15:1）話す前に考えるのは賢いことです。

「格言の書」には，「心ない発言は剣のように突き刺[す]」という言葉もあります。（格 12:18）自分の言葉や口調がほかの人にどんな影響を与えるかをよく考えるなら，自分の言葉をコントロールしたいという気持ちになるでしょう。「親切の律法」に従うなら，傷つけるような言葉を言ったり厳しい口調で話したりすることを避けられます。（エフェ 4:31，32）消極的な考え方や話し方をするのではなく，親切な言葉を温かい口調で話すことができます。この点で，エホバは私たちの手本です。エホバは，恐れていたエリヤを力づけようとした時，天使を通して「穏やかで静かな声」で語り掛けました。（王一 19:12）もちろん，親切な人になるためには，言葉だけでなく，行動の面でも親切を示す必要があります。どんなことができるでしょうか。






親切な行動は人の心を動かす


言葉と行動の両面で親切を示すなら，エホバに倣うことができます。（エフェ 4:32; 5:1，2）先ほどのリサ姉妹は，エホバの証人から示してもらった親切について，こう語っています。「私たち家族が急に引っ越さなければいけなくなった時，エホバの証人の2組の夫婦が，仕事の休みを取って荷作りを手伝いに来てくれました。その時，私はまだ聖書レッスンを始めてすらいなかったのにです」。こうした親切な行動がきっかけとなって，リサ姉妹は真剣に聖書を学ぶようになりました。

先ほどのアン姉妹も，エホバの証人から示してもらった親切に感謝しています。こう述べています。「私は，世の中の人々を見て疑い深くなっていたので，なかなか人を信じることができませんでした。エホバの証人と会った時も，その人たちの動機を疑って，『どうして関心を示してくるんだろう』と思っていました。でも，私に聖書を教えてくれた人が心からの親切を示してくれたので，その人を信頼できるようになりました」。どんな結果になったでしょうか。「私は，学んでいることにもっと集中できるようになりました」。

リサ姉妹もアン姉妹も，エホバの証人の兄弟姉妹の親切な行動に心を動かされ，それがきっかけで聖書を学びたいという気持ちになりました。こうした親切のおかげで，2人は心を開いたのです。






神に倣って親切を示す


育った環境などのおかげで，親切な話し方をしたり笑顔で接したりすることを自然にできる人もいるかもしれません。そのように礼儀正しい行動ができるのは良いことです。でも，それだけでは，神に倣って親切を示しているとは言えないでしょう。（使徒 28:2と比較。）

本物の親切は，聖なる力が生み出すものの一面です。（ガラ 5:22，23）それで，本物の親切を示せるようになるには，聖なる力に導かれた考え方や行動をする必要があります。そうすれば，エホバやイエスに倣うことができます。また，クリスチャンである私たちは，人々に対して心からの関心を抱いています。それで，私たちはエホバと人々への愛に動かされて行動します。そうする時，私たちの親切は心からのものとなり，エホバに喜ばれ，大きな力を発揮します。






誰に対して親切を示すか


親切を示してくれた人や自分が知っている人に対して親切を示すのは，難しくないでしょう。（サム二 2:6）感謝することによって，そうできます。（コロ 3:15）では，ある人に対して，「この人には親切を示す必要はない」と感じる場合はどうでしょうか。

エホバは，惜しみない親切を示す点で最高の手本です。聖書には，この親切を示す面での大切な教えが収められています。ギリシャ語聖書には，「惜しみない親切」という表現がたくさん出てきます。では，エホバはどのように親切を示しているでしょうか。

エホバは，全ての人に生きていくのに必要な物を与えることによって，親切を示してきました。（マタ 5:45）ご自分のことを知らない人たちに対しても親切を示しているのです。（エフェ 2:4，5，8）例えばエホバは，全ての人のために独り子イエスという最高の贈り物を与えました。パウロは，エホバが「豊かな惜しみない親切」によって贖いを与えた，と書いています。（エフェ 1:7）私たちが罪を犯したりエホバを悲しませたりするとしても，エホバは私たちに導きや教えを与えることをやめたりしません。エホバの教えや言葉は，「優しい雨」のようです。（申 32:2）私たちは，エホバのこうした親切に十分にお返しすることはできません。エホバの親切がなければ，私たちは将来の希望を持つこともできないのです。（ペテロ第一 1:13と比較。）

エホバの親切は，私たちの心を温め，行動へと促します。それで，私たちは一部の人にだけ親切を示すのではなく，エホバに倣って毎日どんな人にも親切を示すよう動かされるはずです。（テサ一 5:15）親切を示し続けるなら，私たちは寒い日のたき火のようになれます。家族や仲間の兄弟姉妹，職場の同僚，学校の友達，近所の人にとって，心地よい存在となれるのです。

家族や会衆の人たちは，あなたの親切な言葉や行動によって，きっと元気づけられることでしょう。家や庭の手入れをしたり，買い物などの用事をしてあげたりするなら，喜んでくれる兄弟姉妹がいるでしょうか。また，伝道で会った人が何か困っているなら，助けてあげることができますか。

では，エホバに倣って，私たちの言葉や行動がいつも「親切の律法」に沿ったものとなるようにしましょう。







^  名前は変えてあります。






^ （格 31:1-31） レムエル王の言葉。母親が彼を教えるために与えた重みのある言葉。  2 私の子よ，私は何を言おうか。 私の腹の子よ，何を言おうか。 私の誓約の子よ，何を言おうか。  3 女性たちに力を費やしてはならず， 王たちの破滅につながる歩みをしてはならない。  4 レムエルよ，それは王たちがすべきことではない。 ぶどう酒を飲むのは，王たちがすべきことではなく， 「私の酒はどこにあるのか」というのは，統治者たちが言うべきことではない。  5 飲んで，布告されたことを忘れ， 立場が低い人たちの権利を制限することのないためである。  6 死にかけている人に酒を， ひどく苦しんでいる人にぶどう酒を与えよ。  7 飲ませて貧しさを忘れさせよ。 もう面倒なことを思い出さないようにさせよ。  8 口が利けない人のために語り， 死にかけている全ての人の権利を擁護せよ。  9 口を開いて正しく裁き， 立場が低い人や貧しい人の権利を擁護*せよ。 10 有能な*妻を誰が見つけられるだろうか。 彼女はサンゴ*よりもはるかに貴い。 11 夫は彼女を心から信頼し， 何にも不足しない。 12 彼女は生涯ずっと， 悪ではなく善を行って夫に報いる。 13 羊毛と亜麻を手に入れ， 喜んで自ら働く。 14 商人の船のようで， 遠くから食料を運んでくる。 15 夜が明けないうちに起き， 家の者のために食事を準備し， 召し使いの女性たちにも割り当て分を与える。 16 よく考えた上で，畑を買う。 よく働いて*ブドウ園を造る。 17 きつい仕事のために準備をし*， 力強く腕を動かす。 18 自分の取引が利益を上げることを知っている。 彼女のランプは夜も消えない。 19 手に糸巻き棒を持ち， つむをつかむ*。 20 立場が低い人に手を差し伸べ， 貧しい人たちに気前よく与える。 21 雪が降っても家の者のことを心配しない。 全員，暖かい*服を着ているからである。 22 彼女は自分のベッドカバーを作る。 服は亜麻と紫の羊毛でできている。 23 彼女の夫は町の門の所でよく知られており， そこで土地の長老たちと一緒に座る。 24 彼女は亜麻の衣服*を作って売り， 帯を商人に納品する。 25 力と輝きを身にまとい， 将来について不安を感じない*。 26 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。 27 家で行われる物事を見守り， 働かずにパンを食べることはない。 28 彼女の子供たちは立ち上がって彼女を褒め， 夫も立ち上がって称賛する。 29 「有能な*女性は多いが， あなたは，あなたは誰よりも優れている」。 30 麗しさは時に偽りで，美しさもまたはかない*が， エホバを畏れる女性は称賛される。 31 彼女が行うことに関して報いを与えよ。 彼女の働きを町の門の所で称賛せよ。

または，「言い分を弁護」。
または，「素晴らしい」。
用語集参照。
または，「稼いだもので」。
直訳，「力で腰に帯をし」。
糸巻き棒とつむという棒を使い，繊維を紡いで糸にした。
直訳，「2重の」。
または，「下着」。
または，「将来の日のことを笑う」。
または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。
または，「素晴らしい」。
または，「むなしい」。


^ （格 31:26） 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。

または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。


^ （格 31:26） 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。

または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。


^ （格 15:1） 穏やかな*答えは激しい怒りを静め， きつい*言葉は怒りをあおる。

または，「温和な」。
または，「とげのある」。


^ （格 12:18） 心ない*発言は剣のように突き刺し， 賢い人たちの舌は人を癒やす。

または，「軽率な」。


^ （エフェ 4:31， 32） あらゆる悪意，怒り，憤り，わめき，暴言など，一切の有害な事柄を捨て去ってください。 32 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。



^ （王一 19:12） 地震の後，火が生じた。しかしエホバは火の中にもいなかった。火の後，穏やかで静かな声がした。



^ （エフェ 4:32） 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。



^ （エフェ 5:1， 2） 皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください。 2 愛を抱いて歩んでいきましょう。キリストも私たち*を愛し，自分を神への犠牲，甘い香りのする捧げ物として，私たち*のために差し出してくださったのです。

もしかすると，「皆さん」。
もしかすると，「皆さん」。


^ （使徒 28:2） 島の人たち*は，非常に親切にして*くれた。雨が降り，寒かったので，火をたいて私たち全員を親切に迎えてくれた。

または，「外国語を話す人たち」。
または，「人間味のある親切を示して」。


^ （ガラ 5:22， 23） 一方，聖なる力*が生み出すもの*は，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰， 23 温和，自制です。このようなものを否定する律法はありません。

用語集参照。
直訳，「実」。


^ （サム二 2:6） エホバが皆さんに揺るぎない愛を示し，支え続けてくださいますように。皆さんがしたことのゆえに，私も皆さんに親切にします。



^ （コロ 3:15） また，キリストによる平和が心に満ちる*ようにしましょう。皆さんは1つの体となって平和を得るために招かれたからです。感謝を表しましょう。

または，「心を制御する」。


^ （マタ 5:45） 自分が天にいる父の子であることを示すためです。父は悪人にも善人にも太陽を昇らせ，正しい人にも正しくない人にも雨を降らせてくださるのです。



^ （エフェ 2:4， 5） しかし，憐れみ深い神は，私たちを深く愛し， 5 私たちが過ちのゆえに死んでいた時に，キリストと共に生かしてくださいました。皆さんは惜しみない親切によって救われたのです。



^ （エフェ 2:8） この惜しみない親切のおかげで，皆さんは信仰のゆえに救われました。この救いは皆さん自身によるものではなく，神からの贈り物です。



^ （エフェ 1:7） その豊かな惜しみない親切のおかげで，私たちはキリストの血によって贖われ*，解放されています。過ちを許されているのです。

用語集の「贖い」参照。


^ （申 32:2） 私の教えは雨のように降り， 私の言葉は露のように滴る。 草に降る優しい雨， 草木に降る豊かな雨のように。



^ （ペテ一 1:13） それで，活動に備えて思考を整え，常に頭がさえた状態*を保ってください。イエス･キリストが明らかにされる時に皆さんに惜しみない親切が示されるのを待ち望んでください。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。


^ （テサ一 5:15） 誰かに傷つけられても，決して仕返しをしないようにしましょう。仲間や他の人全てに，いつも善いことを行いましょう。








ご存じでしたか




ローマ人は，イエスのように杭に掛けられて処刑された人が普通に葬られることを許しましたか。




[image: イエスの弟子たちがイエスの遺体を苦しみの杭から下ろし，布で包んでいる。]



イエスが2人の犯罪者の間で杭に掛けられて処刑された，というのは有名な話です。（マタ 27:35-38）しかし，その後イエスの体に葬るための処置が施され，墓に置かれた，という聖書の記述は不正確だ，と主張する人がいます。（マル 15:42-46）

福音書を批判する人たちの中には，「処刑された人が墓などにきちんと葬られることが許されたとは考えられない。違う方法が取られたはずだ」と言う人がいます。こうした見方がある理由について，ジャーナリストのアリエル･サバールはスミソニアン誌（英語）の中でこう述べています。「はりつけは，社会のくずと見なされた人たちのための刑罰だった。それで，専門家の中には，処刑された人がきちんと葬られることをローマ人が許したはずはない，と考える人がいる」。ローマ人は，犯罪者を徹底的に辱めようとしていたので，多くの場合，死体を杭から下ろさずに放置し，動物が食べるがままにしました。その後，残された部分は共同墓地に放り込まれました。

しかし，処刑された一部のユダヤ人の遺体に違う処置が施されたことが，考古学によって明らかになりました。1968年，エルサレムの近くにあるユダヤ人の家族の典型的な墓から納骨箱が見つかりました。その中には，1世紀に処刑された男性の骨が入っていて，11.5㌢の鉄のくぎで板に打ち付けられたかかとの骨が含まれていました。サバールはこう言います。「このかかとの骨は，エホハナンという男性のもので，イエスが墓に葬られたという福音書の記述が正しいかどうかに関する長年の論争を終わらせるのに役立った」。注目すべきこととして，「エホハナンのかかとの骨は，イエスの時代にはりつけにされたユダヤ人を葬ることをローマ人が許可したことを示してい」ます。

イエスがどんな体勢で杭に掛けられたかについては，このかかとの骨に基づいていろいろな意見があります。とはいえ，処刑された犯罪者の中に，共同墓地に投げ捨てられたのではなく，墓に葬られた人がいた，ということは明らかです。ですから，イエスがきちんと葬られた，という記述は正しいと言えます。証拠は，聖書の正確さを裏付けているのです。

さらに重要なこととして，エホバはイエスが裕福な人の墓に葬られることを予告していました。そして，神の言葉が実現するのを妨げることは，誰にもできません。（イザ 53:9; 55:11）









^ （マタ 27:35-38） 兵士たちは，イエスを杭にくぎ付けにしてから，くじを引いてイエスの外衣を分配し， 36 そこに座ってイエスを見張っていた。 37 また，「これはユダヤ人の王イエス」と罪状を書き，頭上に掲げた。 38 この時，2人の強盗がイエスの左右に1人ずつ，杭に掛けられた。



^ （マル 15:42-46） さて，すでに午後遅くで，しかも準備の日，つまり安息日の前日だったので， 43 ユダヤ人の最高法廷の評判の良い一員であるアリマタヤのヨセフがやって来て，勇気を出してピラトの前に行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。自らも神の王国を待つ人であった。 44 しかしピラトは，イエスがもう死んだのだろうかと気になり，士官を呼び寄せて，死んだかどうかを尋ねた。 45 こうして，士官に確かめた上で，遺体をヨセフに与えることにした。 46 ヨセフは上等の亜麻布を買い，イエスを下ろしてその布に包み，岩をくりぬいた墓に葬った。そして，墓の入り口に石を転がしておいた。



^ （イザ 53:9） 悪人と共に墓を与えられ， 裕福な人と共に葬られた。 何も間違ったことをしておらず*， 欺きを語ったこともないのに。

または，「暴力を振るったことはなく」。


^ （イザ 55:11） 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。







ご存じでしたか




聖書時代，年や月の始まりはどのようにして定められましたか。


約束の地に住んでいたヘブライ人の政治暦の1年は，畑を耕すことや種をまくことで始まりました。それは，現代の9月から10月に当たります。

太陰暦の12カ月（各月は29日か30日）は，太陽暦の1年よりも短くなります。それで，そのずれを調整するためにさまざまな方法が用いられてきました。この調整は，毎年何日かを，あるいは何年かごとに1カ月を，次の年が始まる前などに加えることによって行われました。そうすることで，作付けや収穫の時期と暦を合わせることができました。

しかしモーセの時代，神は民に対して，春のアビブ（ニサン）の月を宗教暦の第1の月とする，と言いました。（出 12:2; 13:4）この月に行われた祭りでは，大麦の初物がエホバに捧げられました。（出 23:15，16）

学者のエミール･シューラーの説明によると，余分の月を加えるべきかどうかは，非常に単純な基準に基づいて決定されました。過ぎ越しの祭りは，ニサン14日の満月の日に祝われます。この祭りは，必ず春分の日よりも後に行われなければなりません。それで，もし1年の終わりごろに，過ぎ越しが春分の前に来ることが分かったなら，ニサンの前に13月としてうるう月が置かれました。

エホバの証人はこの方法を用いて，主の晩餐を行う日付を決定しています。その日は，ヘブライ人の暦で春のニサン14日に当たります。世界中の会衆は，この日付を前もって知らされます。*

とはいえ，ヘブライ人は月の終わりや始まりをどのようにして知ったのでしょうか。現代の私たちは，印刷版のカレンダーや電子機器のカレンダーアプリで簡単に確認することができます。でも，聖書時代にはそうはいきませんでした。

ノアの大洪水の時代，1カ月は30日とされていました。（創 7:11，24; 8:3，4）しかし，ヘブライ人の暦では，1カ月は必ずしも30日とは限りませんでした。新月が見えた日が月の始まりとされました。それで，1カ月の長さは29日か30日になりました。

ある時，ダビデとヨナタンは新しい月が始まることについて，「あしたは新月です」と言いました。（サム一 20:5，18）このことからすると，紀元前11世紀までには，各月の始まりが前もって計算されていたようです。では，一般のイスラエル人は，新しい月の始まりをどのようにして知ったのでしょうか。口伝律法や口頭伝承をまとめたものであるミシュナから，いくらか情報を得ることができます。それによると，バビロン捕囚から解放された後は，ユダヤ人の高等法廷であるサンヘドリンがこのことに関わりました。1年のうち7つの月の第30日に，サンヘドリンは会合を持ち，新しい月の始まりについて決定しました。では，何を根拠に決めたのでしょうか。

エルサレム周辺の見晴らしの良い所に配置された人たちは，夜に新月の細い月を見ると，サンヘドリンにそのことをすぐに報告することになっていました。サンヘドリンの関係者は，その報告が確実であると判断したなら，新しい月の始まりを宣言しました。では，雲や霧のせいで月が見えなかった場合は，どうしたのでしょうか。その場合は，その月は30日間であるとされ，翌日から新しい月が始まりました。

ミシュナによると，サンヘドリンのこの決定は，エルサレムの近くのオリーブ山の山頂で合図の火をたくことによって知らされました。また，イスラエルの他の高い場所でも，同じように火がたかれました。後の時代には，この知らせを広めるために使者が遣わされました。こうしてユダヤ人は，エルサレムにいても他の地域にいても，新しい月の始まりを知ることができました。それで，全ての人が季節ごとの祭りを同じタイミングで祝うことができました。

ここに載せられている表は，ヘブライ人の暦の上での月や祭りや季節を理解するのに助けになるでしょう。









[image: ヘブライ人の暦の上での月，祭り，儀式，気候，農業に関する表。]





^  「ものみの塔」1990年2月15日号15ページ，1977年9月15日号の「読者からの質問」を参照。






^ （出 12:2） 「この月があなたたちにとって初めの月，年の第1の月となる。



^ （出 13:4） 皆さんはアビブ*の月のこの日に出ていきました。

付録B15参照。


^ （出 23:15， 16） 無酵母パンの祭りを行う。私が命じた通り，アビブ*の月の決められた時に7日間，無酵母パンを食べる。その時にエジプトを出たからである。誰も，何も持たずに私の前に出てはならない。 16 また，畑にまいた種の初物の収穫の祭り*を行う。年の終わり，労働の成果を畑から取り入れる時期には，取り入れの祭り*を行う。

付録B15参照。
七週の祭り，ペンテコステとしても知られている。
仮小屋（幕屋）の祭りとしても知られている。


^ （創 7:11） ノアが600歳だった年，第2の月の17日，空の泉から水が勢いよく流れ出し，天の水門が開いた。



^ （創 7:24） 水は150日間，地表をすっかり覆っていた。



^ （創 8:3， 4） 水は徐々に引いていった。150日がたった頃には，水は少なくなっていた。 4 第7の月の17日，箱船はアララトの山地に止まった。



^ （サム一 20:5） ダビデはヨナタンに言った。「あしたは新月です。私は王と共に座って食事をすることになっています。それで，私を抜け出させてください。あさっての夕方まで野原に身を隠します。



^ （サム一 20:18） ヨナタンは言った。「あしたは新月です。あなたの席が空くので，父はあなたがいないことを気にするでしょう。
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経験談

ストレスにさらされている医療従事者を助ける

コロナ禍で，ある病院の看護師や他のスタッフは元気をもらいました。どのようにでしょうか。

若い人は尋ねる

「いいね！」がもっと欲しいです

危ないことをしてまでフォロワーや「いいね！」を増やそうとする人たちがいます。でも，それよりももっと大切なことがあります。

寄付はどのように使われているか

心に響く翻訳を届ける遠隔翻訳事務所

遠隔翻訳事務所をどこに設置するかは，翻訳の質に大きな影響を与えます。
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^ ***喜歌 42番 私たちの祈願***
42番
私たちの祈願
（エフェソス 6:18）
1. エホバよ 偉大な神
祈りを聞いてください
お名前 尊ばれ 王国が来ますように
その祝福を見せてください
2. エホバよ 愛ある神
感謝を聞いてください
命と日の光 今日もまた下さった
あなたのために生きられるよう
3. エホバよ 希望の神
悩みを聞いてください
孤独でつらい時 慰めと知恵と保護
意欲と力 どうか下さい
（詩 36:9; 50:14; ヨハ 16:33; ヤコ 1:5も参照。）



^ ***洞-1 775ページ 悔い改め***
ます。（サム一 24:5-7）ですから，この二つの語はそれぞれ別の意味があるとはいえ，密接に関連しています。
罪に対する人間の悔い改め  人が悔い改めなければならなくなる原因は，罪に，すなわち神の義にかなった要求を満たしていないことにあります。（ヨハ一 5:17）全人類はアダムにより罪のもとに売り渡されたので，彼の子孫はみな悔い改めることを必要としてきました。（詩 51:5; ロマ 3:23; 5:12）「和解」の項で説明されているように，悔い改め（それに続く転向）は，人が神と和解するための必要条件です。
悔い改めは人の生き方全体，つまり神の目的やご意志に反した生き方，神の敵対者の支配下にある世と調和した生き方に関するものかもしれません。（ペテ一 4:3; ヨハ一 2:15-17; 5:19）あるいは，生活の特定の面，つまり生き方を損ない，汚して，是認されないものとしてしまう悪い習慣に関するものかもしれません。ただ一つの悪行を悔い改めるという場合もあれば，悪い傾向，性癖，もしくは態度を悔い改めるという場合さえあります。（詩 141:3，4; 箴 6:16-19; ヤコ 2:9; 4:13-17; ヨハ一 2:1）したがって，とがの範囲は非常に広範に及ぶ場合もあれば，かなり限定される場合もあります。
同様に，人が義の原則を逸脱する程度にも大小の相違があるので，当然，後悔の度合いもその逸脱の程度に比例するはずです。イスラエル人はエホバに向かって「反抗を深め」，その違犯の中で「朽ち果てて」ゆきました。（イザ 31:6; 64:5，6; エゼ 33:10）一方，使徒パウロは『それと知らずに何か誤った歩みをする人』のことを述べており，霊的に資格のある人たちが『温和な霊をもってそのような人に再調整を施すことに努めるよう』諭しています。（ガラ 6:1）エホバはご自分の僕たちの肉的な弱さを憐れみをもって考慮してくださるので，彼らは生まれながらの不完全さによるとがのために絶えず良心の呵責に苦しむ必要はありません。（詩 103:8-14; 130:3）もし良心的に神の道を歩んでいるなら，喜びを保っていられるのです。―フィリ 4:4-6; ヨハ一 3:19-22。
神との良い関係を以前に享受していたにもかかわらず，迷い出て，神の恵みと祝福を失った人が悔い改める場合もあります。（ペテ一 2:25）イスラエルは神との契約関係にありました。彼らはすべての諸国民の中から選ばれた「聖なる民」でした。（申 7:6; 出 19:5，6）クリスチャンもキリストの仲介による新しい契約を通して神のみ前で義なる立場を得ることになりました。（コリ一 11:25; ペテ一 2:9，10）そのような人が迷い出た場合，その人は悔い改めることにより再び神との正しい関係に入り，その結果として，その関係からもたらされる益と祝福にあずかれるようになります。（エレ 15:19-21; ヤコ 4:8-10）神とのそのような関係を以前に享受したことのなかった人たち，例えば，神の契約がイスラエルとの間で効力を有していたころの非イスラエル人の諸国民に属していた異教徒たちにとって（エフェ 2:11，12），また種族や国籍にかかわりなくクリスチャン会衆外にいる人たちにとって，悔い改めは永遠の命の望みを伴う，神のみ前における正しい立場に導き入れられるための主要かつ不可欠な段階です。―使徒 11:18; 17:30; 20:21。
悔い改めは個人としてだけでなく，集団として示されるものもあります。例えば，ヨナが宣べ伝えたことにより，ニネベの都市全体が，王から『その最も小なる者』に至るまで悔い改めました。神の目にあっては彼ら全員が悪にあずかる者だったからです。（ヨナ 3:5-9。エレ 18:7，8と比較。）帰還したイスラエル人の全会衆はエズラに促されて，神のみ前に共同体として有罪であることを認め，自分たちの代表者である君たちを通して悔い改めを示しました。（エズ 10:7-14。代二 29:1，10; 30:1-15; 31:1，2と比較。）コリント会衆は甚だしい悪を行なっていた者を自分たちの中で容認していたことに関して悔い改めを示しました。（コリ二 7:8-11; コリ一 5:1-5と比較。）預言者のエレミヤやダニエルでさえ，ユダが覆される原因となったユダの悪行を告白した時，自分はその罪に全くあずかっていないという立場は取りませんでした。―哀 3:40-42; ダニ 9:4，5。
真の悔い改めには何が必要か  悔い改めには思いと心の両方が関係しています。歩みや行動が間違っていたことを認めなければならず，そのためには神の規準やご意志が義にかなっていることを認識しなければなりません。神のご意志や規準を知らなかったり，すぐに忘れたりすることは，悔い改めを妨げるものとなります。（王二 22:10，11，18，19; ヨナ 1:1，2; 4:11; ロマ 10:2，3）それゆえに，エホバは憐れみ深くも預言者や宣べ伝える者を遣わし，人々に悔い改めを呼びかけてこられました。（エレ 7:13; 25:4-6; マル 1:14，15; 6:12; ルカ 24:27）神はクリスチャン会衆を通して良いたよりを言い広めることにより，特にコルネリオが転向した時以来，「どこにおいてもすべての者が悔い改めるべきことを人類に告げておられます」。（使徒 17:22，23，29-31; 13:38，39）神の言葉は，記されたものであれ話されたものであれ，人々を「説得」し，神の道が正しいこと，そして人間独自の道が間違っていることを納得させるための手段です。（ルカ 16:30，31; コリ一 14:24，25; ヘブ 4:12，13と比較。）神の律法は「完全で，魂を連れ戻す」のです。―詩 19:7。
ダビデ王は，『違犯をおかす者たちに神の道を教え，彼らを立ち返らせる』ことについて述べていますが（詩 51:13），この罪人たちとは，仲間のイスラエル人のことに違いありません。テモテは自分の仕える諸会衆のクリスチャンに接する際，争ってはならず，むしろ，「好意的でない人たちを温和な態度で諭す」よう指示されました。それは，神が彼らに『悔い改めを授け，真理の正確な知識に至らせてくださり，彼らが悪魔のわなから出て本心に立ち返るかも



^ ***喜歌 45番 心の黙想***
45番
心の黙想
（詩編 19:14）
1. 私の心を巡る考えを
いつでもあなたの知恵で満たしたい
心が疲れて眠れない夜も
正しい思いを抱けますように
2. 清く良いことと高潔なことを
考え続けて安らぎを得たい
あなたの貴い言葉をよく読み
深く考えて守れますように
（詩 49:3; 63:6; 139:17，23; フィリ 4:7，8; テモ一 4:15も参照。）



^ ***近 262–263ページ 「進んで許してくださる」神***
9 ダビデは，エホバの許しを描写するために別の生き生きとした表現も用い，こう述べています。「東が西から遠くにあるのと同じく，神はわたしたちの違犯をわたしたちから遠くに移してくださった」。（斜体は本書。詩編 103:12，アンプリファイド･バイブル[英語]）東と西はどれほど遠く離れているでしょうか。ある意味で，東は常に，西から見て最も遠いところにあります。その二点が重なることは決してありません。ある学者によれば，この表現は「可能な限り遠く，我々が考え得る一番遠く」を意味しています。霊感によるダビデの言葉が示すとおり，エホバは許しを与えるとき，わたしたちの考え得る一番遠くに罪を追いやってくださいます。









^ ***喜歌 130番 進んで許す***
130番
進んで許す
（詩編 86:5）
1. エホバ神は人々愛し
その罪を許し 死を取り除く
贖いの犠牲 許しの土台
イエスを通して許し与える
2. 神に倣い進んで許す
その時 神から憐れみ受ける
仲間傷つけず辛抱示し
互い敬えば愛を示せる
3. 神と同じ愛 育めば
怒りと憎しみ乗り越えられる
エホバに倣って憐れみ抱き
愛があふれれば人を許せる
（マタ 6:12; エフェ 4:32; コロ 3:13も参照。）



^ ***喜歌 18番 贖いに感謝する***
18番
贖いに感謝する
（ルカ 22:20）
1. エホバよ あなたに近づき
尊い愛に感謝します
私たちを救うために
イエスを与えてくださった
（※ 繰り返し）
こんな素晴らしい贈り物はない
決して忘れない この感謝を
2. 命の希望 持てるよう
イエスは深い愛を示し
私たちを救うために
貴重な命を差し出した
（※ 繰り返し）
こんな素晴らしい贈り物はない
決して忘れない この感謝を
（ヘブ 9:13，14; ペテ一 1:18，19も参照。）



^ ***塔96 4/15 28–29ページ 読者からの質問***
読者からの質問
イエスはこう言われました。「あなた方が人の罪を許すなら，それは許されています。あなた方が人の罪をとどめておくなら，それはとどめておかれます」。この言葉は，クリスチャンは罪を許せるという意味ですか。
罪を許す権威が神からクリスチャン全体に与えられていると結論すべき聖書的な根拠は何もありません。会衆内の任命された長老たちの場合であっても同じです。とはいえ，イエスが弟子たちに語られた前述のヨハネ 20章23節の言葉は，この点で神が使徒たちに特別な力を授けられたことを示唆しています。また，その聖句におけるイエスの陳述は，天的な決定に関してイエスがマタイ 18章18節で言われたことと関係があるのかもしれません。
クリスチャンは，ある種の違反を許すことができます。そのことは，エフェソス 4章32節に記されている使徒パウロの次の助言と調和しています。「互いに親切にし，優しい同情心を示し，神がキリストによって惜しみなく許してくださったように，あなた方も互いに惜しみなく許し合いなさい」。パウロはここで，無思慮な発言のような，クリスチャンどうしの個人的な問題について述べています。クリスチャンはこうした問題を解決し，互いに許し合うよう努めるべきです。イエスの次の言葉を思い起こしてください。「それで，供え物を祭壇に持って来て，兄弟が自分に対して何か反感を抱いていることをそこで思い出したなら，あなたの供え物をそこ，祭壇の前に残しておいて，出かけて行きなさい。まず自分の兄弟と和睦し，それから，戻って来たときに，あなたの供え物をささげなさい」― マタイ 5:23，24。ペテロ第一 4:8。
しかし，ヨハネ 20章23節の文脈は，イエスが，より重大な罪に言及しておられたことを示唆しています。そのことは，この特定の聴衆に対してイエスが続いて語られた，このほかの事柄から読み取れます。なぜそう言えるのか調べてみましょう。
イエスは復活させられた日に，エルサレムの，錠のかけられた一室にいた弟子たちに現われました。記述はこう伝えています。「それでイエスは彼らに再び言われた，『あなた方に平安があるように。父がわたしをお遣わしになったと同じように，わたしもあなた方を遣わします』。そしてこう言われたあとで，彼らに息を吹きかけて言われた，『聖霊を受けなさい。あなた方が人の罪を許すなら，それは許されています。あなた方が人の罪をとどめておくなら，それはとどめておかれます』」― ヨハネ 20:21-23。
ここで言及されている弟子たちは，おもに忠実な使徒たちだったと思われます。（24節と比較してください。）イエスは，彼らに息を吹きかけて「聖霊を受けなさい」と言うことにより，間もなく彼らに聖霊がそそがれることを，象徴的な方法でお知らせになりました。次いでイエスは，彼らが罪を許すことに関連した権威を持つことになる，と言われました。イエスの二つの陳述には結びつきがあり，一方から他方が導かれると考えるのは道理にかなっています。
イエスは復活から50日後のペンテコステの日に聖霊をそそぎ出されました。それは何を成し遂げましたか。一つの点として，霊を受けた人たちは，天でキリストと共同の支配者になるという希望を持つ，神の霊的な子として再び生まれました。（ヨハネ 3:3-5。ローマ 8:15-17。コリント第二 1:22）しかし，そのように霊がそそがれたことで，さらに多くのことが行なわれました。霊を受けた人の中には奇跡的な力を得た人がいました。それによってある人たちは，自分の知らない外国語を話すことができました。預言できた人もいました。さらに，病人をいやしたり，死人をよみがえらせたりすることのできた人もいます。―コリント第一 12:4-11。
ヨハネ 20章22節のイエスの言葉は，聖霊が弟子たちにそそがれた，この出来事を指していました。したがって，罪を許すことについてイエスが語られた関連のある言葉には，使徒たちは，霊の働きによって神から与えられた，罪を許したりとどめたりする特異な権威を持っていた，という意味があるようです。―「ものみの塔」誌（英文），1949年3月1日号，78ページをご覧ください。
聖書は，使徒たちがそのような権威を行使したあらゆる機会について，もれなく完全に記述しているわけではありません。また，使徒たちが奇跡的な賜物を用いて，異言を話したり，預言したり，いやしを行なったりした機会をもれなく記録しているわけでもありません。―コリント第二 12:12。ガラテア 3:5。ヘブライ 2:4。
罪を許したりとどめたりする使徒たちの権威が行使された一つの例は，霊に対して虚偽の振る舞いをしたアナニアとサッピラに関するものです。アナニアとサッピラの罪を暴露したペテロは，ヨハネ 20章22節と23節に記されている言葉をイエスが語られるのを聞いていました。ペテロはまずアナニアに語りかけ，アナニアはその場で死にました。後にサッピラが入って来て偽りを語り続けたとき，ペテロは彼女に対する裁きを言い渡しました。ペテロはサッピラの罪を許すのではなく，「見よ，あなたの夫を葬った者たちの足が戸口にありますが，彼らはあなたを運び出すでしょう」と言いました。彼女もその場で死にました。―使徒 5:1-11。
このときに使徒ペテロは，罪が間違いなくとどめられること，つまり神はアナニアとサッピラの罪を容赦されないという，奇跡的に得られた知識を伝える特別な権威を用いました。使徒たちはまた，キリストの犠牲に基づいて罪が許されたと確信できる事例を見極める，超人間的な洞察力を持っていたようです。ですから，霊による能力を与えられたこれらの使徒たちは，罪が許されたか，とどめられたかを宣言することができました。
これは，霊によって油そそがれた当時の長老たちが皆，そうした奇跡的な権威を持っていたということではありません。その点は，コリント会衆から排斥された人について使徒パウロが言ったことから分かります。パウロは，『わたしはその人の罪を許します』とは言いませんでした。まして『わたしはその人が天で許されたことを知っているので，その人を再び受け入れなさい』などとは述べませんでした。むしろパウロは，復帰したこのクリスチャンを許してその人に愛を示すよう，会衆全体に強く勧めました。そしてパウロは，「何かについてあなた方がだれかを親切に許すなら，わたしもそうします」と言いました。―コリント第二 2:5-11。
いったんその人が会衆に復帰したなら，クリスチャンの兄弟姉妹すべては，その人が行なったことを責めない，という意味で許すことができました。しかし，まずその人は悔い改めて，復帰しなければなりません。これはどのように生じるのでしょうか。
盗み，うそ，甚だしい不道徳といった重大な罪は，会衆の長老たちが扱わなければなりません。長老たちは，そのような悪行者を悔い改めに至るように矯正し，戒めることに努めます。しかし，ある人がゆゆしい罪を悔い改めることなく習わしにするなら，これら長老たちは悪行者を排斥するようにという神からの指示を適用します。（コリント第一 5:1-5，11-13）イエスがヨハネ 20章23節で言われたことは，そのような場合には当てはまりません。これら長老たちは，病人をいやしたり死人を生き返らせたりする能力のような，霊の奇跡的な賜物を持ってはいません。それらの賜物は1世紀にその目的を果たしてから，なくなりました。（コリント第一 13:8-10）さらに，今日の長老たちは，重大な罪を犯した人について，その人がエホバの目に清いと宣言するという意味で重大な悪行を許す，神からの権威を持ってはいません。その種の許しは，贖いの犠牲を根拠としていなければならず，その根拠に基づいて許すことができるのはエホバだけです。―詩編 32:5。マタイ 6:9，12。ヨハネ第一 1:9。
古代コリントの人の場合のように，ゆゆしい罪を犯す人が悔い改めようとしないなら，その人は排斥されるべきです。その人は，後に悔い改め，悔い改めにふさわしい業を生み出すなら，神からの許しが得られます。（使徒 26:20）そのような状況の場合，長老たちは聖書から，エホバはその悪行者を確かに許されたと信じられる根拠が得られます。次いで，その人がいったん復帰したなら，長老たちはその人が信仰において確固とした者となるよう，霊的な援助を与えることができます。会衆の他の人は，コリントのクリスチャンたちが，当時復帰した，排斥されていた人を許したのと同じように許すことができます。
こうした方法で物事を扱う長老たちは，裁きのための独自の規準を設けたりしません。長老たちは聖書の原則を適用し，エホバが示された聖書的な手順に固く従います。したがって，長老たちによるいかなる許しも，許しを控えることも，マタイ 18章18節にあるイエスの次の言葉の趣旨に沿ったものとなるはずです。「あなた方に真実に言いますが，何であれあなた方が地上で縛るものは天において縛られたものであり，何であれあなた方が地上で解くものは天において解かれたものです」。長老たちの行動は，聖書に提示されているエホバの物の見方を反映しているにすぎません。
したがって，ヨハネ 20章23節に記されているイエスの言葉は，聖書の他の部分と矛盾してはいません。むしろその聖句は，クリスチャン会衆の揺らん期における使徒たちの特別な役割に調和して，使徒たちが許しに関連した特別な権限を持っていたことを示唆しています。
[脚注]
イエスは死んで贖いを備える前でさえ，ある人の罪が許されたと言う権威を持っておられました。―マタイ 9:2-6。「ものみの塔」誌，1995年6月1日号の「読者からの質問」と比較してください。



^ ***目92 1/8 9–13ページ 私たちは残虐な爆弾事件を生き残った***
私たちは残虐な爆弾事件を生き残った
その日曜日の朝，オーストラリア，シドニーの西の郊外にあるカスーラの王国会館にエホバの証人と友人たちが集まり始めました。1985年7月21日は，ひんやりとした真冬の一日になりそうでした。午前9時35分，訪問講演者のデイビッド･ワインダーはクリスチャンの忠節に関する講演を始めました。10時ちょっと過ぎに，ワインダーはヨハネ 6章68節を朗読し，私たちはうつむいて自分の聖書を目で追っていました。
突然ワインダーの朗読がとぎれました。演壇の下から強烈な爆風が生じ，そのあとには，ひん死の重傷を負ってのたうち回るワインダーが残されていました。私たちの友人の一人，妻子のいるグラハム･ワイクスは即死でした。ほかにも大勢の人がけがをし，重傷を負った人もいました。崇拝のための場所で生じたこのようないわれのない暴挙は，こうしたことに慣れっこの世間の人々にも衝撃を与えました。このニュースが伝えられると，オーストラリアの人たちは信じられない思いでテレビやラジオにくぎ付けになりました。
事件直後の反応
爆発直後，一瞬の静けさが訪れました。私が思うに，私たちの大半はぼう然として何をしたらよいか分からず，物を言うことも，たった今起きたばかりの場違いな出来事を現実として受け止めることもできずに，おびえながら辺りを見回していたのでしょう。ほこりがもうもうと立ちこめ，戦場を思わせる光景とにおいが広がっていました。子供たちは泣き出し，ショックのために金切り声を上げ始める人もいました。現場を目撃したあるタクシー運転手は後ほど，「身元不明の若い女性が，美しかったと思われる顔を半分つぶされて救急車の中に運び込まれる」のを見ました。 その身元不明の若い女性とは私の妻スーでした。
スーは演壇からまっすぐに飛んで来た何かを顔に受け，意識を失いました。私の鼓膜は一瞬にして破れました。私には爆発の音が，まるで頭の中で圧搾空気が噴き出したかのように聞こえました。バンという音は聞こえず，ただ突然に耳の割れるようなシュッという音がして，周りがすべて灰色になりました。私たちは2列目の座席に座っていましたが，講演者は，木製の演壇の下に隠されていた爆弾のほぼ真上に立っていました。
私はがれきが降って来るような気がして，本能的に頭の上に手を載せてかがみ込みました。その後の数秒間は数分のように思えました。王国会館が爆破されたのだということに気づいたのはその時でした。嫌な予感がしました。スーががれきとほこりに埋もれて見えなくなってしまったからです。「スージー，スージー！」と叫びながら，混乱した頭で，『スーは死んでしまったのだろうか。デイビッドは？ ほかの人たちはどうしたのだろう。自分はけがをしているのだろうか』などと考えていました。
天井板やプラスチック製のいす，裂けた材木やかばん，ちぎれた聖書や雑誌などが一面に散らばっていました。やがて，ぼう然とした表情の顔ががれきの山から現われましたが，その多くは血を流しており，破片にまみれた顔もありました。王国会館の後ろのほうに座っていた人たちのほとんどは鼓膜の損傷だけですみました。
妻の悪夢
大きな天井板の下からスーのブーツが突き出ているのが目に留まり，スーの居場所が分かりました。その板がたいへん軽かったのは幸いでした。板を脇に投げ捨てて目にしたものに，私はあっと息をのみました。スーの上唇はひしゃげた鼻の下のところで水平に裂けてあごのあたりまで垂れ下がっており，前歯は折れていました。目とその周りにも傷があったので，失明したのではないかと心配しました。ぼさぼさの髪の毛には血とほこりと破片がこびりついており，左上腕部にはひどい切り傷があるようでした。とはいえ，見たところひどい出血はないようだったのでほっとしました。しかし後になって分かったことですが，それは私の思い違いでした。頭と肩をがれきの山から持ち上げてやるとすぐに，スーは弱々しく私の名前を呼びました。私は，スーがこの出来事に気づきかけているものと誤解し，落ち着かせようとしました。後でスーはこう言いました。「うちのベッドで悪い夢を見ていると思っていました。ピーターが起こしてくれることを必死に願っていたのです」。スーは意識を取り戻したり失ったりしているようで，私は彼女を独りにしたくありませんでしたが，私にはどうしても助けが必要でした。
あるエホバの証人は，私の妻の様子を見てショック状態がさらにひどくなったらしく，つじつまの合わないことを言いながら私たちに近づいて来ました。私は自由なほうの腕を使い，私の話が聞こえるようにかがんでくれと合図しました。彼女はスーから目を離さずにかがみ，私に手を差し出しました。それから私たちは一緒に短い祈りをささげ，対処するための知恵と力をお与えくださいとエホバに祈願しました。二人でアーメンと言った時には，彼女は依然として目に涙を浮かべてはいたものの，十分に落ち着きを取り戻していました。私はスーの枕になるような物を探してくれるよう彼女に頼みました。
奇跡的な生存者たち
爆発が起きた時，年若いポール･ハーンは私の目の前，ピアノから2㍍ほどの所に座っていました。ピアノは爆風によって空中にほうり上げられ，その大きな破片がポールの上に落下し，ももの上のほうの肉をごっそりとえぐり取りました。歯列矯正装置がとれたばかりのきれいな前歯も砕けてしまいました。この爆発で夫を失ったジョイ･ワイクスは，頭にひどい傷を負ったほか，あちこちにけがをして近くに横たわっていました。ジョイの娘のうち二人もけがをしました。
重傷者の中で一番驚くべき生存者は，講演者のデイビッド･ワインダーでした。爆発によって彼は演壇の破片と共に，その直前まで屋根があった空間を通って垂直にほうり上げられ，立っていたあたりに落ちて来ました。依然として意識はあったものの，ひどいショック状態でした。両足とも膝から下はずたずたで，もう二度と歩けないのではないかと考えた人もいたほどでしたが，今ではかなり上手に歩くことができます。彼の衣服の一部が近くのユーカリの木に引っ掛かっており，演台は3軒向こうの家の裏庭で見つかりました。大量の失血のため重体だったデイビッドは，ヘリコプターで病院へ運ばれました。
救急隊が到着する
警官と救急隊員は非常に早く到着したようで，大いに面目を施しました。救急隊員がけが人を手当てしている間，警官たちにも沢山の仕事がありました。遠くでも爆音が聞こえ，爆発が感じられたため，王国会館に通じる道路はすぐに大勢のやじ馬で一杯になり，報道陣は猛烈な勢いでカメラを回していました。すぐ近くに住むある人たちは，何でもできることがあればと親切に手伝いを申し出てくれました。
何台もの救急車はすぐに一杯になり，地元の幾つかの病院へ患者を移送し始めました。病院の職員は何が起きたかを知ってぞっとしました。慰めや力づけを与えるために地元の大勢のエホバの証人たちが病院へやって来ました。デイビッド･ワインダーとスーは外傷患者用の特別設備のある病院へ運ばれました。その晩リバプール病院では，医師たちが私に全身麻酔をかけ，腕に深く食い込んだ破片を取り除きました。翌日，不安が募る一方だった私は妻に会いたいと思いました。病院側は多少心配していましたが，私がスーと一緒にいられるよう，その日の午後私を退院させてくれました。
血の問題が持ち上がる
妻は集中治療室にいました。最初にベッドの後ろ側からスーを見た時，私の目から涙がこぼれました。ひどく色が変わり，見分けがつかないほどはれ上がってゆがんだ顔がこちらを向いていました。黒い小さなジッパーのような幾つもの縫い目がスーの顔をつなぎ合わせていました。
はれ上がった組織の中に目だけでなくまつ毛も隠れてしまっていたので，スーは目が見えませんでした。顔の骨のうち，鼻，上顎，ほほ，眼窩の骨が砕けていました。しかし何よりも危険だったのは，鼻柱のすぐ上の頭蓋骨の一部分がめり込んで動脈に穴を開けていたことでした。意識を失ってがれきの下に埋もれていた間，目には見えませんでしたが，血が胃に流れ込んでいたのです。スーのヘモグロビン値は6にまで落ち込みました。（女性の平均は約14です。）
すぐに輸血が問題になり，外科医との話し合いは結局行き詰まってしまいました。外科医はスーに，必要な場合の輸血に同意してくれないなら何もできないと言いました。スーはもう一度，私たちは二人ともそのことを理解しているし，「適切な代替処置なら何でも受け入れますが，『血を避ける』という願いについては譲れません」と言いました。（使徒 15:28，29）外科医は聞き入れようとしませんでした。
しつこい精神的な嫌がらせが始まりました。子供はいるかと聞かれてスーが「いいえ」と言うと，「それはよかった。母親がこんなに醜いとかわいそうだからね」という答えが返ってきました。さらに外科医は，顔のせいで離婚されるのではないかとスーに言いました。スーの反応ですか。「それにはとても傷つけられました。私は，たとえその外科医が私をできるだけきれいにしたいと自分なりに考えてくれているとしても，私の良心を踏みにじらせたりはしないと決意しました」。輸血に関するこうした無情な嫌がらせは，単に緊張感を高め，貴重な時間を無駄にしたに過ぎませんでした。この非常につらい時期に全く対照的だったのは，看護スタッフの一人一人がスーにしてくれた思いやりのある優しい世話でした。私たちは看護スタッフの皆さんを尊敬しました。
今や爆発から11日たっていました。スーの顔の骨は危険な段階に達していました。本来の位置ではないところにつながり始めていたのです。緊急に手術が必要でした。次の回診の時に担当医はついに怒りを爆発させ，「もう何もしてやらんぞ！」と言って立ち去りました。それは私たちの人生で最も不安な一時でした。しかし今思えば，スーがその外科医に見捨てられたことは祝福だったのです。
思いやりのある外科医
医師でもある一人のエホバの証人が私たちの代わりにある形成外科医と話し合ったところ，その形成外科医は代替技術を用いてスーの治療をすることに同意してくれました。その技術は医学的に見ると好ましい方法ではありませんが，輸血の問題がなくてすみます。この外科医は礼儀正しく親切でした。私たちは彼を尊敬するようになりました。彼が血を用いずにできる限りのことをするつもりだったからです。
ねじ山を切った長さ8㌢ほどの鋼鉄製のピンを，スーの折れた顔の骨にねじ込みました。次に，鋼鉄製のブリッジでこれらのピンを正しい位置に固定し，骨が正しくつくようにしました。「約6週間というもの顔からスパイクが突き出ていたので，眠るのが本当に大変でした」とスーは打ち明けました。砕けた上顎は，元の位置につくようにするため，損傷のない下顎に針金で固定されました。嗅覚は取り戻せませんでした。
スーには優れたユーモアのセンスがあり，さらに大切な点として，自分はまるで『歩くテレビアンテナ』だと考えたりして自分のことを笑うことができました。しかし，スーには優れたユーモアのセンス以上のものが必要でした。それから2年半の間手術を繰り返すことになったからです。手術の中には鼓膜の移植や大がかりな歯科治療も含まれていました。
学んだ教訓
私たちは二人とも，祈りの力や，私たちの耐えられる以上の苦しみをエホバは決してお許しにならないことなど，数多くの教訓を学びました。血の問題に関して最初の外科医と対立した時，スーはこう打ち明けました。「あのような対立が避けられないのは悲しいことですし，とても緊張しました。その度に私はエホバに祈りました。そうすると本当に穏やかな気持ちになり，大きな安心感に包まれました。同じような経験をしたほかのエホバの証人の話を読んだことはありましたが，今回は自分でそれを感じたのです」。私たちは，以前なら恐ろしいと考えたような状況でエホバがどのように助けてくださるかを見てきたので，今では，これからどんな試みに直面しても大丈夫だという確信が強まっています。
なぜエホバは王国会館が爆破されたり一人の兄弟が死んだりすることを許されたのですか，と尋ねられたこともあります。歴史を通じ，また現代でも神の民は数多くの蛮行の犠牲になってきました。もしエホバが，ヨブに関してサタンが主張したように神の民の周りに保護の垣を巡らしておられたなら，神の民が神に仕える動機に疑いが差しはさまれたでしょう。自分たちは害を受けることがないとか，神は「予見しえない出来事」からでも必ず私たちを救ってくださるなどと考えるべき根拠は全くありません。苦しみを甘受し，さらには自分の信念やその他のもののために死をさえ甘受する私たちの態度は，自分たちの崇拝が純粋で無私のもの，その時の状況に左右されないものであることの証拠なのです。―伝道の書 9:11。ヨブ 1章と2章。マタイ 10:39。
活動する兄弟関係
このような圧力を受けていた間ずっと，霊的な仲間たちは「兄弟より固く付く友人」になってくれました。（箴言 18:24）スーはこう説明します。「私の親族数人が4,000㌔かなたから飛行機でやって来て，命が危うかった最初の2週間一緒にいてくれました。度々悪夢にうなされたので，そばに座っていてくれる家族や友人がいて本当に心強く感じました」。国の内外の思いやり深い兄弟姉妹から，はがき，手紙，電報，花などが，永久に続くかと思えるほどとぎれることなく届きました。私たちはこのような「銀の彫り物の中の金のりんご」にたいへん感謝しました。（箴言 25:11）それは優れた証言になりました。確かに兄弟関係は活動していたのです。
スーはさらにこう言います。「実際的な援助もいただきました。エホバの証人の親しい友達は，鉄分を特に多く含む果物や野菜をジュースにしてくださいました。私たちは，自分たちの希望を医師に尊重してもらっているのだから，私たちのほうも医師に協力しなければならないと感じました。私の場合，それは自分の血を増やすことでした。鉄分の補給も受けました」。私たちの多くは1回分の食事を全部液状にする名人になりました。そして感心なことにスーは，それと同じくらい液状の食事を飲むのが上手になりました。（あなたはローストしたごちそうをストローで食べてみたことがありますか。）スーによると，「こうしたことの結果，手術前にヘモグロビン値は3上がり，新しい担当外科医をとても喜ばせました」。
実際的な食餌療法だけでなく，忍耐と愛，祈りと神の霊の助け，そして単に時の経過などが相まってスーは回復しました。幾つかの傷跡は残りました。それらは神の王国が支配して初めて，ふさわしい時に治されるでしょう。スーの顔について言えば，スーをよく知っている人から見ると少し変わりはしましたが，いずれにせよ外科医の腕の良さの証拠となっています。そして私の目には，妻の美しさは今でも変わりません。
そうです，エホバの証人である私たちの希望は特別なものです。その希望によって私たちはどんな試練でも最後まで耐え忍ぶことができます。今回の試練は会衆を霊的に弱めたりはせず，むしろ私たちのきずなを強めました。爆発の際に居合わせた関心を持つ一人の友人は，『爆発によって真理に入った』と，にこにこしながら言っています。彼は，平和を愛する家族に対するそのような野蛮な攻撃を目の当たりにして，聖書研究を行ない続ける決意を一層強くするようになりました。
今のところ，爆弾犯人は告発されていません。しかし警察は容疑者の目星をつけているようで，伝えられるところによると，それはエホバの証人を憎んでいる執念深い殺人者だということです。しかし，警察は起訴に持ち込むだけの十分な証拠を握っていません。その容疑者はほかの様々な犯罪にもかかわっていると考えられています。
6年以上たった現在，スーと私はオーストラリアのものみの塔支部事務所の一員として奉仕するという特権を引き続き楽しんでいます。特にうれしかったのは，私たちの会衆の新しい速成王国会館の献堂式でした。その王国会館は，以前の爆破された王国会館の敷地の隣に，1990年6月22日から24日にかけて建設されました。クリスチャン愛は，一人の人の理不尽な憎しみを克服したのです。―ピーター･シュルツとスー･シュルツの語った経験。
[脚注]
シドニー･モーニング･ヘラルド紙，1985年7月27日付。
[10ページの図版]
ピーター･シュルツとスー･シュルツの最近の写真
形を直すために針金で顔を固定されたスー･シュルツ
[13ページの図版]
前よりも大きくなった新しい王国会館









^ ***喜歌 105番 「神は愛」***
105番
「神は愛」
（ヨハネ第一 4:7，8）
1. 愛の源のエホバは願う
神と隣人を愛するように
これこそ歩みを導く秘訣
常に倣いたい イエスの愛に
2. 神の後押しと真理への愛
失意の底から飛び立つ力
愛は親切で全てに耐える
常に示したい 仲間への愛
3. 怒り感じても それを捨て去り
真の愛により神に委ねる
これこそ歩みを導くおきて
常に倣いたい エホバの愛に
（マル 12:30，31; コリ一 12:31–13:8; ヨハ一 3:23も参照。）



^ ***喜歌 129番 決して負けない 最後まで***
129番
決して負けない 最後まで
（マタイ 24:13）
1. 終わりまで耐え忍ぶために
思い出す イエスの模範を
痛み 耐えた
報い見つめ
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
2. たくさんの涙を流した
つらい日々やがて過去になる
未来見つめ
さあ進もう
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
3. 恐れない 諦めもしない
エホバの日 来るその時まで
耐えていこう
その日 近い
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
（使徒 20:19，20; ヤコ 1:12; ペテ一 4:12-14も参照。）



^ ***塔12 10/15 7–11ページ 今日，勇気をもって逆境に立ち向かう***
今日，勇気をもって逆境に立ち向かう
「神はわたしたちのための避難所，力であり，苦難のときに容易に見いだされる助けである」。―詩 46:1。
答えられますか
どうすれば，苦難に圧倒されずにいられますか
勇気を示せるどんな理由がありますか
逆境に立ち向かえるよう，エホバはどんな備えを設けてくださっていますか
今は，逆境の時代です。地球は，数々の災害に見舞われています。地震，津波，火災，洪水，火山噴火，竜巻，台風，ハリケーンなどが人類に大打撃を与えています。加えて，家族や自分の問題が，不安や悲しみをもたらしています。「時と予見しえない出来事」がわたしたちすべてに臨んでいるのです。―伝 9:11。
2 神の僕は全体として，そうした苦難によく対処しています。それでも，この体制の終わりが近づくにつれて降りかかりかねないどんな困難にも対処できるよう，用意をしておきたいと思います。どうすれば，そうした難しい事態に対処し，圧倒されずにいられるでしょうか。今日，勇気をもって逆境に立ち向かうのに何が助けになりますか。
勇気をもって人生に立ち向かった人たちから学ぶ
3 難しい事態がかつてなく大勢の人々に影響を与えているとはいえ，苦難は人類にとって新しいものではありません。勇気をもって首尾よく人生に立ち向かった昔の神の僕たちから何が学べるかを見てみましょう。―ロマ 15:4。
4 ダビデについて考えましょう。ダビデは，王の怒り，敵の攻撃，妻たちの拉致，仲間の裏切り，感情的な苦しみなどを耐え忍ばなければなりませんでした。（サム一 18:8，9; 30:1-5。サム二 17:1-3; 24:15，17。詩 38:4-8）聖書が明らかにしているように，ダビデはこうした逆境によって苦痛を味わいました。それでも，霊的な破滅には至りませんでした。信仰に満ちて，こう語っています。「エホバはわたしの命のとりで。わたしはだれを怖れる必要があろうか」。―詩 27:1。詩編 27:5，10を読む。
5 アブラハムとサラは，人生のかなりの期間，見知らぬ土地で外国人として天幕生活をしました。生活は必ずしも容易ではありませんでした。それでも，二人は，飢きんや，周囲の諸国民からの危険に決然として対処しました。（創 12:10; 14:14-16）どうして，そうできたのでしょうか。神の言葉が述べているように，アブラハムは，「真の土台を持つ都市を待ち望んでいたのです。その都市の建設者また造り主は神です」。（ヘブ 11:8-10）アブラハムとサラは，前途にあるものに注意を向け，周囲の状況によって喜びを奪われたりしませんでした。
6 ヨブは，極度の圧迫を経験しました。人生のすべてがうまく行かないように思えた時のヨブの気持ちを想像してみてください。（ヨブ 3:3，11）なお悪いことに，そうした事柄が自分に生じた理由を十分理解していませんでした。それでも，ヨブは決してあきらめませんでした。忠誠と神への信仰を保ったのです。（ヨブ 27:5を読む。）見倣うべき本当に立派な手本です。
7 使徒パウロの例も考えましょう。パウロは，「都市での危険，荒野での危険，海での危険」を経験しました。「飢えと渇き」や「寒さと裸」についても述べています。「一昼夜深みで過ごした」というのは，難船した時のことでしょう。（コリ二 11:23-27）こうした経験をしながらも，神に仕えるゆえに死に直面した後に表わした態度に注目してください。こう述べています。「これは，わたしたちが，自分自身ではなく，死人をよみがえらせてくださる神に信頼を置くためだったのです。死のような大いなるものから神はわたしたちを確かに救い出してくださったのであり，これからも救い出してくださるでしょう」。（コリ二 1:8-10）パウロと同じほど多くの苦難を経験した人は，あまりいないでしょう。それでも，わたしたちの多くは，パウロの気持ちを理解でき，その勇気ある手本から慰めを得られます。
つらい経験をしても圧倒されないようにする
8 災害，困難，圧迫に満ちた今日の世で，圧倒されるように感じている人は少なくありません。クリスチャンの中にも，そう感じる人がいます。夫と共にオーストラリアで全時間奉仕を楽しんでいたラニは，乳がんと診断された時，本当にショックで稲妻に打たれたかのようだったと語っています。そして，「治療によって非常に具合が悪くなり，自尊心を奪われました」と述べています。それに加えて，脊髄手術を受けた夫の世話もしなければなりませんでした。そうした状況に置かれたら，何ができるでしょうか。
9 次の点を思い出すのは良いことです。サタンは，わたしたちが患難に遭う時，それを利用して信仰を損なおうとします。しかし，サタンがそのようにして喜びを奪うのを許してはなりません。箴言 24章10節はこう述べています。「あなたは苦難の日に自分が失望していることを明らかにしたか。あなたの力は乏しくなる」。先ほど考慮したような聖書中の手本を黙想するなら，逆境に面しても勇気を奮い起こすことができます。
10 すべての問題を取り除くことはできない，という点を銘記するのも良いことです。実際，わたしたちは問題を経験することを知っています。（テモ二 3:12）使徒 14章22節にあるとおり，「わたしたちは多くの患難を経て神の王国に入らなければならない」のです。意気消沈するのではなく，問題を，勇気を表わす機会と見るのはいかがですか。その勇気は，神が助けてくださるという信仰の表われです。
11 積極的な事柄に注意を向ける必要があります。神の言葉はこう告げています。「喜びに満ちた心は顔色をよくするが，心の痛みのゆえに打ちひしがれた霊がある」。（箴 15:13）医学研究者たちは，以前から，積極的な考えには治癒効果があることを認めています。砂糖の錠剤（偽薬）を服用した患者は，助けを得ていると思っただけで，症状が緩和されました。ノセボ効果という逆の作用も実証されています。患者は，薬に有害作用があると告げられただけで，具合が悪くなりました。変えられない状況についてくよくよ考えると，いっそう落ち込むだけかもしれません。幸いなことに，エホバはわたしたちに“砂糖の錠剤”を与えたりはされません。苦境の時にも，真の助けを与えてくださいます。み言葉，支えとなる仲間，聖霊の力によって励ましてくださるのです。こうした事柄に注意を向けるなら，晴れやかな気持ちになります。つらい経験について考え続けるのではなく，個々の問題に実際的な仕方で対処し，人生の積極的な面に注意を向けましょう。―箴 17:22。
12 近年，幾つもの国で大きな災害が生じています。注目すべきことに，そうした地域の多くの兄弟たちは不屈の態度を示しています。それが容易なわけではありません。2010年2月，大地震と津波がチリを襲い，多くの兄弟姉妹が家や所有物を失いました。仕事を失った人もいます。それでも，兄弟たちは，霊的な活動を続けました。家が全壊したサミュエルはこう述べています。「こうした非常に厳しい状況でも，妻とわたしは，集会と奉仕を欠かしませんでした。そうした習慣によって，絶望せずに済みました」。二人は他の兄弟姉妹と同様，災害を乗り越えて，エホバへの奉仕において前進したのです。
13 2009年9月，豪雨のために，フィリピンのマニラの80％以上が洪水に遭いました。多くを失った裕福な男性は，こう述べています。「洪水はすべての人に影響を与え，富んだ人にも貧しい人にも困難や苦しみをもたらしました」。イエスの次の賢明な助言が思い出されます。「自分のために天に宝を蓄えなさい。そこでは蛾もさびも食わず，盗人が押し入って盗むこともありません」。（マタ 6:20）すぐに消え去りかねない物質的なものを中心に生活を築くなら，たいてい失望を感じます。エホバとの関係を中心とした生活をするほうが，はるかに知恵のあることです。周囲で何が起ころうと，その関係は無傷のままです。―ヘブライ 13:5，6を読む。
勇気を示せる理由
14 イエスは，自分の臨在の時の間に様々な問題が生じると述べ，「恐れおののいてはなりません」と言いました。（ルカ 21:9）わたしたちには，王イエスがおり，宇宙の創造者の後ろ盾があるので，確信を抱ける十分の理由があります。パウロはテモテを励まし，こう述べました。「神はわたしたちに，憶病の霊ではなく，力と愛と健全な思いとの霊を与えてくださった」。―テモ二 1:7。
15 強い確信の表われた神の僕たちの言葉に注目しましょう。ダビデはこう言っています。「エホバはわたしの力，わたしの盾。わたしの心は神に依り頼み，わたしは助けられました。ですから，わたしの心は歓喜し」ます。（詩 28:7）パウロは，揺るぎない確信をこう言い表わしています。「わたしたちは，わたしたちを愛してくださった方によって，これらのすべての事に全く勝利を収めているのです」。（ロマ 8:37）イエスも，危険が迫っていた時，神との強い関係を抱いていることをはっきりと示しました。「わたしは独りではありません。父が共にいてくださるからです」と使徒たちに述べたのです。（ヨハ 16:32）こうした言葉から何が分かるでしょうか。エホバへの揺るぎない信頼です。神に対する同様の確信を培うなら，今日のどんな逆境にも立ち向かう勇気を抱けます。―詩編 46:1-3を読む。
勇気を保つための備えから益を得る
16 クリスチャンに勇気を抱かせるのは，自信ではなく，神を知って神に依り頼むことです。書き記されたみ言葉 聖書を研究することによって，そうすることができます。うつ病を患うある姉妹は，何が助けになるかについて，「特に慰めとなる聖句を何度も何度も読みます」と述べています。わたしたちは，家族の崇拝のための定期的な時間を取るようにとの指示に従っているでしょうか。こうした事柄を行なうなら，次のように語った詩編作者と同じ態度を持つことができます。「わたしはどんなにあなたの律法を愛していることでしょう。それは一日じゅうわたしの思いとなっています」。―詩 119:97。
17 また，エホバへの確信を強める情報を載せた，聖書に基づく出版物があります。ライフ･ストーリーの記事が特に助けになったという人は少なくありません。双極性気分障害を患うアジアのある姉妹は，宣教者だった兄弟が同じ障害に対処できているというライフ･ストーリーを読んで，気持ちが明るくなりました。「自分の問題を理解でき，希望を持てました」と書いています。
18 祈りは，あらゆる状況において助けになります。使徒パウロは，この備えの価値に注意を向け，こう述べています。「何事も思い煩ってはなりません。ただ，事ごとに祈りと祈願をし，感謝をささげつつあなた方の請願を神に知っていただくようにしなさい。そうすれば，一切の考えに勝る神の平和が，あなた方の心と知力を，キリスト･イエスによって守ってくださるのです」。（フィリ 4:6，7）逆境の中で強さを得るために，この備えを十分活用しているでしょうか。うつ病を長く患っている英国のアレックスという兄弟は，こう述べています。「祈りの中でエホバに語りかけ，み言葉を読んでエホバの言葉を聞くことが，わたしの命綱となっています」。
19 助けとなる別の肝要な備えは，集会での交わりです。詩編作者は，「わたしの魂はエホバの中庭を慕い求め，思い焦がれました」と記しました。（詩 84:2）あなたも同じように感じているでしょうか。前述のラニは，クリスチャンの交わりについて，こう語っています。「集会は出席してもしなくてもよいものではありませんでした。エホバに助けていただきたいなら，出席しなければならないと分かっていました」。
20 王国を宣べ伝える業に活発であることによっても，勇気が得られます。（テモ一 4:16）様々な問題を経験してきたオーストラリアのある姉妹は，こう述べています。「伝道は，一番したくないことでしたが，長老から一緒に行くよう誘われました。行きました。エホバが助けてくださっていたに違いありません。宣教に参加するたびに，とても幸せな気持ちになりました」。（箴 16:20）多くの人が気づいているように，エホバへの信仰を築くよう他の人を助けることによって自分の信仰も強められます。そうする時，自分の問題を考えずにいられ，より重要な事柄に注意を集中できるのです。―フィリ 1:10，11。
21 エホバは，今日，勇気をもって逆境に立ち向かえるように，十分な助けを与えてくださっています。そうした備えすべてを活用し，神の勇気ある僕たちの立派な手本について黙想して見倣うことにより，困難に首尾よく立ち向かえると確信できます。この体制の終わりが近づくにつれ，つらいことがいろいろ生じるとしても，次のように述べたパウロと同じ思いを持つことができます。「[わたしたちは]倒されながらも，滅ぼされているわけではありません。……わたしたちはあきらめません」。（コリ二 4:9，16）わたしたちはエホバの助けにより，今日，勇気をもって逆境に立ち向かえるのです。―コリント第二 4:17，18を読む。
[脚注]
一部の名前は変えてあります。
[研究用の質問]
 1，2. 多くの人がどんな逆境を経験していますか。神の僕の願いは何ですか。
 3. ローマ 15章4節に示されているように，気のめいる状況に立ち向かう際，どのように慰めが得られますか。
 4. ダビデはどんな逆境を忍耐しましたか。何が助けになりましたか。
 5. アブラハムとサラが大変な生活に対処するのに何が助けになりましたか。
 6. ヨブにどのように見倣えますか。
 7. パウロは，神に仕える中でどんな経験をしましたか。どんな認識によって，仕え続ける勇気を得ましたか。
 8. 今日，様々な問題がわたしたちにどんな影響を与えますか。例を挙げてください。
 9，10. （イ）サタンがどうするのを許してはなりませんか。（ロ）使徒 14章22節が述べる現実に，どう対処できますか。
11. 人生の逆境に圧倒されないよう，どうすることができますか。
12，13. （イ）神の僕が災害の影響を忍耐するのに何が助けになっていますか。例を挙げてください。（ロ）災害の時，人生において最も重要なものがどのように明らかになりますか。
14. わたしたちには，勇気を示せるどんな理由がありますか。
15. 神の僕たちの確信の例を挙げてください。どうすれば同様の勇気を抱けるかを説明してください。
16. 神の言葉の研究が重要なのはなぜですか。
17. （イ）勇気ある態度を保つのにどんな備えが助けになりますか。（ロ）ライフ･ストーリーがどのように自分に助けになったか，例を挙げてください。
18. 祈りの備えを活用すべきなのはなぜですか。
19. クリスチャンの集会への出席をどう見るべきですか。
20. 宣べ伝える業に参加することは，どのように助けになりますか。
21. 直面する困難について，どんなことを確信できますか。
[7ページの図版]
[10，11ページの図版]
逆境に直面するとき，エホバが備えておられる助けを活用しなさい










^ ***喜歌 128番 終わりまで耐え忍ぶ***
128番
終わりまで耐え忍ぶ
（マタイ 24:13）
1. エホバの言葉とその約束
命へつながる確かな希望
信仰の強度 試される時
いつも考える 神の日のこと
2. 人への恐れや揺らぐ心
初めに抱いた愛を弱める
献身の温度 試される時
いつも温かく神が寄り添う
3. 終わりまで耐える 諦めずに
命の書に名を残されるため
嵐が過ぎ去り光差す時
確かに目にする 神の救いを
（ヘブ 6:19; ヤコ 1:4; ペテ二 3:12; 啓 2:4も参照。）



^ ***喜歌 150番 救いのために神に頼る***
150番
救いのために神に頼る
（ゼパニヤ 2:3）
1. 神の主権退けてきた
人々の支配 終わりを告げた
この世界の敵たち全て
イエスが打ち砕く その日は近い
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
2. 真理の側選べるように
知らせを伝える あらゆる人に
試練来ても恐れはしない
愛の神エホバの助けを信じ
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
（サム一 2:9; 詩 2:2，3，9; 格 2:8; マタ 6:33も参照。）















^ ***塔90 2/15 15ページ セデルから救いへ***
の時代のユダヤ人の歴史」，第1巻）このように，余分の月は勝手にではなく，自然の状況に応じて挿入されるのです。
25 エホバの証人の統治体は，古代の方法に従って主の晩さんの日付を確定しています。春分に最も近い新月がエルサレムで日没時に観察されるであろう時が，ニサン一日として定められます。その日から14日を数えるとニサン14日になります。その日は普通，満月の日になります。（「ものみの塔」誌，1977年9月15日号，575，576ページをご覧ください。）聖書的なこの方法により，全世界のエホバの証人は，今年の記念式の祝いが4月10日の日没後に行なわれることを知らされています。
26 この日付は，イエスが最後の有効な過ぎ越しを守り行なった時であるニサン14日に相当します。しかし，記念式を祝うことにより，ユダヤ人のセデルによって記念される事柄以上の救いに焦点が当てられます。わたしたちは皆，主の晩さんの時に行なわれる事柄，その意味，わたしたちの救いがどのように関係しているかを理解する必要があるのです。



^ ***塔77 9/15 575–576ページ 読者からの質問***
● 記念式の祝いはいつも満月の晩に行なわれると理解していました。1977年の記念式は4月3日でしたが，わたしのカレンダーでは4月4日が満月になっていました。こうしたずれがあるのはなぜですか。
主の夕食の祝いと満月とは，大抵一致していますが，いつもそうだとは限りません。例えば，住んでいる場所や用いられるカレンダーによって，一日のずれの生じることがあります。
なぜそうなるのかを知るには，現在エホバの証人の統治体が，年ごとの記念式の祝いの日付を確定するために採用している基本的な方法を理解しなければなりません。
イエスが追随者たちに，ご自分の死を記念するよう指示されたのは，ユダヤ暦のニサン14日，過ぎ越しの日のことでした。（ルカ 22:14-20）適切にも，記念式を祝う日付は，当時のユダヤ人たちが過ぎ越しの日付を決定したのと同じ方法で決められています。ニサンの月は，春分の日に一番近い新月が初めて見えた時に始まりました。過ぎ越しはそれから14日後のことでした。―イザヤ 66:23。出エジプト 12:2，6。
現在エホバの証人は，記念式の日付を決定する際に，古代のそうした型に従っています。まず最初に確定されねばならないのは，春分（3月21日ごろ）に一番近い新月が，エルサレムで見られるのはいつか，という点であることに注目してください。これはカレンダーや天文表に記されている，天文学上の新月の時ではありません。なぜですか。それは，新月が初めてうっすらと見えるのは，天文学上の新月の時から18時間ないし30時間後のことだからです。
1977年の場合を例にとってみましょう。全世界の会衆に知らせるため，数か月も前からこの問題を決定するのに，エホバの証人の統治体は，エルサレムで新月が見られるのはいつかを，計算しなければなりませんでした。天文学の見地からは，ちょうど新月となる時刻はエルサレム標準時で，1977年3月19日20時33分（午後8時33分）でした。もちろん，その時にもそれから何時間後にも，新月は見えませんでした。では翌晩の日没のころには，最初の細い新月が見られたでしょうか。関係するさまざまの条件のために，1977年3月20日の日没ごろにエルサレム西方のやや明るい空には，月が見られそうにありませんでした。そのため統治体は，新月が日没ごろにエルサレムから見られる時が1977年3月21日であると断定しました。こうしてニサン14日は，4月3日の日没後に始まることになりました。その時エホバの証人は，主の夕食を行ないました。その月の満月についてはどうですか。それはいつでしたか。
天文表には，満月はグリニッジ（英国）標準時の4月4日4時9分（午前4時9分）に起きると記されています。しかしその同じ時刻に，別の時間帯に住んでいる人の時計は，異なった時間を示すはずです。例えば，ストックホルム（スウェーデン）とローマ（イタリア）は，グリニッジの東隣に位置する時間帯にあります。それで，そこでは満月の時刻は4月4日5時9分（午前5時9分）となります。ところがニューヨーク（アメリカ）とリマ（ペルー）は，グリニッジの西方五番目の時間帯にありますから，満月は1977年4月3日23時9分（午後11時9分）だったことになります。時間帯によってこうした違いがありますから，1977年の各国のカレンダーには，4月4日を満月とするものも4月3日とするものもあります。
いずれにしても銘記すべき基本的な点は，主の夕食の祝いの日付は，満月ではなく新月（エルサレムで見られる）によって決定されるということです。とはいえ，記念式は新月が見られてから14日後になりますから，大抵満月のころに行なわれることになります。エホバの証人のだれかが統治体との連絡を断たれ，決められた記念式の日付が分からないような場合に，このことを知っておくのは良いことです。そのような場合，カレンダーに記された春分の日の後の満月の晩に記念式を祝うなら，他の兄弟たちと同じ日か，少なくともそれに非常に近い日に，記念式を祝っていることになるでしょう。









^ ***イ経 記事20 ストレスにさらされている医療従事者を助ける***
ストレスにさらされている医療従事者を助ける
米国ノース･カロライナ州に住んでいるブリンは，医療機関連絡委員会のメンバーです。この委員会はエホバの証人の患者を信仰面でサポートするため，病院と密接に連絡を取り合っています。
コロナの影響で，多くの病院では外部からの訪問が許可されていません。ブリンは，地元の病院で心のケア（パストラル･ケア）を担当する部署の責任者に電話しました。エホバの証人の患者をどのようにサポートできるかを相談するためです。
ブリンは責任者の補佐と話ができました。訪問は制限されていたので，自分の電話番号をエホバの証人の患者に伝えてもらい，患者と話をすることができないかと尋ねました。いいですよ，という返事でした。
ブリンは病院のスタッフのことも気遣いました。医療スタッフの働きをねぎらい，お体も大事にしてほしいと補佐に伝えました。コロナの影響でみんなが苦労していますが，特に医療従事者は大きなストレスを感じているようですね，とも言いました。
補佐も，確かにコロナのせいで病院での仕事が大きなストレスになっている，と話してくれました。
それでブリンはこう言いました。「エホバの証人のウェブサイトには，ストレスと上手に向き合う方法が紹介されています。jw.orgで『ストレス』と入力して検索すると，皆さんのためになる情報が見つかると思います」。
その場で補佐はウェブサイトにアクセスし，検索バーに「ストレス」と入力したところ，良い記事を見つけることができました。そしてこう言いました。「すごい！ 責任者にも見せます。スタッフやほかの人にも役立つと思います。印刷してみんなに配ります」。
数週間後，ブリンは責任者と話をしました。責任者は補佐と2人でウェブサイトにアクセスし，ストレスやそれと関連のある記事を印刷した，と言いました。印刷したものを看護師や病院の他のスタッフに配った，とのことです。
ブリンはこう述べています。「責任者はエホバの証人の活動に感謝し，良い内容の記事だと言ってくれました。ウェブサイトの記事がとても役立ちました」。
​​​​​​​



^ ***イ尋 記事108 「いいね！」がもっと欲しいです***
若い人は尋ねる
「いいね！」がもっと欲しいです
「学校の友達には何百人もフォロワーがいて，『すごい人気！』と思っていました。正直，ちょっとうらやましかったです」。10代のイレインはそう話しています。
あなたも同じ気持ちになったことがありますか。そうであれば，この記事を読んでみてください。SNSでの人気集めに夢中にならなくて済みます。
どんな落とし穴がある？
見せ掛けの人気者
フォロワーや「いいね！」の数はどれほど大切？
「謙虚なふりして自慢する」
どんな落とし穴がある？
聖書の格言 22章1節には「多くの富よりも良い名を選べ」と書かれています。良い評判を得ること，みんなに好かれたいと思うことは悪いことではありません。
でも誰かに認められたいという気持ちが強くなると，必死になって人気者になろうとするかもしれません。何か危険がありますか。16歳のアニャはこう言っています。
「みんなに注目されようとして，おかしなことをする人たちがいます。学校の2階からジャンプしたりするんです」。
友達に見てもらいたくて，ふざけた行動を動画にしてSNSに投稿する人たちもいます。例えば，大勢の若い人が，カプセルに入ったジェル状洗濯洗剤を口に入れる動画をアップしました。体に有害な物質が入っているので，絶対にしてはいけないことです！
聖書の言葉 「どんなことも，……自慢したいという軽い気持ちからしてはいけません」。（フィリピ 2:3，「グッド･ニュース訳」[英語]）
考えてみよう
● SNSで人気者になることはあなたにとってどれほど大切ですか。
● 危ないことをしてまで友達に認められたいと思いますか。
見せ掛けの人気者
危険なことはしなくても，別の方法で「いいね！」を増やそうとする人たちもいます。22歳のエリカはこう話します。
「みんな生活の映える（ばえる）ところを投稿しています。いつも仲良く過ごす友達が大勢いるかのように思わせています。自分が人気者だと見せ掛けているんです」。
人気を得るために，出来事をでっち上げる人たちもいます。15歳のカラはこう言います。
「本当は家にいるのに，パーティーに来ているかのように写真を加工して投稿している人たちがいるんです」。
22歳のマシューもそのようなことをしたことがあると認めています。
「自分の写真に『エベレスト』と付けて投稿したことがあります。でも，アジアに一度も行ったことがないんです！」
聖書の言葉 「何事においても正直に行動したいと願っています」。（ヘブライ 13:18）
考えてみよう
● SNSで事実と違うことを発信して「いいね！」を増やそうとしますか。
● あなたが投稿している写真やコメントは，自分の本当の姿やポリシーを伝えていますか。
フォロワーや「いいね！」の数はどれほど大切？
SNSで有名になるには，フォロワーと「いいね！」をとにかく増やすことが必要だと多くの人は考えています。先ほどのマシューも同じように考えていました。こう言っています。
「『フォロワー何人いる？』とか『「いいね！」の最高数はいくつ？』とみんなによく聞いていました。フォロワー数を上げるために知らない人もフォローしていました。自分のこともフォローしてもらえるかなと思っていたんです。人気者になりたいという気持ちが強くなっていました。SNSをしていると，そういう気持ちがどんどん強くなるんです」。
中には，自分の価値をフォロワーや「いいね！」の数で判断する人たちもいます。25歳のマリアはこう話します。
「女子は自分の自撮り写真に『いいね！』があまり付かないと，自分はかわいくないと思ってしまいます。もちろんそれは考え過ぎですが，そんなふうに考えてしまう人はたくさんいます。自分をネットいじめしているようなものです」。
聖書の言葉 「自己中心的になってはなりません。競い合ったりねたみ合ったりしないようにしましょう」。（ガラテア 5:26）
考えてみよう
● SNSをやっていて，自分と他人を比べてしまうことがありますか。
● 自分を気に掛けてくれる友達をつくるよりも，フォロワー数を増やす方が大事だと思いますか。
[囲み]
若者のコメント
「自分の話し方や行動や服装で，SNSでも注目されたい，そのためなら何だってやるって考えるのは良くないと思います。自分の信じていることや大事に思っていることはしっかり守らないといけません」。リアーナ
[囲み]
若者のコメント
「『いいね！』が欲しくて，どんなことでもしようとする人たちがいます。でも，自分がどんな人と思われたいか考えてみるといいです。良くない話し方や服装をする人，自分の持ち物を見せびらかす人と思われたいか，感じが良くて気遣いのある人と思われたいかです。たくさん『いいね！』をもらうと悪い気はしないですが，それは自分が本当に誇れるものなのか考えてみてください」。ハナ
[囲み]
若者のコメント
「SNSで有名になるということは，みんなから気に入られる人になるということです。それって，その人たちと同じような人になるということなんです。でも，周りからどう思われているか，もっと気に入られるためにどうしたらいいか，ということばかり考えるようになります。人から好かれたいと思うのは自然なことですが，そのことばかり考えていると，ほかのことは考えられなくなってしまいます」。ジョシュア
[囲み]
「謙虚なふりして自慢する」
困っているふりをして，実は自慢している人たちもいます。
● 「新車買ってから，みんな『乗せてくれ』ってうるさいんだ」。
● 「いつまでたってもみんなから『痩せたね』って言われて，もううんざり」。
こういう人たちは謙虚に見せ掛けようとして不満を言いますが，実際には自慢しています。
注意 こういうやり方で自慢するのは逆効果です。本当は自慢したいんだ，とすぐにバレます。謙虚なふりをして自慢するのはわざとらしく聞こえるので，ストレートに自慢するよりも悪い印象を与えてしまいます。
次にSNSでコメントや写真を投稿するときには，謙虚なふりをして自慢しないように気を付けましょう。聖書のこのアドバイスに従ってください。「自分の口ではなく別の人があなたを称賛するようにせよ」。（格言 27:2）
[囲み]
まとめ: SNSでの「いいね！」集めに夢中にならないために
● 投稿している写真やコメントが，自分の本当の姿やポリシーを伝えているか考える。
● SNSで事実とは違う自分を見せようとしない。
● フォロワーや「いいね！」の数が全てだとは考えない。
​​​​SNSで有名になることはジャンクフードを食べるようなもの。いい気分になるのは一瞬で，すぐに満たされない気持ちになる。
​​​​​​​



^ ***寄ど 記事10 心に響く翻訳を届ける遠隔翻訳事務所***
寄付はどのように使われているか
心に響く翻訳を届ける遠隔翻訳事務所
2021年3月1日
全時間の翻訳チームの60％以上は，支部事務所ではなく遠隔翻訳事務所（RTO）で働いています。RTOを設置することにはどんなメリットがあるでしょうか。RTOではどんな設備や機材が必要でしょうか。RTOの場所は翻訳の質にどんな影響を与えますか。
RTOは，翻訳する言語が実際に話されている地域に設置されます。低地ドイツ語の翻訳チームで奉仕するカリンはこう言います。「メキシコのチワワ州のクアウテモックにできたRTOに移ってきたので，低地ドイツ語を話す機会がすごく増えました。チームメートと会話する時も伝道や買い物をする時も，全部，低地ドイツ語です。低地ドイツ語に囲まれています。低地ドイツ語ならではの言い回しを久しぶりに耳にしました。今どんな言葉をみんなが使っているか，知ることができています」。
ガーナのフラフラ語翻訳チームのジェームズは，支部事務所のベテル家族に会えなくなって寂しいこともある，と言います。でも，こう言っています。「RTOでの奉仕はとても楽しいです。地元の言語で伝道して，みんなが良い知らせに心を動かされるのを見るとすごくうれしいです」。
RTOの設置場所はどのようにして決めるのでしょうか。ニューヨーク州ウォーウィックの国際設計建設部門で働くジョゼフはこう言います。「場所によっては，電気や水道などのインフラが整っていなかったり，翻訳データを受け取るためのインターネット環境がなかったりします。それで，その言語が話されている複数の候補地を検討することにしています」。
一番お金がかからなくて簡単な方法は，翻訳者たちが通える場所にある，大会ホールや王国会館や宣教者ホームにRTOを設置することです。そのような施設がない場合，翻訳者の住まいや仕事場として，建物やオフィスの一画を購入することもあります。こうした施設は翻訳チームの状況に合わせてすぐに売却できるので，資金を有効に活用できます。
機材，設備，人材を整える
2020奉仕年度中，RTOの運営のために1300万ドル（約14億円）が使われました。RTOでの奉仕には，コンピューター，翻訳のためのソフト，録音機器，インターネット接続，電気や水道などのインフラが必要です。コンピューターを一式用意するのに，1人当たりおよそ750ドル（約8万円）かかります。コンピューターには，一般のソフトウエアだけでなく，ワッチタワー･トランスレーション･システムというプログラムもインストールされます。このプログラムを使えば，翻訳作業の流れを管理し，参考資料を簡単に調査できます。
翻訳チームのために，オフィスで録音するのに必要な機器も用意されます。新型コロナの感染が広がった後も，こうした機器は活躍しました。翻訳者たちは自宅に録音機器を持ち帰り，出版物やビデオの録音を続けることができたからです。
地元の奉仕者たちもRTOの奉仕に協力しています。施設の維持管理を手伝ったり，翻訳されたものについて意見を述べたりしています。南アフリカ，ケープタウンのアフリカーンス語RTOで奉仕しているカースティンはこう話しています。「大勢の伝道者や正規開拓者が，ここでの奉仕に自分たちの体力や能力を生かしています」。
地元の奉仕者たちはRTOでの奉仕を楽しんでいます。ある姉妹は「ここで働くと気分が爽やかになります」と言っています。地元の兄弟姉妹の中には，朗読や吹き込みを手伝っている人たちもいます。メキシコのベラクルス州でトトナコ語の翻訳をしているフアナはこう言っています。「トトナコ語が実際に話されている町の近くで翻訳するようになりました。それで，もっと多くの兄弟姉妹に出版物やビデオの録音に参加してもらえるようになりました」。
RTOで翻訳されるようになって翻訳の質は良くなったでしょうか。大勢の読者が良くなったと感じています。コンゴ民主共和国のコンゴ語のチームで奉仕しているセドリックはこう言います。「以前は私たちの翻訳を『ものみの塔のコンゴ語』と呼ぶ兄弟姉妹もいました。みんなが普通に話しているコンゴ語とはちょっと違っていたからです。でも今では，普段の生活で使われている現代的なコンゴ語になったと言っています」。
南アフリカのコーサ語翻訳チームのアンディーレもこう言っています。「翻訳が変わった，という声をよく聞きます。英語で『ものみの塔』を読んでいた子供たちも，今ではコーサ語で読んでいます。特に『新世界訳』改訂版の自然な言葉遣いが気に入っています」。
RTOの設置や維持管理の費用，奉仕者に必要なものを備えるための費用は，世界的な活動への自発的な寄付によって賄われています。世界的な活動への寄付はdonate.jw.orgを通して行うことができます。
​​​​​​​​
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